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第一章　大神様の横恋慕







「あ、雪」

　ざあざあと近くを流れる清流の音だけが聞こえる静かな夜。

　真っ黒な空に白い息を吐いて、のぞみはとろりとした熱い湯にちゃぷんと浸かる。そしてゆっくり目を閉じた。

　山間にポツンと佇む温泉宿の露天風呂である。

　天狗の故郷だというこの山に、のぞみは紅こうとともに今日到着した。ここからほど近い場所にあるあやかしの都みやこにいる大おお神かみに、結婚の許しをもらうためである。

　天狗の相棒カラスの女将が経営するというこの宿は、外観はどこからどう見てもただの廃墟。でも一歩中に入れば居心地のいい空間が広がっていて、各部屋には露天風呂まで付いているのだから驚きだった。

『まぁ、紅さま。お連れさまは人間さまでいらっしゃいますカァ』

　カラスの女将は、玄関でのぞみと紅を出迎えるなり驚いた。

『うん、そうだよ。かわいいだろう？　明日大神に結婚の許しをもらいに行くんだ』

『……珍しいこともあるもんだ』

　カラスの女将はそう言って、首をひねりながら最高級クラスのこの離れの部屋にふたりを案内してくれた。

　その女将の反応に、のぞみは少し不安になった。

　紅の縄張りのあやかしたちは、のぞみと紅の縁組をあたりまえに受け入れてくれた。けれど、やはり普通のあやかしにとっては珍しいことのようだ。

　それはきっと明日会いに行く大神も同じなのだろう。

　すんなりと認めてもらえるといいけれど……のぞみがそう思った時。

「初雪だね」

　不意に声をかけられて、のぞみは驚いて目を見開く。いつのまにかすぐそばで、紅が湯に浸かっていた。

「ぎゃっ！」

　のぞみは目を丸くして色気のない声をあげてしまう。

　全然気配を感じなかったというのに、いったいいつのまに入ってきていたのだ。

　のぞみは真っ赤になって紅をにらんだ。

「ぜぜぜ絶対に、覗かないでくださいねって言ったじゃないですかっ！」

「覗いてはいないよ。ただ一緒に入ろうと思っただけさ。部屋に風呂が付いているのは、ふたりで入るためだろう？　ふふふ、もう夫婦同然だというのに、いつまでものぞみは恥ずかしがり屋だなぁ」

　屁理屈を言って、紅は銀色の髪をかきあげる。

　のぞみは頬を膨らませたまま、彼からすすすと距離を取った。

「毎日お風呂に入るのは人間の習慣だけど、いいものだね。のぞみと一緒だからだろうか」

　そう言って頭にタオルを乗せて、紅は気持ちよさそうに目を閉じる。

　その様子に、のぞみは思わず笑みを漏らした。

　どうやら天狗も、風呂は気持ちいいらしい。

「それにしても、今日はたくさんの昔なじみに会ったよ。私のかわいいのぞみを皆に自慢することができて満足だ」

　紅が嬉しそうに微笑んだ。

　ここは遠い昔、人間の都が置かれていたこともあるという古い土地。あやかしたちにとって故郷のような場所なのだという。

「あやかしは古来から人間とともにある存在だからね。かつて人間の都でもあったこの土地から生まれたようなものなんだよ。ここは、私たちの街よりもあやかしと人間との距離が少し近い」

　本当にそうだった。

　昼間に観光地でもある街の中心部を、のぞみは紅とふたり手を繋いで散策した。驚くべきことにメインストリートに立ち並ぶ土産みやげ物もの屋やの中には、あやかしが経営している店もあって、堂々と人間相手に商売をしていた。

　鏡かがみ娘むすめというそのあやかしは、土産にぴったりな小さな手鏡を売っていた。思わず手に取りたくなるようなかわいい千ち代よ紙がみ柄がらの手鏡は、うっかり夜に覗くと鏡娘がひょっこりと顔を出して、ぞぞぞとさせられるのだという。

　紅との婚約祝いにひとつやると言われたが、のぞみはそれを丁重にお断りした。

　うっかり夜に覗いてしまったら大変だ。

「紅さまはあやかしの中でも有名なんですか。たくさんのあやかしに声をかけられていましたよね」

　ふと思い出してのぞみは尋ねる。

　紅がうーんと首をかしげた。

「まぁ、縄張りは田舎だとはいえ、まがりなりにも長おさだからね。天狗自体が少ないし」

「……それだけですか？　随分女性に人気みたいでしたけど。なんだか紅さまのお嫁さまが人間の私だなんて、申し訳ないような気分でした」

　昼間紅はいたるところで呼び止められ、声をかけられていた。

　そしてそのあやかしたちは皆、紅が連れているのぞみにも興味深々だった。

　嫁にするつもりだと、紅が自慢げに紹介すると大抵のあやかしたちは驚き、唖あ然ぜんとした。

　だが中には、それだけではない反応をする者もいた。

『紅さまがまたお嫁さまを迎えられるお気持ちになられたのはようございました。ぜひ私もお嫁さまのアパートに入りたいものですわ』

　そう言って、紅にしなだれるように絡み付いていた猫又の尻尾は、のぞみの脛すねをピシリと叩いた。

『かわいらしい方ですわね、紅さま』

　にっこり微ほほ笑えむ女天狗の視線は、鋭くのぞみを突き刺した。

　不意にそれらを思い出し、のぞみは膨れっ面になってしまう。その頬を紅が嬉しそうにつついた。

「やきもちだね、かわいいなぁ。そんな心配しなくても大丈夫。誰よりものぞみが一番かわいかったじゃないか。それに私はずっとのぞみだけだと、皆の前で約束しただろう？」

　そんな呑気な……とのぞみは思う。

　のぞみにとってはどんな理由であれ〝あやかしににらまれる〟というだけでも大問題だというのに。

　アゴまで湯に浸かったまま、のぞみは紅をジロリとにらむ。

　紅が機嫌よくふふふと笑って、のぞみに手を伸ばした。

「なんなら大神の許しなんかいらないから、のぞみが不安にならないように、今からここで夫婦になってしまおうか」

「あ……！　お、大神様はっ！」

　言いながら、のぞみは紅のその手から、あと少しのところで逃れることに成功する。

　彼はいつもこうやって、ところ構わずいきなりのぞみを抱きしめる。それが嫌だというわけではないけれど、今は少し具合が悪い。

　なにせここは露天風呂で……ふたりは服を着ていないのだから。

「お、大神様は、結婚をお許しくださるでしょうか」

　のぞみの言葉に、紅は伸ばした手をそのままに、口を尖らせた。

「べつにいらないんだよ、大神の許しなんて。私はすぐにでものぞみを妻にしたかったのに。まったくサケ子は頭が固いんだから……でもあんな風に大々的に言ってしまったら、許しをもらわないわけにいかないじゃないか。縄張りのあやかしたちが不安になってしまう」

　いい加減なことを言いつつも、長らしいところを見せて紅はつまらなそうにため息をついた。

「長さまのお嫁さまが、人間の私でも大丈夫なんでしょうか」

　のぞみはここにきて不安に思っていたことを口にする。

「大丈夫、大丈夫」

　紅が請け負った。

「大神は、私のことになんて興味ないよ。明日の面会も一瞬で終わるからね。そしたらついに私たちは……」

　そう言って、ふふふと笑う紅の手がまたのぞみの方へ伸びてくる。

　のぞみは再びそれをかわした。

「な、縄張りの皆は元気でしょうか。保育園は、大丈夫かなぁ……？」

「また、のぞみは……」

　紅が呆れたような声を出した。

「保育園はサケ子に任せてきただろう？　私たちが出発したのは今朝なんだから、なにも心配はいらないよ。せっかくふたりきりなんだから、今くらい私に集中してくれないと」

「それは、そうですけど……」

　ヌエの脅威がなくなった今、紅がいなくても大丈夫だとサケ子はふたりを心よく送り出してくれた。

　だから当然保育園は大丈夫に違いない。

　のぞみだって本当にそれを心配しているわけではないのだ。

「でも、なんだか皆と一緒にいないのが、落ち着かないっていうか……」

　今頃あやかし園は夜ごはんの時間だ。

　鬼三兄弟が弁当をひっくり返したり、大きく裂けた口で弁当を食べるサケ子を見て子どもたちが泣いたりと、大騒ぎに違いない。

　それがなんだか妙に恋しかった。

「たった一日離れただけなのに、もう皆に会いたくなっちゃった……」

　のぞみはそう呟いて、ちらほらと舞い降りる白い雪の結晶を、手のひらで受け止める。

　そして小さくため息をついた。

　そこへ……。

「のぞみ!!」

「ぎゃあ！」

　三み度たび手が伸びてきて、ついにのぞみは捕まってしまう。お湯は白く濁っているが、どこを見ていいやらわからない。

「こ、こ、紅さまっ!!」

「のぞ先生がいなくて子どもたちはきっと寂しがっているよ！　ああ、なんてかわいい先生なんだ」

　のぞみはジタバタ暴れるが、紅の腕はびくともしない。

　それどころかますますぎゅうぎゅうと強く抱きしめられて、のぞみは頭から茹で上がってしまうような心地がした。

　紅が意味深な笑みを浮かべて、のぞみの頬にちゅっと口づけた。

「でもこの旅の間は、私がのぞみをひとりじめだ。大神との面会が終わったら今度こそ私は待てないよ。カラスの女将には、もう一泊部屋を空けておくようにお願いしておこう」




　片側三車線の大きな通りを走る車、その両側にひしめき合うように飲食店やブランドショップが立ち並んでいる。ゆったりと幅が取られた歩道は、行き交う人でごった返している。

　山やま神がみ神社がある海辺の街とは比べ物にならないくらい賑やかな通りを、のぞみは紅に手を引かれ歩いていた。

　互いに肩が触れ合うほどの人混みを、紅は器用にすいすい進む。

　その背中に、のぞみは遠慮がちに声をかけた。

「紅さま、あの……」

　紅が軽やかな動きで振り返り、にっこりと微笑んだ。

「なんだい、のぞみ。なにか欲しいものでもあった？　なんでも買ってあげるよ」

　のぞみは慌てて首を振った。

「そうじゃなくて。あの、こんな……こんなにたくさん人がいるところに本当に都があるんですか？」

　普段、のどかな田舎町にいるのぞみにとってはこの人の多さだけでも目が回りそうだというのに、こんなところにあやかしの都があるなんてとても信じられなかった。

「もちろんあるよ」

　紅が答えた。

「人がいなけりゃ、ぞぞぞを稼ぐことができないじゃないか」

　それもそうか、とのぞみは思う。

　昼間寝床で眠っているあやかしたちは、夜になると街へ出てきて人間の生活に紛れ込む。

　そしてそれぞれのやり方で人間たちを驚かし、その恐れる気持ちを奪ってゆく。〝ぞぞぞ〟と呼ばれるそれは、あやかしたちの大好物で、彼らがこの世に在るために、なくてはならないものなのだ。

「でもこんなところに……」

　呟きながら、のぞみはまた歩き出す紅の背中についてゆく。

　途中脇道に入り、少し静かな通りを行くと大きな川へ突きあたる。その川を流れと反対方向へ進むと、鬱うっ蒼そうとした原生林に囲まれた赤い鳥居が見えてきた。

　紅が振り返って微笑んだ。

「ほら、あれが目印だ」

　なるほど、とのぞみは思う。

　のぞみが住む海辺のあの街で山神神社にあやかしたちが集まるように、やはりここでも神社があやかしのよりどころとなっているようだ。

　人がたくさんいる中心部からそう離れていないこの神社が、都への目印だというのは納得だった。

　ただこの神社は山神神社とは少し様子が違っている。

　鳥居の前には広い駐車場があって、たくさんのバスが停まっている。どうやらここは観光客もたくさん訪れる有名な神社のようだ。

　そのうちのひとつ、今まさに到着したばかりのバスに視線を送り、のぞみはギョッと目を剥いた。

　なんとバス自体が、ふわぁ～と大あくびをしたのである。さらにいうと、ヘッドライトがギョロリとこちらをにらんでいる。

　のぞみは思わず声をあげる。

「ここここうさま、ああああれ……！」

　紅がそれに気が付いて「ああ」と言って微笑んだ。

「都詣もうでのバスツアーだね」

　その言葉の通り、バスからは続々とあやかしたちが降りてくる。

　のぞみは慌てて紅の背中に隠れた。

　のぞみの怖がりは少しずつ克服されつつある。

　あの海辺の街にいるあやかしたちとはもうほとんど知り合いで、怖いとは思わない。

　でも見ず知らずのあやかしとなると、まったく話は別だった。今バスから降りてきたあやかしの中には、まだのぞみが見たことのないような奇妙な姿のあやかしもいる。

　やっぱり少し……いや、すごく怖い。

　のぞみが背中にしがみつくと、紅はくすりと笑みを漏らして、そのうなじにそっと触れる。するとそこから黄緑色に輝くぞぞぞが、ぽわんと宙に浮かび上がった。

　のぞみはふーと息を吐く。怖い気持ちが落ち着いた。

　紅が再びくすりと笑い、バスのあやかしたちに視線を送る。

「あやかしはどこにでもいるものだけど、都が故郷みたいなものだからね、ああやって時々やってくるんだよ。昔はそれぞれ、好き勝手に来てたんだけど。最近はバスに乗ってくるんだ。……時代だよね」

　その時。

「ようこそおこしくださいました」という声がする。

　振り返ると、白い狐が鳥居の下に立っていた。

　丁寧に手入れされているつやつやの毛並みに、燕えん尾び服を着て、丸い眼鏡をかけている。まるで執事のような出立ちのその狐は、バスから降りてくるガヤガヤと騒がしいあやかしに向かって声を張り上げた。

「都はこちらでございます。どうぞ、どうぞ」

　狐の案内に従って、あやかしたちは続々と赤い鳥居をくぐってゆく。

　それを見送る狐が、のぞみたちふたりに気が付いた。

「おや？　紅さまではありませんか」

「ああ、伊い織おり、久しぶり」

　紅が機嫌よく答えた。

　伊織と呼ばれたその狐は、長い尻尾をふわりと揺らして丁寧に頭を下げた。

「お久しぶりでございます」

　そしてのぞみを見て小さく首をかしげた。

「……こちらさまは？」

「のぞみっていうんだ。私の婚約者だよ。かわいいだろう？」

　紅の言葉に、伊織は丸い眼鏡の奥の切れ長の目を瞬しばたたかせる。

「ではこの方が……」

　その視線に、なぜかのぞみの背筋がぞぞぞとする。

　でも彼はすぐに気を取り直したように微笑んで、のぞみにも頭を下げた。

「大神様のもとで召使いとして働いております、伊織と申します。以後お見知りおきを」

　のぞみもぺこりと頭を下げた。

「のぞみです。よろしくお願いします」

　伊織は、今度は紅に向かって口を開いた。

「婚約者の方をお連れになられたということは、大神様に婚姻の許しをもらいに来られたということですね」

「そうだよ」

　すると伊織はふたりを交互に見て、意味ありげな笑みを浮かべる。そしてこれまた意味深な言葉を口にした。

「では、健闘をお祈りしております。……案内役の蛇へび娘むすめにはお気を付けて」

　そう言って尻尾を大きく振って、鳥居の中に消えていった。

　のぞみは少し驚いて、もう誰もいなくなった鳥居の先の森を見つめた。

　初対面にしてはどこか好意的ではない言葉をかけられた、そんな気がして。

「気にすることはないよ」と、紅が肩をすくめた。

「伊織は志し津づの従兄弟いとこなんだ。……いや、又従兄弟だったかな？」

　志津はのぞみの兄嫁で、人間からはお稲荷さんと呼ばれる狐のあやかしだ。

　かつては紅の形だけの嫁として、今のぞみが住んでいる紅の嫁のためのアパートに住んでいた。

　現在はのぞみの住む海辺の街で兄の颯そう太たと夫婦になり、息子の太た一いちと家族三人で暮らしている。

「志津さんの親戚……？」

　意外な事実に、のぞみは目を見開いて呟いた。

　でもそう言われてみれば彼の上品な出で立ちは、どこか志津に通じるものがあるような。

「そう。だから志津が私の嫁入りに失敗したと思って、よく思っていないんだよ。なにしろ狐の一族は出世欲が強くてね。男は伊織みたいに大神のもとで出世して、女は各地の長に嫁入りすることを一族の使命だと思っている」

「そうなんですね……」

　これまた初めて聞く話に、のぞみはため息をつく。まだまだあやかしの世界の事情は知らないことがたくさんありそうだ。

　でもそういえばとのぞみは、かつて志津が紅の形だけの嫁となった経緯を思い出していた。

　志津は紅の嫁としてアパートへ来たものの紅ではなく別の狐の子を身ごもっていた。それに気が付いて実家に戻ろうとした彼女を紅は止めたのだという。

　彼は〝志津が紅ではない狐の子を身ごもって実家に帰ったらいじめられる〟と言っていた。

　なるほど、狐の一族がそういう考え方なら、彼が志津を実家へ帰すことに躊ちゅう躇ちょしたのは納得だった。

「しかも彼女は颯太と夫婦になったわけだから、一族からはよく思われていないみたいだね。勘当とまではいかないだろうけど……」

「そうなんですね」とのぞみは眉を下げた。

　颯太の妹であり、志津と息子の太一のことが大好きなのぞみにとっては、残念な話だった。

「まあ、以前の彼女ならそれを気に病んだかもしれないけれど、颯太と夫婦になった今は、そんなことはないだろう。のぞみというかわいい義妹もできたことだし」

　そう言って紅はのぞみの頭を優しく撫でる。そして気を取り直したように手を繋いだ。

「さあ、都はあの鳥居の向こうだよ。私たちも行こう」




「それにしても、紅さまがお見えになるとは。昨夜より巷の女おな子ごたちが騒いでいたわけがわかりましたわ。うふふ、お元気そうでなによりです。また一段と男ぶりをあげられましたこと」

　ぴかぴかに磨き上げられた長い長い廊下を、十じゅう二に単衣ひとえを着た美しい女性について、紅とのぞみは歩いている。

　大神が住むという御殿である。

　紅と手を繋いでくぐった鳥居の先に、あやかしの都は広がっていた。

　直前まで鳥居を囲んでいた原生林はどこへやら、うずまき模様の雲が浮かぶ薄紫色の空の下、広大な池が広がっていて、その池の真ん中に大きくてド派手な屋敷があった。

『りゅ、竜宮城みたい……』というのが、のぞみの素直な感想だった。

『……いつ見ても趣味の悪い御殿だ』

　紅がうんざりしたような声を出した。

『でものぞみ、正解だ。大神の正体は龍なんだよ』

『龍……？』

　なにはともあれ御殿に到着したふたりは、大神がいるという御殿の湯ゆ殿どのに向かっている。

　大神が普段いるのは玉座の間だが、今は執務を終えて湯殿にいるという話だった。

　だが御殿は相当広いようで、さっきから歩いても歩いても一向にたどり着く気配がない。

　一方で、案内役のあやかしは嬉しそうに話し続ける。

「紅さまが来られるなら、私もっときれいにして参りましたのに。うふふ、いつか私も、お相手願いたいですわ。ね、紅さま？」

　そう言ってあろうことか紅に流し目を使う始末だ。

　紅が彼女をチラリと見て首を振った。

「蛇はごめんだよ」

　え？　蛇？

　のぞみは目を剥いて彼女を見る。どこからどう見ても、きれいな女性にしか見えない目の前の彼女を。

　でもそういえばさっき伊織が『案内役の蛇娘に気を付けて』と言っていた。

　……言われてみれば、スルスルとまるで滑るように進む彼女は足音がまったくしない。まさかあの十二単衣の下は……。

　そんなことが頭に浮かんで、すっかり青ざめてしまったのぞみをあざ笑うかのように蛇娘がチロチロと長い舌を出した。

「ひっ……！」

「のぞみを驚かすのはやめてくれ」

　紅がため息をついて彼女をにらんだ。

「あら、それは失礼いたしました。紅さまが蛇だから嫌だなどとおっしゃるから、ちょっと意地悪をしたくなっただけですわ」

「蛇の一族は、執念深いので有名じゃないか。一度でも関係を持ったら、絶対に逃れられない。嫌がるあやかしは私だけではないはずだよ」

　紅のその言葉に、蛇娘がまるで褒められたかのように嬉しそうに微笑んだ。

「でも蛇に手を出してこそ、本物のプレイボーイとも言いますよ。昔から来るもの拒まずの紅さまですもの、蛇以外のあやかしはもうほとんど……」

　だがその言葉を、ゴホゴホゴホというわざとらしい紅の咳払いが遮った。

　蛇娘が「あらまぁ」と笑って口を閉じた。

　のぞみは彼をじろりとにらむ。

　昨日ここに到着した時からうすうす感じていたけれど、もしや彼は昔……。

　のぞみの視線から逃れるように、紅はあさっての方を向いた。

「そ、それより湯殿はまだかい？　……御殿ってこんなに広かったっけ」

「もう間もなくですわ」

　そう言って蛇娘はあいかわらず音も立てずにスルスル進む。そしてのぞみに向かって微笑んだ。

「うふふ、かわいらしい婚約者さまですこと。殿方というのは都合の悪いことは女おな子ごには言わないものですよ。よーく見張っていませんと」

「都合の悪いこと……」

　のぞみは呟いて紅を見る。

　紅が慌てたように口を開いた。

「ほ、ほんの少し、少しだけ付き合ったことがあるだけさ。若い頃に……それに全部のぞみと会う前のことだったし……」

「おほほほほほ！　慌てる紅さまも素敵ですこと。それが本当かどうかは婚約者さまご自身の目でお確かめくださいませ。……さあさ、湯殿でございます」

　そう言って蛇娘は、金色の龍が描かれた観音開きの扉の前で立ち止まる。

　そして彼女が合図を送ると、扉はゆっくりと開いた。




　開いた扉の向こうには、もうもうと湯気が立ち込める巨大な檜の風呂があった。

　その中で、楽しそうに湯に浸かるたくさんの裸のあやかしたち。

　ど真ん中を陣取るのは、筋肉隆々の男性だった。

　ギョロリとした緑色の大きな目、太い眉、ぐねぐねした髪からは天まで届くと見み紛まがうほどのツノが二本生えている。

　おそらくは彼がこの御殿の主大神なのだろう。

　だが髪やツノはともかくとして、姿は人間とそう変わらない、マッチョなイケメンだった。

　その周りをたくさんの女性が取り囲んでいる。

　きゃあきゃあと湯をかけ合いながら、実に楽しそうだ。

「まったく……、女と湯に浸かるのがどうしてそんなに嬉しいんだ。あいかわらず女好きだな、大神は」

　うんざりしたように言う紅に、のぞみは呆れ返ってしまう。

　自分だって昨夜勝手に風呂に入ってきたくせに、どの口がそんなことを言う。

　やがて風呂の中のあやかしたちが、のぞみたちふたりに気が付いた。

「あれ？　あの方、紅さまじゃない？」

「あ、本当！　紅さまだわ」

　その途端、きゃー!!という黄色い歓声が、湯殿に響き渡った。

「紅さまぁ～！　お久しぶりでぇ～す！」

「あいかわらず素敵～！」

「また、お相手してくださーい！」

　手を振ったり、投げキスをしたり、色めき立つあやかしたちに、のぞみはびっくり仰天してしまう。

　隣で紅が口元を手で覆い、まずいとでもいうようにのぞみから目を逸らした。

　昨日からののぞみの疑念が、確信に変わった瞬間だった。

「ふふふ、それでは私はこれにて……」

　蛇娘がチロチロと舌を出して、満足そうに下がっていった。

「……紅さま、嫁を迎えることには興味がなかったって言ってたのに」

　いつかの彼自身の言葉を持ち出して、のぞみは膨れっ面になってしまう。

　紅があやかしの女性たちにモテモテなのは気づいていたが、これほどまでとは思わなかった。

　しかもどうやらモテるだけではないみたいだし……。

「む、昔、縄張りを持つ前のことなんだ。若いあやかしとしてはけっこう普通のことなんだよ。それに今はのぞみだけだから……！」

　紅がのぞみの手を取って、あわあわと言い訳をする。

　その時。

「ええい！　うるさいわ！」

　大神が口を開いた。

　地鳴りがするかのようなその声に、のぞみはびくりと肩を揺らす。この広い湯殿の一番遠くにいるとは思えないほど、身体に響く声だった。

　のぞみは、紅が大神の正体は龍だと言っていたのを思い出した。

「お前が来ると女おな子ごが騒ぐからうっとおしいんだ!!　決してたどりつかぬように蛇娘に言うておったのに、なぜここまで来れた！」

　だからさっき、なかなかここまでたどりつかなかったのかと、のぞみはあの長い長い廊下を思い出す。

　紅が肩をすくめた。

「あらかじめ伝えてあったじゃないか。結婚の許しをもらいに来ただけだよ。許しをもらえたらすぐに帰る」

　大神が眉を寄せた。

「紅よ、おぬしほどの力があればもっと広い縄張りが持てるだろうに、それをせんどころか人間を嫁に迎えたいなど、意味不明なやつだ。……好きにせい」

　そしてあっちへ行けというように、しっしと手を振った。

「決まりだね」

　紅が嬉しそうに微笑んで、のぞみの手を握る。

　一方で風呂のあやかしたちに、なんとも言えない空気が広がった。

　皆ヒソヒソと囁ささやき合い、ジロジロとのぞみを見ている。

「紅さまのお嫁さまが人間だなんて、もったいない……」

「絶対に私の方が魅力的なのに……」

「長さまなのに……」

　そんな言葉まで聞こえてきて、のぞみの胸がズキンと鳴る。

　大神が声を張り上げた。

「ええい、うるさい！　わかったら、さっさと往いね！　おい蛇娘、天狗が帰るぞ！　案内してやれ！」

　その言葉と同時に、また観音扉がギギギと開く。

　ほかのあやかしたちの反応はともかくとして、昨夜紅が言った通り結婚の許しはあっさり下りた。

　そのことに安堵して、のぞみはホッと息を吐く。早く保育園の皆のところへ帰りたかった。

　そしてふたりして、湯殿を去ろうとしたその時。

「おめでとうございます～」

　足元から聞こえる恨めしそうな誰かの声。

　見るとのぞみの脚に、さっきの蛇娘がにょろ～と絡み付いていた。

「ひっ……！」

　のぞみの喉から引き攣つったような声が出る。同時に繋いでいたはずの紅の手が離れた。

「あ」

「のぞみ！」

「紅さま！」

　のぞみは蛇娘に引っ張られて、ずるずると紅から引き離される。

　それを追いかけようとする紅にも、またたくさんの蛇がぐるぐると巻きついていた。

　十二単を着たその蛇たちは、皆嬉しそうに舌を出しながら、紅に絡み付いている。

　あやかしとしての力は紅の方が上だとしても、束になってかかられては簡単に振り払うことができないようだ。

　蛇娘はふふふと笑いながら、のぞみを湯船まで引っ張っていく。

　そして、湯に浸かる大神が見つめる中、のぞみの耳に囁いた。

「かわいいかわいい婚約者さま、私は幸せな夫婦というものがなにより大嫌いなのでございます」

　そう言って長い舌で、のぞみのうなじをペロリと舐めた。

　黄緑色に輝くぞぞぞが湯気の中に浮かび上がる。

　蛇娘がにっこり微笑んだ。

「あらまぁ、美味しそうなぞぞぞですこと」

　それに大神が反応した。

「……ぞぞぞか」

　そう呟いて、ゆっくりと立ち上がる。身体からはもうもうと湯気が立っていた。

「のぞみ！」

　紅の声が鋭く湯殿に響き渡る。

　なんとか蛇を振り解き、のぞみに駆け寄ろうとするけれど、それは大神によって阻止された。

「いでよ、伊織」

　地を這うような声とともにたくさんの狐たちが現れる。そしてそれらは一目散に紅目がけて襲いかかった。

　指揮を執っているのは燕尾服姿の狐だった。

「伊織……！」

　狐の山の下敷きになって、紅が伊織をにらみつける。

　伊織がしなりと頭を下げた。

「手荒な真似をいたしまして申し訳ございません、紅さま。ですがこちら、大神様の御前であることをお忘れなく」

「……！」

　大神が頷いて、のぞみの方に向き直る。

　その目を見た瞬間に、のぞみの身体は石のように動かなくなった。声を出すことすらままならない。

　足元の蛇娘が満足そうに微笑んで、スルスルと離れていった。

「美味うまそうなぞぞぞだ」

　大神がゆっくりと歩み寄り、震えるのぞみのアゴを掴む。

「のぞみにさわるな！」

　紅が叫ぶ。

　その声を聞きながら、のぞみは大神の瞳から目が離せなくなっていた。深い深いその緑は恐ろしいくらいに美しく、妖しくのぞみを誘っている。

　自分の意思などは捨て去って、彼に従ってしまいたくなる。

　……その時。

「ほぅ」

　大神が、なにかに気が付いた。

「お前、あやかし使いだな」

　耳慣れないその言葉。

　風呂の中のあやかしたちにざわめきが広がった。

「あやかし使い……」

「そういうことか……」

　互いに額を寄せ合ってヒソヒソと囁き合っている。

　大神が、ニヤリと笑って紅を見た。

「いくら変わり者の天狗だとて、人間を嫁にしたいなど酔すい狂きょうなと思うたが、あやかし使いなら納得だ。あやかし使いのぞぞぞは格別に美味いという話しゆえ……」

　そう言って大神は宙に浮くのぞみのぞぞぞにかぶりつき、むしゃむしゃと食べ始めた。

　のぞみは思わず目を閉じる。

　食べられているのはぞぞぞのはずなのに、まるで自分自身が食べられているかのようだった。

　大神が、満足そうに唇を舐めた。

「なるほど、ふむ、なるほど……」

　そしてまたのぞみを見つめて、ニヤリと妖しい笑みを漏らす。

　もう一度唇を舐めてから、にわかには信じがたい言葉を口にした。

「おい人間の女、お前のぞぞぞが気に入った。ワシの妃きさきにしてやろう」

　おお～!!というどよめきが、湯殿の中に響き渡る。思いがけない大神の言葉に皆度肝を抜かれている。

「大神!!　のぞみを離せ!!」

　狐の下から紅が叫んだ。

　その声を聞きながら、のぞみはあいかわらず固まったまま、声をあげることもできないでいた。

　すぐそばにある緑色の瞳が、否とは言わせないというようにのぞみの思考を鈍らせる。このままなにも考えずに我に身をゆだねよと、得体の知れない声が聞こえる。

　狐とやり合う紅の怒号がだんだんと遠のいてゆく。

　妖しく響く大神の声音がのぞみの脳に語りかける。

「ワシの妃となれば、天狗と夫婦になるよりも極上の暮らしができるのだ。夢の世界を見せてやろう」

　玉のような緑色の瞳に、吸い込まれてしまいそうだ。

　極上の世界に今すぐに行きたい。

　このまま……。

　――その時。

「の、ぞ、み、を、は、な、せ!!」

　ばりばりばりという凄まじい音。

　赤い風が強く吹いて、アゴを掴む手が離れる。思わず目を閉じて、次に開いた時は赤い竜巻の中で、紅に抱かれていた。

「紅さま!!」

　のぞみは紅にしがみつく。

　天まで続く赤い竜巻は、御殿の天井を破壊しながらふたりを守るように取り囲んでいる。

　彼にくっついていた狐たちはふっ飛ばされて散り散りになり、床に這いつくばっていた。

「大神よ、のぞみは私の嫁だ。貴様の妃になど絶対にさせん！」

　ごうごうと風の音が鳴り響く中、よく通る声で紅が言う。銀色の髪が逆立って、その瞳は真っ赤だった。

　怒りに満ちたその姿。だが大神も負けてはいなかった。

　ぐねぐねとしたツノからは黄金色の稲妻が竜巻目がけて飛んでくる。そして地響きをともなう声音が紅を罵ののしった。

「忌々いまいましい天狗め！　お主はいつも目ざわりなのだ。ワシに歯向かうあやかしなどこの世に存在できぬというのに。その女おな子ごを渡せ!!　ワシのものだ」

　だがその言葉を振り切るように、紅は素早く飛び上がる。

「絶対に逃がしはしない!!」

　怒り狂う龍の怒号を背中で聞いて、ふたりは御殿を脱出した。




　びゅーびゅーと聞こえる風の音、頬に感じる冷たい空気にゆっくりと目を開けると、のぞみは紅に抱かれて空を飛んでいた。

　下を見ると、都はもう遥か彼方に、小さくなっている。

「紅さま……！」

　のぞみは紅にしがみつく。

　大好きな彼の香りに包まれて、ようやく少しだけ安心できた。

　紅がのぞみを抱きしめて、苦しげに口を開いた。

「すまなかった。私がそばについていながらのぞみを危ない目に遭わせてしまって。大神が女好きなのは知っていたけど、まさか人間ののぞみにまで興味を持つとは思っていなかったんだ」

　彼にしがみついたまま、のぞみはふるふると首を振る。

　もちろん怖かったけれど、あれは彼のせいではない。

　それに彼はのぞみを救い出してくれた。

「もう大丈夫だから。……このまま山神神社へ帰ろう」

　紅がそう言った時、ギャアという鳴き声がして、のぞみはびくりと肩を揺らす。

　紅が腕に力を込めて、鳴き声の主に文句を言った。

「のぞみが怖がるからやめてくれ」

「申し訳ありません、紅さま」

　天狗の相棒カラスだった。

　のぞみはホッと息を吐く。

　カラスがギャアギャアと話し始めた。

「紅さま、女将からの伝言です。結婚のお許しをいただきに、大神様のところへ参られるなら、蛇娘にはお気を付けて」

「……それ伊織も言ってたな」

　カラスがギャアと頷いた。

「近頃では、有名な話です。案内役が蛇娘に代わってから、大神様の元を訪れたカップルの成婚率は一割を切っております。蛇は他者の幸せがなによりも嫌いですゆえ、きっとなにか紅さまにも嫌がらせを……」

　紅が小さく舌打ちをした。

「……女将の忠告は、少しばかり遅かったよ」

「は!?　え？　では、紅さま……」

「女将に伝えてくれ。今夜の予約はキャンセルだ。私たちはこのまま……山神神社に帰る」

　大きなため息をついてから、首をかしげるカラスにそう告げて、紅はさらにスピードをあげる。

　カラスがギャアと頷いて、天狗の山に消えてゆく。

　豆粒みたいに小さくなったあやかしの都をジッと見つめて、のぞみは紅の浴衣を握りしめた。

「あやかし使いってなんですか」

　猛スピードで変わる景色の中、のぞみは紅に問いかける。

　耳慣れない言葉だったが、さっきのぞみの身に起きたことが、それに関係していることは確かだと思う。

　紅が少し考えてからゆっくりと口を開いた。

「……巫女、陰陽師、それ以外に人間の世界でどう呼ばれていたかは知らないけれど、古来より人間でありながらあやかしと深い関係を築いていた一族だ」

「深い関係を……？」

「そう、本来はあやかしは、あやかしが姿を現そうとした時にだけ、人間の目に見えるものなんだ。でもあやかし使いの一族は、はじめからあやかしを見ることができる。それから、不思議な魅力でもってあやかしを思うままにすることができる」

　そう言って紅は少し意味深な目でのぞみを見る。

　のぞみは「あ」と呟いた。

　初めて山神神社を訪れた日、のぞみにははじめからかの子が見えた。

「あやかし使いの一族は、どんな強力なあやかしも手懐けたと言われている。そして人間の世界でも地位を築き、いつかの時代には帝みかどにまで上り詰めたという話だよ」

　思いがけない紅の話。

　でものぞみには、確かに思いあたるフシがある。

　初めて保育園へ行ったあの日、子どもたちは、はじめから人間であるのぞみを受け入れてくれた。

「でも……、でも私そんなの知らないです。お父さんもお母さんも本当に普通の人で……」

「うん、古い古い言い伝えみたいな話なんだ。あやかし使いの一族はもうとっくの昔に解体したと言われているからね。それでもその子孫は残っていて、日本中に散らばっている。子孫といってももうその血もうっすらとしか流れていないから、私たちもなんとなくそうなのかなと思う程度なんだけど」

「あやかし使いの血……」

　呟いて、のぞみは紅の横顔を見つめる。銀色の髪が風になびいて日の光に輝いていた。

「紅さまは気が付いていたんですか。……私がそうだと……」

「まあね」

「……いつから？」

　紅がうーんと首をかしげた。

「ずっと不思議だとは思っていたんだ。子どもたちがすぐに懐いたからね。それで、もしかしたらと思い始めて……確信したのは颯太と志津が夫婦になっていると知った時だったんだけど」

「あ、お兄ちゃん」

　のぞみは、またもや声をあげる。

　紅が頷いた。

「狐は特に警戒心が強いんだ。ぞぞぞを稼ぐ必要もないから簡単に人に姿を見せたりはしないはず」

　それなのにふたりが出会ったのは、颯太にもはじめから志津が見えたからだというわけか。志津の方は颯太の中のあやかし使いの血に惹かれていった。

　そしてそれはおそらく……。

「紅さまも」

「ん？」

「い、いえ、……なんでもありません」

　のぞみはゆっくりと首を振る。その先を今確認する気にはなれなかった。

　代わりにもうひとつ、気がかりなことを口にする。

「でも、あんなことをして大丈夫なんですか？　大神様を怒らせたりして……」

　大神は逃がしはしないと怒り狂っていた。この先いったいどうなってしまうのか、まったく予想がつかなくて不安だった。

「心配はいらないよ」

　紅のその言葉にも納得はできなかった。

「で、でも、すごくお怒りだったじゃないですか……」

「だからって、のぞみを大神の妃になんてできないじゃないか」

　のぞみの言葉を遮るようにそう言って、紅はギュッと腕に力を込める。

　そしてのぞみの耳に囁いた。

「大神の許しなんていらないよ。サケ子は真面目だからああ言うけれど、長の中にだって、好き勝手に結婚してる者は五万といる。……だからのぞみはなにも心配しないで。私たちは夫婦になれる。私は絶対にのぞみを離しはしないからね」

　でもそれはきっと、そもそも大神に結婚を反対されていない場合だ。

　のぞみと紅の場合は、それとはまったく違うはず。

「見えてきた」

　紅の呟きとともに顔を上げると、視線の先にキラキラと輝く青い海、緑の山の頂上に山神神社が見えてきた。
















第二章　夫婦の形







　カモメが飛び交う海辺の街。

　その街を見下ろすような山の頂きに山神神社はある。

　鬱蒼と繁った森に囲まれ少し寂れた本殿のすぐ裏にある木造平屋建ての小さな建物が、夜間保育園だということを知る街の人は意外と少ない。それはこの保育園があやかしの子どもを専門に預かるあやかし保育園だからである。

　今にも崩れそうな建物は中に入れば居心地のいい空間が広がっていて、子どもたちの笑い声に満ちている。

　二間続きの畳の部屋、その部屋に面した日の差さない小さな庭を子どもたちは元気に駆け回り、遊び、喧嘩をする。

　そこへ新しい命が加わったのは、冬が終わり暖かい風が吹くようになった早春の頃だった。

　ほぎゃほぎゃと赤子の泣く声が園の部屋に響き渡る。ふわふわと宙を漂うぞぞぞの中に包まれたその女の赤子を子どもたちが興味深々で見つめていた。

「のぞせんせー、えんちゃんが泣いてるよ～」

　座敷童子の子、かの子が手を伸ばしてのぞみに言う。

　狐の子、太一も白い尻尾をふりふりしながら心底珍しいものを見るように目をパチパチとさせている。

　のぞみは立ち上がって、えんと呼ばれたその赤子を腕に抱いた。

「よしよし」

　涼やかな目元にすっと鼻筋の通ったえんは、抱き方が気に食わないとでもいうように、のぞみの腕をキックして大きな声で泣いている。

　のぞみは笑みを浮かべて呟いた。

「ふふふ、かわいい」

　でもすぐにサケ子にじろりとにらまれて、慌てて肩をすくめて口を閉じる。あやかしの赤子に〝かわいい〟というのは褒め言葉にはならないからだ。

　いずれは人を驚かせる定めを負ったあやかしは、常に怖い存在でなくてはならない。えんも大きくなれば恐ろしいあやかしになるのだという。

　でもまだ赤子の今は、ふわふわのほっぺがぷくぷくとしてやっぱりかわいらしい。

　だからのぞみはついこんな風に声をかけてしまい、サケ子ににらまれてしまうのだった。

「うひゃー！　こえー顔だぁ！　さすがサケ子せんせーの赤ちゃんだぜ」

　のぞみの腕を覗き込み鬼の子、六ろく平へいが声をあげる。

　サケ子は満足そうに目を細めた。

「さすが子沢山の鬼一家の子だ。気の利いたことが言えるじゃないか」

　今六平が言った通り、えんはサケ子がついひと月ほど前に産んだ赤子だった。

　のぞみにとって頼りになる先輩保育士サケ子は、いつのまにか妊娠していた。

　しかも産んですぐに、以前と変わらない様子でしゃきしゃきと働きだしたのだから、のぞみは心底驚いた。随分と心配したりもしたのだが、座敷童子の友人こづえに言わせると、あやかしのお産は皆こんなものだという。

『私がヌエを退けたことで、また新しい家族を迎える気持ちになったのかもしれないね』

　紅はそう感想をもらした。

　長い間、この辺りであやかしの子を好き放題に食らっていた卑しいあやかしヌエに、彼女は自分の子を食われた。

　その傷を負いながら、あやかし園で働いていたのだ。

　彼女の子どもたちに対するやり方は、少し雑で少し冷淡。でもその中に、彼らを思う温かい心があるのをのぞみは知っている。

　子を失った悲しみは癒えることはないけれど、少しずつでも前を向いて、一歩ずつ歩きだしたのだ。

「ぜーんぜん泣きやまないぜ。ムツキが濡れてるのかなぁ」

　元気よく泣き続けるえんに七しち平へいが呆れたような声を出す。

　八はち平へいが首を横に振った。

「ちがうよ、さっき替えたばっかじゃないか。お乳だろ」

「それもついさっきせんせーがやってたよ」

　六平がのぞみの腕で泣きながら盛大に暴れるえんを覗き込む。そしてにやりと笑って、ぷはっと勢いよく吹き出した。

「ろっくん、なあに？」

「えんは、のぞせんせーの抱っこが気に食わないんだ！」

　そう言うと六平はそのままコロコロと笑い転げる。七平と、八平もケラケラと笑い始めた。

「ろっくん、ひっくん、はっくん、ひどいじゃない」

　のぞみは眉を下げて三人に抗議をするが、実際彼らの言う通りだった。

　保育士としての資格はあっても新生児のお世話をした経験はほとんどなかったのぞみにとって、産まれたてのえんは未知の存在。身体はふにゃふにゃとして頼りなく、なぜ泣いているのかわからない。

　だから触れる時は、いつもどこかおっかなびっくりなのだ。そんなのぞみの抱き方はやはりしっくりこないのだろう。いつも泣かれてばかりだった。

　腕の中で盛大に暴れるえんを見つめて、のぞみははぁとため息をついた。

「えんちゃんに好かれるにはどうしたらいいのかなぁ」

「そんなものは、慣れだよ」

　布オムツを畳みながらサケ子が言う。

　周りでは子どもたちが慣れない手つきで一生懸命に手伝いをしていた。小さな手で畳まれたたくさんのオムツは、畳んでいるのか丸めているのかわからないようなものもあるけれど、サケ子はそれほど気にもせず、どんどんカゴに放り込んでいる。

「あんたも自分の子ができれば、嫌というほど抱かなきゃなんないんだから、嫌でも慣れるさ。ま、今のうちにえんで練習しとくんだね」

「じ、自分の子……」

　サケ子の言葉にのぞみは頬を染めて絶句する。同時に胸が罪悪感にズキンと痛んだ。

　御殿から逃げるように山神神社へ戻ったあと、都で起きたことをのぞみは誰にも言わなかった。ほかでもない、紅がなにも言わなかったからだ。

『大神は熱しやすく冷めやすいんだ。放っておけばそのうち忘れるよ』

　それを待とうということだ。それまでは、皆には余計な心配をかけないように黙っていようというのだろう。

　そして本当にそのままいつも通りに過ごしている。

　一方でのぞみと紅が結婚の許しをもらいに都へ行ったことは皆知っているのだから、無事に帰ってきた今、皆はふたりを夫婦だと思っている。

「れ、練習だなんて、えんちゃんに失礼です。……でも、いつかは私の抱っこで寝てほしいなぁ」

　胸の中の罪悪感を誤魔化すようにのぞみは言う。

　すると六平の小さな手が、えんめがけて伸びてきた。

「おいらが抱いてやるよ」

　彼は子沢山の鬼一家の六男だから、赤子の扱いには慣れたものだ。案外しっかりと抱いてやるので、えんはのぞみより六平の腕の中の方が機嫌よくしているくらいだった。

「じゃあ、お願いしようかな」

　ちょっと悔しいけれど、えんにとってはその方がいい。

　だがそれをかの子が止めた。

「ろっくんダメよ。次はかの子の番だよ。お約束したじゃない」

　六平の袖を引っ張って、不満そうに口を尖らせる。その様子にのぞみは思わずふふふと笑った。

　かの子は、のぞみがここへ来たばかりの頃は保育園になじめずに泣いてばかりだったというのに、今ではすっかりあやかし園の一員だ。

　リーダー格の鬼三兄弟にもこんな風に遠慮なく文句を言う。そんな様子はどこか母親のこづえを彷ほう彿ふつとさせる貫かん禄ろくがあった。座敷童子は古くから存在する格式の高いあやかしだ。

　でも今は、六平も負けてはいなかった。

「かの子には無理だって。まだチビなんだから。えんはおもちゃじゃないんだぞ」

　自分だって散々おもちゃにしているくせに、そう言って六平はかの子の手を払い除ける。そしてちょっと乱暴に、のぞみの腕からえんを奪おうとした。

「あ、ろっくん待って」

　のぞみが声をあげた時。

「人気者はつらいねぇ」

　大きな手がえんをすくい上げた。

「あ」

　背の高い紅に抱き上げられて、景色が変わったことに驚いたのか、えんが一旦泣きやんで目をパチクリさせている。

「紅さま!!」

　子どもたちが、一斉に紅に飛びついた。

「おかえりなさい!!」

「ただいま。ふふふ、皆私が帰ってきたことにも気が付かないなんて、こんなことは初めてだよ。えんは皆を虜とりこにしてしまう妖しい術を使うようだ」

　そう言って紅は、えんの頬を人差し指で優しくくすぐる。

　えんがかわいらしいあくびをした。

「紅さま、早かったじゃないですか」

　サケ子が驚いたように声をあげる。

　今日、紅は地元山神町町内会の寄り合いに顔を出していた。立地的には少々離れている山神神社もくくりとしては町内会に入っていて、少しは関わりがある。紅は山神神社の宮司さんとして街では知られた存在だ。

　彼は普段はあまり寄り合いには参加しないのだが、今夜はどうしてもと請われて顔を出していた。

「うんまぁ、寄り合いといっても大した話をするわけでもないから……」

　サケ子の指摘に、紅は頬をぽりぽりとかいている。

　のぞみはぷっと吹き出した。

「紅さま、早くえんちゃんに会いたかったんでしょう」

　とにかくえんが生まれてからは、大人も子どもも皆彼女に夢中なのだ。

　のぞみも紅も子どもたちも、園に着いて真っ先に行くのはえんのところだった。

「えんちゃん、いくら見ていても飽きないですもんね」

　のぞみがくすくす笑っていると、頬に紅の手が伸びてきた。その手は、えんにしたのと同じように優しくそこをくすぐる。

　のぞみが頬を染めて口をつぐむと、紅が思い出したように口を開いた。

「そういえばサケ子、商店街で藤とう吉きちに会ったんだ。真面目にぞぞぞ稼ぎに勤しんでたよ」

　藤吉というのはサケ子の夫のことだ。えんという新しい命を授かって、たくさんのぞぞぞを稼ぐために張り切っているという。

「ちゃあんと真面目に働いていた。あいつのおかげでサケ子には保育園にいてもらえるんだ。私も感謝しなくちゃいけないね」

　突然夫を褒められて、サケ子は珍しく照れたように頬を染めた。

「た、大したことはありませんよ」

「ふふふ、……私はえんに会うために早く帰るよと言ったら渋い顔をしていたな。心底羨ましそうだった」

　そう言って紅はからからと笑う。

　サケ子が形のいい眉を寄せた。

「からかわないでくださいな。うちの人は真面目なんですから」

　親でも兄弟でもないのぞみたちがえんにこれほど夢中なのだから、それこそ実の父親である藤吉は本当に彼女にメロメロなのだ。

　できるなら一日中べったりとえんに寄り添っていたいに違いない。その気持ちにムチ打って毎夜ぞぞぞ稼ぎに出ているというのに、子どもみたいな自慢をして……。

　この人は本当に皆に尊敬されているあやかしの長なのかしらと、のぞみは心の中でため息をつく。

　紅がそっとえんの頬を撫でた。

「赤子が乳を飲む頃は父親の出番は少ないからね。一番かわいい時にそばにいられず稼ぎに行かなきゃならないなんて、父親なんてつまらないものだ」

　えんは紅に抱かれてすやすやとかわいい寝息を立てている。大きな腕にしっかりと抱かれて、心の底から安心して。

「やれやれ」

　サケ子がため息をつく。

「この分じゃのぞみが赤子を産んだりしたら、まったく仕事なんかしなそうだよ」

　その言葉に、のぞみはそっと唇を噛んだ。




「おかえりなさい、今日も皆いい子にしていましたよ」

　子どもたちのお迎え時間、鬼三兄弟を迎えに来た彼らの母親に、にっこり笑ってのぞみは言う。

　鬼の母親が「あらまぁ」と声をあげた。

「うちの子らがいい子にしてたとは、びっくりですよ。でも先生はいつもそう言ってくださる。チビたちも楽しく通っているし、どうやら保育園は子を安全に預かってくれるだけじゃないみたいですね」

　その言葉に、のぞみは嬉しくなって頷いた。

　あやかしとしての力が強い鬼の彼らは、のぞみが来たばかりの頃はどこかほかの子どもたちをバカにして威張っているようなところがあった。半分人間のあやかしの子、太一が入園した時は、それで一悶着あったのだ。

　でもその出来事を乗り越えて、太一と仲間になってからは彼らとほかの子どもたちとの関係は少し変わったとのぞみは思う。

　あいかわらずリーダー格であることには変わりないが、かの子に注意されてもべつに怒ったりはしないし、さりげなくほかの子どもたちの手助けをしていることもあった。

「ひと昔前は、鬼は鬼らしく人間やほかのあやかしたちから舐められないようになんて言って育てていましたけど、うちは家業が家業ですから、人間との関わりも多いんです。案外気遣いなんかも必要なんですわ」

　鬼一家の家業は、人間の親が子を叱る時に使うスマホのアプリの配信だ。

　正体を隠しているとはいえ、人間とうまく付き合っていくためには社会性も必要だということだろう。

「保育園ができる前に産んだ子らは随分とそれで失敗しました。でもこの分だと、チビたちは大丈夫そうですね」

　そう言って母親は艶やかに微笑んだ。

　縞模様の和服がよく似合う、どこかアダっぽい感じがする彼女は、すでにたくさんの子どもがいる母親だとは思えないくらいに若々しい。

　あやかし園に来てもうすぐ一年になるのぞみだが、あやかしの年齢だけは、未だに見当がつけられないままだった。

「三人とも、えんちゃんの面倒をよくみてくれますよ。本当にいいお兄ちゃんで……」

　母親が満足そうに頷いた。

「ならこれで赤子が産まれても安心だね」

　そう言って着物の帯の下あたりをそっと撫でる。

「え!?」

　その仕草に、のぞみはピンときた。

「じゃあ、赤ちゃんが……？」

　母親がまた嬉しそうに頷いた。

「ふふふ、産まれるのは冬ですわ。そしたらまたお願いいたします」

「も、もちろんです……」

　唖然としながらも、のぞみはなんとか相槌を打つ。

　保育園に通う子らは六平を筆頭に三人だから、……えーと、次はなに平になるんだろう？

「あーあ、また赤ん坊の世話かぁ、まったく嫌になっちまうぜ」

　六平が一丁前な口をきく。あとのふたりも、そうだそうだと口々に言った。

「あらあんたたちはべつになにもしないじゃないか。せいぜいおもちゃにするだけで」

　母親の言葉にも彼らは納得しなかった。

「家でも赤ん坊の世話、保育園でもえんの世話だ。おいら気が休まる暇がないぜ」

　そう言ってため息をつく六平に、のぞみはぷっと吹き出した。結局彼は世話をする気満々なのだ。

「ろっくん、抱っこ上手だもんね。先生もサケ子先生もすっごく助かってるんだよ」

「それはそうだけど」

　六平は照れ臭そうに頭をかいた。

「でもこうぽんぽん産まれるんじゃ、手が回らないや」

「ふふふ、いいじゃない。たくさん赤ちゃんが産まれるのは、ろっくんのところのお父さんとお母さんが仲よしだからじゃ……」

　と、そこまで言いかけて、のぞみははたと口を閉じる。この表現は、聞く人によっては別のなにかを想像されてしまうような……。

「あらぁ、のぞみ先生」

　案の定、鬼の母親が着物の袖で口元を隠して意味深な笑みを浮かべた。

「先生はうぶな方と思っていましたけれど、考えてみればもう紅さまと夫婦になられたんですもの。今や立派なあやかし妻。さすが、おっしゃることが違いますわね」

「そ、そういう意味で言ったわけじゃ……！　あ、でもすみません。変な言い方したりして……」

　のぞみは慌てて言い訳をする。意図せずに変なことを口走ってしまったのが恥ずかしい。

　母親がふふふと笑って首を振った。

「あら謝らないでくださいな、先生。本当のことなんですから。先生がおっしゃる通り、赤子がたくさん産まれるのは、私と連れ合いの相性がいいからでございます」

「そ、そうですか……」

　きっぱりと言い切られてしまい、のぞみはうつむいてごにょごにょ言う。

　子どもたちの前では明らかにふさわしくない話の内容だ。

　気まずい思いで兄弟を見ると彼らは首をかしげて、のぞみたちの話を聞いている。

　母親が訳知り顔で頷いた。

「のぞみ先生。これは、夫婦の間で一番大事なことでございますのよ」

「……一番？」

　思わずのぞみは聞き返してしまう。

「そうです、一番です。ふふふ、新婚さんならまだ試行錯誤の途中かしら。でもお相手が紅さまなら、そう心配いりませんよ。経験は山ほどおありでしょうから」

　まったく聞き捨てならないアドバイスをして、鬼たちは帰っていった。

　のぞみは唖然としながらも鬼三兄弟に手を振った。

〝夫婦の間で一番大事なこと〟

　なぜかその言葉が頭から離れなかった。




「まだお戻りじゃないのかい？」

　最後に迎えに来たこづえとかの子を見送って、建物の中に戻ったのぞみに、サケ子から声がかかる。

　のぞみは黙って頷いた。

　寄り合いから帰ってきた紅は、縄張りの見回りに行くと言って再び園を出ていった。

　そしてまだ帰ってこない。

　少し強い風が日本家屋の古い窓枠をカタカタと揺らしている。

「最近熱心に見回っておられるけど、どうしてだろう。ヌエはもういないのに」

　そう言ってサケ子は物言いたげな目でのぞみを見る。のぞみはそれに気が付かないフリをした。

「サ、サケ子さん。先にあがってください。えんちゃんも待っているでしょうし」

　えんはさっき、仕事帰りの藤吉が嬉しそうに連れて帰った。

　サケ子は後片付けをしてから帰るとふたりに告げていたが、子どもたちが皆帰った今は、もうやることはなにもない。

　でも彼女は首を振った。

「いや、紅さまが戻られるまでは、のぞみのそばにいることにしよう。……そうした方がよさそうだ」

　そう言って窓の外の黒い森に視線を送る。

　のぞみの胸がツキンと鳴った。

　いつもはあまり意識することはないけれど、彼女も立派なあやかしなのだ。

　のぞみにとってはいつもと変わらない夜の森に、なにかを感じ取っているのだろうか。

「でもえんちゃんは……」

「乳はさっきやったばかりだし、藤吉がいるから大丈夫さ」

　そう言ってサケ子は、よいしょと縁側に腰を下ろす。

　のぞみも彼女の隣に座った。

　夜の森がざざざと鳴った。

「……サケ子さんは、どうして藤吉さんと夫婦になろうと思ったんですか」

　子どもたちがいなくなった園庭を見つめながら、のぞみはなんとなく口を開く。

　さっき鬼の母親が言っていた言葉が耳から離れなかった。

〝夫婦の間で一番大事なこと〟

　まさか彼女が鬼の母親と同じようなことを言うとは思わないけれど、だったらなおさら、話を聞いてみたかった。

　サケ子が少し意外そうにのぞみを見た。

　彼女とはよく話をするけれど、大抵は子どもたちに関係することだ。こんな風に、彼女自身について話をするのは初めてだった。

　彼女はしばらく逡しゅん巡じゅんして、でも余計なことはなにも言わず話し始めた。

「藤吉とは昔なじみなんだけど、真面目でよく働くところが気に入っているよ」

　なぜそんなことを聞くのかと言われなかったことにホッとして、のぞみは彼女の話に耳を傾けた。

「口裂け男は大抵は人間の女を相手に稼ぐんだ。色男を装ってついてきたところで口を見せて、ぞぞぞとさせる。怪我をさせることもないし、ぞぞぞをいただいたあとは、ちゃんと元のところまで送り届ける。でも女ばかりを相手にするから、あやかしの中でも、卑怯だなんだと言われることが多いんだよ」

「そうなんですか……」

　少し意外な話だった。

「うん、口裂け女の方はべつにそうでもないんだけど。だから仲間の中には腐っちまって、ろくに稼がないやつもいるんだよ。もちろんそういうやつは所帯を持てないし、消えてしまったりするんだけど」

「藤吉さんは、腕のいいぞぞぞ稼ぎだって紅さまが言っていましたよね」

　だからこそ、サケ子は安心してあやかし園にいられるのだ。

　藤吉が、サケ子の分もぞぞぞを稼いでくれるから。

　サケ子が頷いた。

「そうだよ。なんてたって亭主は真面目が一番さ」

「一番……」

「そう！　ちゃんと働いて、ちゃんと稼ぐ……真面目にね」

　そう言ってサケ子は、なにかに気が付いたようにのぞみを見た。

「のぞみ、もしかしてさっきのことを気にしてるのかい？」

「……え？」

　サケ子がのぞみを安心させるように優しい言葉を口にする。

「紅さまも大丈夫さ。つかみどころない方だけど、ちゃんと仕事はするだろう。今だって、見回りに行かれているじゃないか。きっと赤子ができたら働かなくなるなんて、さっき私が言ったことを心配してるなら……」

「そ、そうじゃありません」

　のぞみは慌てて首を振った。

「それは心配していません。ただ、なんとなく聞きたくなっただけです。サケ子さんと藤吉さん、本当に素敵な夫婦だから……」

「……ならいいけど」

　サケ子が安心したように息を吐いた。

　そう、そんなことを心配しているわけではないけれど……。

　のぞみはそのまま黙り込む。風は少し落ち着いて、フクロウがホーホーと鳴いている。

「遅くなって悪かったね」

　声をかけられて振り返ると、子どもたちが帰ったあとの部屋に紅が立っていた。

「あ、おかえりなさい」

「一緒に待っていてくれたんだね。ありがとう、サケ子」

　サケが頷いて立ち上がる。

「さあさ、店じまいだ」

　呟いて、帰っていった。

「私たちも帰ろう」

　そう言って建物の出口へ向かう紅の背中を、のぞみは黙ってジッと見つめた。

　自分がある重要なことを見落としていたのではないかと思い始めていた。

　夫婦とは、一緒になっただけで終わりではない。ずっと寄り添い、ともに歩んでいくものなのだ。

　愛し愛されて一緒になることは確かに幸せなことだろう。でもその先には愛し合った時間の何倍もの長い道のりが待っている。

　さっきサケ子が言ったような心配をのぞみはしているわけではない。

　紅はいつも子どもたちを思い、縄張りの皆を守るという役割をまっとうしている。それはきっとこの先もなにも変わらないだろう。

　あやかしの長、天狗と夫婦になる。

　彼を愛おしいと思うからそう決めた。

　でもその彼の隣で、自分はどうあるべきなのだろう。

　そして彼にとって、人間であるのぞみと結婚する意味はいったいどこにあるのだろう。




「どうも天気が不安定だ」

　午後三時を回った頃、アパートののぞみの部屋でこづえがお茶を飲みながら窓の外を見た。

　こづえは、のぞみにとってあやかしの友人第一号で、のぞみにあやかしのことをおしえてくれるよき先生でもある。

　のぞみにとっては、あやかしのことを一番気軽に相談できる存在だ。

　彼女は毎日これくらいの時間に娘のかの子と一緒に部屋へ来て、おしゃべりをしてから仕事へゆく。

　座敷童子は人間の子どもに混ざって遊び、ぞぞぞを稼ぐあやかしだから、皆より早く出勤する。でも保育園は午後四時まで開かないから、こうやって少し早くかの子をのぞみに預けに来るのだ。

　のぞみはかの子と四時までの時間を部屋で過ごし、一緒に保育園へ行く。

　のぞみがこづえと友人になってから、ずっと変わらない習慣だった。

「本当に、そうですね」

　のぞみも窓の外に視線を移して呟いた。そして胸のところでギュッと拳を作る。

　ただ天気が悪いというだけで、どうしてこんなに不安になるのだろう。

　こづえが、時計をチラリと見て舌打ちをした。

「あぁもうしばらくしたら、仕事に行かなきゃならない。口裂け女め、ちょっとは早く起きられないもんなのか」

　口裂け女は午後四時まで起きられないあやかしなのだという。

　だからこそ、かの子はのぞみが預かっているわけだが、今こづえはそれについて文句を言っているわけではない。

　のぞみはぷっと吹き出して、くすくす笑った。

「ふふふこづえさん、えんちゃんに会いたいんでしょう」

　こづえもまた、えんに夢中なのである。

　仕事に行く前にちょっとでも腕に抱きたいのだろう。

　サケ子が畳んでいた、えんの大量の布オムツのほとんどはこづえが縫ったのだという。さすがもうすぐ百歳のベテランママは頼りになると紅に褒められて、照れ臭そうにしていたのが記憶に新しい。

　こづえとサケ子は日頃は喧嘩みたいな言い合いをしているが、本当のところは互いを信頼し合う友人だ。

「お母さん、文句言わないでお仕事いってね。えんちゃんは私がちゃあんとみてるから」

　まるでこづえを叱るように言うかの子に、のぞみはふふふと笑みを漏らす。

　保育園で六平と争うようにして、えんの面倒をみてくれるかの子は、すっかりお姉さん気分なのだろう。

　そのすました言い方がなんともかわいらしかった。

　こづえが、かの子のつやつやのおかっぱ頭を撫でてため息をついた。

「子どもなんてすぐに大きくなっちまうから寂しいねぇ。かの子も、ついこの前まではお母さん行かないでって泣いてばかりだったのに。時々、かの子が赤ん坊に戻ってくれたらいいのにと思うこともあるくらいだよ」

　そういうものなのかとのぞみは思う。

　保育士として見ている限り、子どもたちの成長はただただ喜ばしいことのように思えるが、母親の気持ちはもっと複雑なものらしい。

　子どもの成長は、嬉しいけれど同時にちょっと寂しくもあるような……。

「そういえば、鬼がまた産むみたいだね」

　お茶を啜すすりながら思い出したようにこづえが言う。

　のぞみはこくんと頷いた。

「冬に産まれるっておっしゃっていました」

「よくもまぁ、ぽんぽんと！」

　六平と同じようなことを言って、こづえは呆れたようにため息をつく。

「私には考えられないよ。……よっぽど相性がいいんだな、あの夫婦は。ここまでくると尊敬するよ……」

　ぶつぶつと言うこづえに、のぞみは少し考えて迷いながら口を開いた。

「本当に、羨ましいです」

　心の底から出た言葉だった。

　鬼の母親にしろ、サケ子にしろ夫婦してしっかりと生活をしている。

　お互いにお互いを必要として。

「どうだかねぇ」

　こづえが苦笑する。

「夫婦でいることでの気苦労もあるだろうよ。ま、それぞれだとは思うけど」

「こづえさんには、理想の旦那さんみたいなのはあるんですか？」

　のぞみは思わず問いかけて、でもすぐにしまったと思い口を閉じた。

　五回夫婦別れをしているという彼女に対する質問としては、少し無神経だったかもしれないと思ったからだ。

「理想ねぇ!!」

　こづえが弾かれたように笑いだした。

「あ、ご、ごめんなさい」

「いやいいよ!!　ただ少しばかり難しい質問だと思っただけだ。こんな旦那はごめんだ！　っていうのは山ほどおしえてあげられるんだけど。でも全部話してたら今夜は仕事に行けなくなりそうだ！　……それでも聞きたい？」

「え、遠慮しておきます……」

　のぞみは慌てて首を振った。

　こづえが意味深な表情でのぞみを見た。

「なにのぞみ、新婚早々紅さまに不満でもあるのかい？　どんなに完璧を装っている男でもアラがあるのがあたりまえだ。しかも大抵は夫婦になってからわかるもんなんだよ」

　半分心配そうに、でも半分はどこか嬉しそうに、こづえの口は止まらない。

「紅さまも長さまとしていい方なのは間違いはないんだけどさ。あぁいう気が利かない能天気なタイプは夫にするとイライラするよ。夫なんてもんは、常に妻の顔色をうかがって妻が快適に過ごせるように気を配るのが義務なんだから……」

「そんなんだから夫婦別ればかりなんだよ。こづえは」

　こづえの言葉を遮るような声がして、ふたりは驚いて振り返る。

　いつのまにかドアのところに紅が腕を組んで立っていた。

「紅さま、戻られたんですか」

　のぞみは驚いて声をあげる。

　紅は朝早くから山へ見回りに行っていた。

　駆け寄るかの子を抱き上げながら、紅が口を尖らせた。

「本当に長なんてつまらない役目だよ。見回りに行っている間に、かわいいのぞみに悪口を吹き込む輩はいるし……」

　そう言ってこづえをじろりとにらむ。

　こづえが咳払いをして立ち上がった。

　紅がにっこりとしてのぞみを見た。

「のぞみ、できたら不満はこづえではなく私に言ってくれ。どんなことでも遠慮なくはっきり言ってくれていいんだよ。なにせ私は能天気で気が利かないから……」

「さぁて、今日も稼ぎに行かなきゃねぇ」

　わざとらしくそう言ってかの子の頭を撫でてから、こづえはパッと消えた。

「いつものことながら逃げ足の速い……」

　紅が呆れたように言うと、かの子が頬を膨らませた。

「紅さま、お母さんをいじめないでください」

　紅が、はははと声をあげた。

「私がおっかさんをいじめているのではない。おっかさんが私をいじめているのだよ」




　アパートの窓枠をガタガタと風が揺らしている。ざざざという木々の音を聞きながら、紅は窓際に立ち鋭い視線で夜の森をにらんでいる。

　風呂から戻ってきたのぞみは、どこか近寄りがたい空気をまとう彼の横顔を、黙って見つめていた。

　いつもは穏やかな彼がこんな目をしている時は、縄張りの中にあやしいものがいないどうか、全神経を集中させて感じ取っている時なのだ。

　のぞみは首にかけたタオルをギュッと握りしめた。

「……なにか、よくないことがあるんですか」

　邪魔をしてはいけないと思いつつ、思わずのぞみは問いかける。

　少し前の夜にサケ子が言っていた通り、最近の彼は以前よりも念入りに見回りをするようになった。

　まるで、なにかを特別に警戒するかのように。

「ああ、のぞみ。お風呂は気持ちよかった？」

　そう言って、振り返った彼はもういつもの彼だった。

　のぞみはこくんと頷いて、窓際の彼の隣に立ち、窓の外を見つめた。

　けれど夜の森に、のぞみ自身はなにも特別なものは感じなかった。

「……最近、風が強いですね」

　呟くと、大きな手が優しく頭を撫でてくれる。そして彼はのぞみを安心させるように微笑んだ。

「大丈夫、のぞみが心配するようなことはなにもないからね」

　いつもの軽い調子でそう言って紅は肩をすくめる。それをどこかわざとらしく感じるのは、のぞみの気のせいではないはずだ。

「でも……」

　なおものぞみは言いかける。するとひょいと抱き上げられて、すぐそばに敷いてある布団の上に寝かされた。

　大きな手が、のぞみの頭を優しく撫でた。

「皆、私がもう紅さまのお嫁さまだと思っています。……なんだか騙しているみたいで、心苦しいんです」

　ここのところずっと思っていたことを、のぞみはついに口にする。

　紅がにっこりと微笑んだ。

「それは今すぐにでも本当の夫婦になりたいという誘いかい？　案外大胆なんだね、のぞみは」

　わざとらしくそう言って、紅はのぞみの上に覆い被さる。

　でもそのいつもの軽口に、今は応じる気になれなくて、のぞみは眉を下げて首を振った。

「……お許し、出てないじゃないですか」

　その言葉に、至近距離にある彼の赤い目が瞬きを二回、三回。額と額をコツンと合わせて、小さくため息をつくとコロンと隣に寝そべった。

　アパートの天井から下がるオレンジ色の古い電球を見つめたまま、ふたりはしばらくの間黙り込む。

　先に口を開いたのは、紅だった。

「大神の許しなんて、本当にいらないよ」

　うそだ、とのぞみは思う。

　本当にそうなら、彼はもうとっくにそれを実行しているはず。

　なのにそれをしないのは、やはりなにか不都合があるのだろう。

　のぞみにはわからないなにかが。

「……もしもこのまま、結婚を許してもらえなかったら、紅さまはどうしますか。ずっとお許しが出なかったら……」

「……のぞみ？」

　紅が眉を寄せてとがめるようにのぞみを見る。でも一度口にしてしまったら、もう止めることはできなかった。

「大神様、すごく……すごく恐ろしい方でした。力で敵うとは思いません。本当に怒らせてしまったら、縄張りの皆も危険なんじゃないですか？　それでも……皆を危険に晒しても結婚する必要があるんでしょうか。そもそも紅さまには人間の私なんかよりももっとふさわしい相手が……ん」

　不安な思いが止めどなくあふれ出るその口を、紅の唇が少し強引に塞ぐ。温かい大きな腕が、のぞみをギュッと抱きしめた。

　目を閉じて、彼の温もりだけを感じると、胸の中をぐるぐると吹き荒れていた不安の風が、少しだけ落ち着いてゆく。

「……いくらのぞみでも」

　囁くように紅が言う。

　その言葉に、のぞみはいつのまにか唇が離れていたことに気が付いた。

「いくらのぞみでも、その先を口にするのは許さない。……絶対に。のぞみはなにも心配しないで、私に任せていればいい。必ず私たちは夫婦になる。約束するよ」

　彼にしては珍しい有無を言わせぬ強い言葉に安心して、のぞみはゆっくりと頷いた。

　その一方で、小さな小さな疑問の芽が胸の中に芽生えるのを感じていた。

　夫婦が、互いに互いを必要としてともに歩んでいくものならば、のぞみにとっては、相手は彼しかいないだろう。

　彼はいつものぞみを守り大切にしてくれる。

　……ではその逆はどうだろう。

　彼にとって、のぞみでなくてはいけない理由。そんなもの、果たして存在するのだろうか。

「もうおやすみ」

　優しく触れる彼の手がのぞみを夢の世界へと誘う。そこへ落ちる瞬間にのぞみの脳裏に浮かんだのは、大神に言われたあの言葉だった。

『おぬし、あやかし使いの血だな』

　……彼は、のぞみがそうでなかったとしても、結婚したいと思うのだろうか。
















第三章　都からの使者







　必ず私たちは夫婦になると断言した紅の言葉を疑うわけではないけれど、のぞみの心は完全には晴れなかった。どこか掴つかみどころのない彼だけれど、いざという時は頼りになるのは確かなのに。

　もし彼が、のぞみの中のあやかし使いの血のみに惹かれて夫婦になるというならば、本当にそれでいいのだろうかと、のぞみは思い始めていた。

　天気はあいかわらず不安定で、紅の見回りの時間は日に日に増えていく。子を迎えに来る親たちからも不安を訴える声が漏れ聞こえるようになっていた。

　そしてある日とうとう異変は起きた。

　降園時間のことだった。

　その日は昼間からずっと曇り空が続いていた。もくもくとした灰色の厚い雲からは今にも雨が落ちてきそうなのに、夜になっても雨は降らない、変な天気だった。

「太一くん、今日も楽しかったね。さようなら」

　狐の子太一に向かって、のぞみはにっこりと笑いかける。

　太一が白い尻尾をフリフリした。

「うん楽しかった。のぞ先生バイバイ！」

　太一と手を繋いでいる彼の母親志津が上品な仕草で頭を下げた。

「先生、今日もありがとうございました」

　そして親しげに微笑んで、紫色の風呂敷で包まれたお弁当箱を差し出した。

「これ、また颯太が作ったんです。よかったら……」

「わあ、ありがとうございます」

　のぞみはそれをいそいそと受け取る。

　彼女の夫はのぞみの実の兄。駅前の商店街で寿司職人をしている彼は、時々こんな風にして、のぞみにいなり寿司を届けてくれるのだ。

　狐のあやかしである妻の好物だというそのいなり寿司は、ほんのり甘い優しい味で、毎日食べても全然飽きない。

　のぞみもこのいなり寿司が大好きだ。

「のぞ先生、またうちに遊びに来てくれよな」

　ニカッと笑って太一が言う。

　のぞみはにっこりして頷いた。

　最近は、隣町で家族三人で暮らしている兄夫婦とのぞみは頻繁に交流している。

　志津のおかげだった。

　彼女は、あやかしと夫婦になったことでのぞみと縁を切る決断をした夫を心配し、また家族の絆を結び直してくれた。

　美しくて心優しい白い狐は、いつものぞみの憧れだ。

「ふふふ、またのぞみ先生がお休みの日にね」

　志津が太一の頭を撫でる。

　その姿にのぞみの胸がチクリと痛んだ。

　彼女自身も、人間と夫婦になったことで家族と距離ができたままなのだということを、図らずものぞみは都で知った。

　それが狐の一族の掟ならば、のぞみが口を出す問題ではないだろう。

　でも……。

「……のぞみ先生？」

　急に黙り込んでしまったのぞみに、志津が小さく首をかしげる。のぞみはハッして首を振った。

「なんでもありません。じゃあ、また次のお休みにでもお邪魔させてもらってもいいですか？」

　のぞみの言葉に、志津は微笑んで頷いた。

　太一がやったぁと飛び跳ねる。

　その時。

　次々に親が迎えに来て、少し騒がしいあやかし園に、びゅーと強い風が吹き抜ける。厚い厚い雲の隙間から、月がぼんやりと姿を見せた。

　その月に皆、吸い寄せられるように視線を奪われる。

　青白い、どこか気味が悪いその光は、真っ直ぐにあやかし園を照らしている。

「あれは、なんだ……？」

　訝いぶかしむような誰かの声。

　光の中に黒い点が現れた。

　それはどんどん近づいて、次第に形を成してゆく。

「あれは……」

　狐たちの行列だった。

　皆いい服を着て、澄ました顔で歩いている。

　黒い漆に金箔の飾りが付いた、豪華な籠を背負っていた。

　先頭を行く一際上品な狐は、都で出会ったあの伊織だった。

「まさか……」

　形のいい眉を寄せて志津が呟いた。

　まるで大名行列のようなその一行は、どんどんこちらに近づいてくる。

　なにやら不吉な予感がして、のぞみの身体がぶるりと震えた。

「のぞみ先生、紅さまは？」

　長を求める志津の言葉が、のぞみをまた不安にさせる。

　のぞみはふるふると首を振った。

「山へ行かれています。……志津さんあれは？」

　志津が行列に視線を送り、低い声で囁いた。

「都からの……大神様からの使者です。こんなこと滅多にあることじゃないのに……いったいどうしたのでしょう」

　大神という言葉に、のぞみは震えあがってしまう。

　思わず森を振り返るが、紅はまだ帰ってこない。

「こっちへ来る……」

　志津が呟いたその時。

　シャンシャーンと大きな鈴の音が響き渡り、辺りはしーんと静まり返る。

　皆が固唾を呑んで見守る中、一行はのぞみの前に降り立った。

　先頭の伊織が、一歩前に歩み出て、のぞみに向かって頭を下げた。

「お久しぶりでございます、のぞみさま」

　のぞみはそれに答えられない。

　都での出来事が頭に浮かんでいたからだ。あんなことがあったのに、平然としていられる伊織がどこか薄気味悪かった。

「伊織、いったいこれは……？」

　尋ねる志津に、のぞみは彼女が伊織の親戚だということを思い出す。

　だが伊織は彼女からの問いかけを、あっさりと黙殺した。

　そして鋭い切れ長の瞳でのぞみをジッと見つめてから、驚くべき言葉を口にした。

「おめでとうございます、のぞみさま。この程、あなたさまを大神様のお妃さまとしてお迎えするための準備が御殿にて整いましてございます。大神様が都にてお待ちかねでございますよ。どうぞご準備くださいませ」

　静まり返っていたその場に、伊織の声はよく響いた。

　だがあまりにも突拍子のないその言葉の内容に、すぐには誰も反応しない。

　都での一件を知っているのぞみでさえも呑み込めないのだから、皆はなおさらそうだろう。

　志津が「まさか」と呟いた。

　伊織だけが、冷静だった。にっこりと微笑んで、のぞみに向かって口を開く。

「のぞみさま、必要なものはすべてこちらで整えさせていただきます。御身ひとつでお越しくださればけっこうなのですよ。どうぞこちらにお乗りください」

　伊織の言葉に、籠の御み簾すがふわりと上がり、そこからするりと梯子はしごが下りる。

　ふわりと香る高貴な香りは、都の御殿を彷彿とさせた。

「あの……私……」

　のぞみは思わず後ずさる。このままでは有無を言わせず籠に乗せられてしまう。

　すると志津が歩み出て、籠とのぞみの間に立った。

「伊織、なにかの間違いではありませんか。のぞみさまは、この縄張りの長である紅さまのお嫁さまなのですよ」

　伊織が眉を寄せて志津をにらんだ。

「姉さん、間違いなんかじゃありません」

「でも、そんなことありえないわ。とにかく紅さまがお帰りになるまでは……」

「その必要はありません！」

　びりりとその場を緊張させる鋭い声で言い放ち、伊織はさっと右手を上げる。するとそれに従うように緑色の巻物がふわふわと伊織の隣までやってきた。

　彼は一同を見回して、最後に志津をじろりとにらむ。

　そしてここが肝心とばかりに大きな声を張り上げた。

「これは、大神様からの勅ちょく命めいにございます！」

　慇いん懃ぎんに頭を下げる彼の隣で、巻物の紐がするりと解けて皆の前に広がった。

　晒された白い和紙の上、黒い墨のぐにゃぐにゃ文字に、事態を見守るあやかしたちからおおっ！という声があがる。

「そんな……まさか……」

　志津が掠かすれた声を漏らした。

　間髪を入れず、たくさんの狐たちがのぞみと志津を取り囲む。

「ひっ……！」

　喉の奥から引き攣ったような声が出て、のぞみは恐怖のあまり志津の手を摑んだ。

　志津が切羽詰まった声をあげる。

「ま、待って……！　伊織……！」

　伊織がスッと目を細め、無情なことを言い放つ。

「捕らえよ！」

　周りを取り囲む狐たちが、のぞみ目がけて飛び上がる。

　のぞみが思わず目を閉じた。

　――その時。

　びゅーと風が強く吹いた。

　ぎゃ！という叫び声とばたばたとなにかが倒れるような音、恐る恐る目を開けると、紅の背中がそこにあった。

　吹き飛ばされた狐たちは、あちらこちらに散らばって、うめき声をあげている。

「紅さま!!」

　のぞみと志津は声をあげる。紅が振り返って、微笑んだ。

「遅くなってすまなかった。もう大丈夫。志津、ありがとう」

　志津が頷いて下がっていった。

　パチパチパチと手を叩く音がして皆がそちらに注目する。伊織だった。

「さすがでございます、紅さま。大神様の術をこの短時間で見破るとは。やはりあなただけはほかの長たちとは違いますね」

　わざとらしく称賛の言葉を口にして、冷淡な眼差しで紅を睨んでいる。

　紅が彼に向き直った。

「以前私はのぞみにはさわるなと言ったはずだ。いくらお前でも容よう赦しゃしない。次は命をかける覚悟をしろ」

　静かな怒りを帯びた低い声、目尻が赤く光っている。

　だが伊織は怯むことはなかった。

「ですがほかでもない大神様の命にございます」

　平然として言葉を返し、よく響く声でとうとうと語り始めた。

「そもそも都にて大神様はあなた方の結婚をお許しにはならなかった。のぞみさまを大神様の妃にするとおっしゃったのに、それを無視して都を脱出された。それからも、のぞみさまを引き渡すよう再三要求しておりましたのに、それらもすべて退けておしまいになられた。……大神様に背くとは、いくら紅さまでも許されることではありませんよ」

「再三の要求……」

　のぞみは眉を寄せて頷いた。初耳だが、心あたりがないわけでもない。

　都から帰ってきてからずっと天気は不安定で、紅の見回りは頻繁だった。

　一方で、都での出来事が暴露されて、周りで事態を見守っているあやかしたちに動揺が広がってゆく。

「そんな、まさか……」

「許しを得られていなかったなんて……」

「知らなかった」

　ヒソヒソと囁き合う声が、あちらこちらから聞こえてきて、のぞみの胸がズキンと痛む。

　皆がのぞみをお嫁さまだと思い込んでいるのを、のぞみは否定しなかった。裏切られたと思われても仕方がない。

「あの話は断ったはずだ。のぞみは大神の妃なんかにしない」

　きっぱりとした紅の言葉に、その場がなんともいえない空気になる。

　いくら長の決断でも、勅命に逆らって大丈夫なのかと皆不安を感じているのだろう。

「……では、お考えは変わらない、と」

　伊織の眼鏡がキラリと光る。

　紅が呆れたようにため息をついた。

「どうして私の考えが変わると思うんだ。……もう一度言う。のぞみは私と夫婦になる。誰にも渡さない」

　そしてゆっくりと腕を上げて、手のひらを伊織に向ける。銀髪がふわりと浮かび上がり、赤い風が紅とのぞみの周りをぐるぐると回りだした。

「仕方がありませんね」

　伊織がため息をついた。

「今この場でやり合ってあなたに勝てる見込みはありませんから、本日はこれにて失礼させていただきます」

　だが帰り際に、釘を刺すのも忘れてはいなかった。

「大神様のお心に背いたこと、くれぐれも後悔なさいませんように……」




「黙っててごめんなさい……」

　しょんぼりとして頭を下げるのぞみに、こづえが神妙な表情で首を振った。

「いや、おいそれと口にできる話じゃないからね。仕方がないよ」

　いつもの時間の、いつもののぞみの部屋である。

　昨夜伊織が引き上げたあと、集まっていた縄張りのあやかしたちに、紅はことの経緯を説明した。

　その上で、大神の要求には応えないが、縄張りは必ず守ると宣言したのだ。

　その彼の話に、納得したあやかしはのぞみが思うに半分ほど。残りの半分は首をひねりながら、どこか釈然としないまま、不安そうに帰っていった。

　伊織が言っていた通り、大神からの要求は実は頻繁にあったのだという。

　少々乱暴な方法で突きつけられる要求から縄張りを守るため、紅はしょっちゅう山へ行っていた。そうして疲労が溜まっていたところに術をかけられてしまい、昨夜は駆けつけるのが遅くなったのだという。

　伊織が去ったあと、紅はサケ子とこづえ、それから志津を集めた。そして、今後しばらくは、紅が山へ行っている間は必ず誰かがのぞみのそばにいるようにしてほしいと彼女たちに頭を下げた。園が開く前はこづえが、保育時間中はサケ子が、休みの日は志津が、といった具合だった。

　三人はその紅の頼みをふたつ返事で快諾した。

　それをありがたいと思いつつ、のぞみの胸は申し訳ない気持ちでいっぱいになった。

　大神うんぬんは関係なく、今までだってのぞみの生活は、だいたいそんな感じだったのだから特別になにかが変わるというわけではない。

　それでも、誰かに守られていなければ紅のそばにもいられない弱い存在である自分がもどかしくて、悔しかった。

「それに、紅さまのやり方は正しかったと思う」

　うつむいたまま顔を上げられないでいるのぞみに、こづえが難しい表情で口を開いた。

「のぞみを渡せない以上、大神様が諦めるまでのらりくらりするしかないだろう。小競り合いはともかくとして、龍と天狗が本気で戦ったりしたら、大変なことになっちまう」

「大変なことに……？」

　のぞみは顔を上げた。

「そう、天変地異が起きるんだ。他のあやかしたちも無傷ではいられないはずだよ。まさかのぞみを妃に欲しいからってそこまでなさらないとは思うけど……。でも、紅さまとしては慎重に、のらりくらりするしかないのさ。大神様が諦めてくださるまで」

　天変地異という恐ろしい言葉に、のぞみはぶるりと身体を震わせた。

「……大神様、諦めてくださるでしょうか」

　こづえがうーんと唸って首をかしげた。

「紅さまがおっしゃった通り、はじめはほんの気まぐれだったと思うんだ。大神様はあらゆる種類のあやかしを妃に迎えておられるけど、そういえば人間はいなかったからね。でもあっさり断られたから、メンツを潰されて意地になっていらっしゃるのかも……」

　都でのふたりのやり取りを見ているのぞみには、どこか納得のいく話だった。

「もともと大神様は特別力が強い紅さまを疎ましく思っていらっしゃったから、なおさら許せないんだろう。近頃紅さまの縄張りの評判がいいのも、気に食わなかったのかもしれない」

　少し意外なこづえの話に、のぞみは首をかしげて問いかける。

「紅さまの縄張りって評判がいいんですか？」

　こづえは深く頷いた。

「うんいいよ。紅さま自身は縄張りのあやかしたちに対しては来るもの拒まず去るもの追わずなんだけど、ここは田舎なのに、あやかしたちがたくさん集まる縄張りさ。なにせ居心地がいいからね」

　ずずずと茶をすすってから、こづえはまた話し始めた。

「紅さまはほかの長に比べても圧倒的に力が強いんだ。強い長の縄張りでは揉め事は起きにくい。安全だ。しかも保育園がある」

「保育園が？」

「そう、子育てするには最適さ」

　こづえがにっこり笑って頷いた。

「普通のあやかしは、ぞぞぞ稼ぎの時間は子をほったらかしにするよりほかにないからね。ヌエ以外にも危険なことはたくさんある。長さまが預かってくださるなら、こんなにありがたいことはないんだよ。私がかの子の父親と夫婦別れをしたあとここへやってきたのは、保育園があったからなんだ」

　そう言ってこづえは、隣で金こん平ぺい糖とうをカリコリかじるかの子のおかっぱ頭を撫でた。

「私と同じように子育てのためにここに移ってきたやつらはけっこういるはずだ。保育園も随分園児の数が増えたんじゃないかい？」

　そういえばそうだった。

　のぞみが入った時は二十人ほどだった子どもたちは徐々に増えて今や二十五人。新しく入った子たちすべてが、別の場所から来た子たちだった。

「知らなかった……」

「今回の騒動でこの縄張りを離れるあやかしもいるだろう。この先どうなるかはわからないけど、保育園があるのはここだけだから、少なくともあやかし園の親子は簡単によそへは行かないだろう」

　こづえの言葉にのぞみはホッと息を吐く。なんだか少し嬉しかった。

　あやかし園があるから紅の縄張りに住みたいと思うあやかしたちがいる。

　もちろんあやかし園を始めたのは紅だ。紅が園長先生だから、皆安心して子を預けに来るのだろう。

　それでもそこで働く自分も少しは役に立っているはず。

　思いがけないこづえの話に、のぞみは口を綻ほころばせる。

　こづえが頬杖をついてにっこりとした。

「危なくないように預かってくれるだけでも十分なのに、子どもたちが楽しんで行ってくれるんだ。簡単には離れられない。紅さまも思った以上にしっかりとここを守ってくださっていることだしね。正直言ってここまで紅さまの力が強いとは思わなかったけど」

　大神からあったという再三の要求には、のぞみだけでなくあやかしたちも気が付かなかったという。

　だったら、彼は完璧に縄張りを守ってくれていたということになる。

「大神様が、このまま諦めてくださるといいんですけど……」

　のぞみの言葉にこづえはまた難しい表情になった、

「正攻法でいっても難しいのは向こうはよくわかったはずだ。でもこのまま諦めるとも思えない。……次は伊織らしい姑こ息そくな手を使ってくるのかも」

「伊織さんらしい……」

　丸い眼鏡の奥の鋭い目が脳裏に浮かび、のぞみはぶるりと身体を震わせた。




　伊織が来た日から一か月は何事もなく過ぎ去った。

　都からの横槍は、あるにはあるがそれほど頻繁ではなくなったと紅は言う。

　その言葉を裏付けるように彼があやかし園にいる時間は徐々に増えだしたから、あやかしたちの間には、もはや大神は諦めたのではないかという楽観的なムードが漂い始めた。

『今のうちに夫婦になってしまわれては？　子ができれば、大神様も諦めるじゃろう』

　わざわざそんなことを言いに来る年寄りもいるくらいだった。

『そ、そういうわけにはいきません』

　もちろんのぞみは真っ赤になって否定した。

　だが肝心の紅が隣で『それは名案』などと言ってカラカラ笑うものだから、膨れっ面になってしまった。

　そうやってしばらくの間はあやかし園に穏やかな時間が流れた。だがやはり、そのまま、めでたしめでたしとはいかなかった。

　季節は夏にさしかかり、少し蒸し暑くなってきたある日のこと。

「おはようございます、紅さま、先生」

「せんせー、おはよう！」

「おはよう！　今日も元気だねぇ」

　子どもたちの声が元気に響くあやかし園の玄関先で、のぞみは紅とふたり登園する子どもたちを迎えている。

　親と手を繋いでいる子どもたちは、のぞみと紅を見つけると、その手を離し一目散に飛びついてくる。

　のぞみの大好きな時間だ。

「のぞみ先生、紅さま、今日も一日よろしくお願いします」

　親たちは安心したように頭を下げて、仕事へ行く。

　それを見送るのぞみの視線の先、青白い月がぷかりと浮かぶ夜の空に、突如としてもくもくと雲が現れ始めた。

　なんだか嫌な予感がして、のぞみは紅の袖を引く。

「紅さま、あれ」

　紅が空に視線を送り、「やっぱり来た」と呟いた。

　その言葉の通り、雲の中から現れたのは狐の行列。今日は水色の籠を担いでいる。クリスタルみたいな飾りがたくさんついた籠は、キラキラと月明かりに輝いていた。

　シャンシャーンと鈴が鳴って一行は、降り立った。

　先頭はやはりあの伊織だった。

「ごきげんよう、紅さま」

　にっこり笑って頭を下げる彼は、今日も燕尾服が決まっている。

　紅がうんざりしたようにため息をついた。

「本当にしつこいね、大神は。それだけ私ののぞみがかわいいということなんだけど、それにしたって粘着質だ。どうしようもない主人に仕えると召使いは大変だな」

　だがその紅の嫌味を、伊織はまったく意に介さずにニマニマと笑っている。

　そして少し意外なことを口にした。

「ご安心くださいませ。今日はその件で来たのではございません」

　紅が腕を組んで、ではなぜ来たのだと言わんばかりに彼をにらむ。

　すると伊織はおもむろに後ろの籠を振り返り、「姫さま、保育園につきましてございます」と声をかけた。

　これまた意外な彼の行動に皆が唖然として見守る中、籠の御簾がするする上がる。中から、五歳くらいの女の子が降りてきた。

　背中まで伸びた真っ直ぐな水色の髪はクリスタルのように透き通り、ぷくぷくのほっぺは真っ白で、髪と同じ水色の瞳の上にちょこんと丸い眉が乗っている。服装は十二単衣だった。

　まるで平安時代の絵巻物から抜け出たようなその女の子は、目をパチパチさせて辺りを見回している。

　伊織が紅とのぞみに向き直りニヤリと笑って口を開いた。

「明日からあやかし園に入園いたします。内ない親しん王のうふぶきさまにございます」

「ええ!?」

　のぞみと紅はふたり一緒に声をあげる。本当に意外すぎる展開だった。

　紅が苦々しい表情で口を開いた。

「内親王ということは大神の子だろう？　そんなの預かれるわけないじゃないか」

「どうしてです？」

　伊織がどこかわざとらしい仕草で首をかしげて紅を見た。

「だって、うちは保育園なんだ。保育の必要がある子どものための場所だからね。大神の子にその必要があるとは思えない」

　のぞみは少し驚いて紅を見る。珍しく園長らしいことを言っている……。

　だが、それに伊織が余裕の表情で言葉を返した。

「大神様は、毎日執務で忙しくしていらっしゃいます。ふぶきさまの母君、おゆきの方さまはただ今遠方へ出張中。ふぶきさまは間違いなく、〝保育の必要がある子ども〟でございますよ」

　そして右手をさっと上げると、折り畳まれた白い紙がふわふわと彼の隣にやってくる。

「勅命だ……」

「まただ……」

　事態を見守るあやかしたちから、ヒソヒソと囁き合う声が聞こえた。

　紅がうんざりしたような声を出す。

「御殿には召使いがたくさんいるだろう。いくら勅命でも決まりは決まりなんだから……」

　と、紅がそこまで言った時、伊織がニヤリと笑って手を下ろす。すると折り畳まれた紙がパッと皆の前に広がった。

　あやかしたちがしーんと静まり返る。紙に書いてある文字が全然読めないからだ。

　目を凝らしその紙をジッと見つめて、のぞみは思わず声をあげた。

「……あ！　役場からの通知書」

「え？　役場？」

　紅が意外そうに呟いた。

　伊織が満足そうに頷くと、紙はふわふわとのぞみの手元にやってくる。

　受け取り目を通すと、確かに〝大神ふぶきを山神保育園に入園させる〟と書いてある。

　のぞみは首をかしげた。

「でも園の方には役場からはなにも言われていないのに……」

　紅が「あ」と声を漏らし、口元に手をあてた。

「紅さま？」

　のぞみが彼を追及すると、気まずそうに袖の中から茶色い封筒を取り出した。

「……忘れてた」

「もう！」

　茶封筒を奪い取って、のぞみは中身を確認する。確かにふぶきの入園に関する通知だった。

「入園開始は明日からでございます。本日は姫さまのご紹介と見学に参りました。ささ、姫さま、あちらが保育園でございます。明日から通うところですよ」

　伊織はふぶきに歩み寄り、勝手に保育園を紹介する。

　ふぶきが不満そうに保育園をにらんだ。

「なんと汚い建物じゃ」

「待て待て待て」

　それを紅が止めた。

「まだ預かるとは言っていないよ。うちはあやかし園なんだから、いくら役場が決めたことでも……」

「では役場に苦情を入れます。山神保育園が正当な理由なく姫さまの入園を拒否したと」

　間髪を入れず伊織が言う。

　それにのぞみが反応した。紅の袖を引き、彼に囁く。

「紅さま、ダメです。うちは認可保育園なんですから、入園する園児は自由には選べません」

「え？　……そうなの？」

「そうです。認可を取り消されたりしたら、運営費もらえなくなっちゃいますよ」

「……」

　あやかしに本来お金は必要ない。

　でも園の設備を維持するために、紅は役場から運営費をもらうことにしているのだ。毎日子どもたちが楽しみにしているお弁当や、のぞみの給料も運営費から出ている。

「ふふふ、決まりですね。さすがは大神様のお妃候補のぞみさま。力が強いだけの天狗より賢明でいらっしゃる」

　伊織が嬉しそうにそう言って、ふぶきを籠の中へ促した。

「また明日参りましょう。ささ、姫さま中へ……」

「わらわ、こんな汚いところへもう来とうない」

　ふぶきはぶつぶつ言いながら籠に乗り込んだ。

「ではまた明日参ります」

　有無を言わせずそう言って、一行はまた夜の空へ帰っていった。

　残されたあやかし園の一同は唖然として、小さくなっていくその影を見送るしかなかった。




「伊織は昔から一族の中でもずば抜けて頭がよかったんです。だから、御殿でもほかの者たちよりも早く出世した。役場の手続きなんて朝飯前ですわ」

　ぷりぷりしながらそう言って、志津は持参したいなり寿司を食べている。

　その隣でこづえが茶をずずずとすすった。

　心なしかいつもより小さくなって座っているようにも思えるその姿に、のぞみは以前彼女が『狐は怖い』と言っていたのを思い出してくすりと笑った。

　午後三時ののぞみのアパートの部屋である。

　いつものように、かの子を連れてこづえが来たそのすぐあとに、志津も太一を連れてやってきたのである。

　今日から来る新入園児について話しておきたいことがあるという。

　志津の主張はこうだった。

「大神様は、あやかし園のおかげで紅さまの縄張りの評判がいいことを前々から苦々しく思ってらしたんです。きっとのぞみ先生があやかし園で働いていると知って、一石二鳥だから、潰してしまおうと思われたんですわ。伊織は頭がいいですから、園が拒否できないような手段を考えたのでしょう。ふぶき内親王がどのような方か私は存じ上げませんけれど、ただ預けるだけが目的ではないはずです」

　きれいな眉を寄せて、志津はいなり寿司を食べ続ける。白い尻尾がピンと立っていた。

　隣でこづえが頷いた。

「まぁ、そんなところだろうね」

「まったく、やっかいなことになってしまったよ」

　声がして三人が振り返ると、ドアのところに紅がいて、やれやれとため息をついている。

「紅さま!!」

　子どもふたりが嬉しそうに彼に飛びつくと、紅はふたりをひょいと抱き上げて、のぞみたちの方へやってきた。

「だいたいどう考えても、ふぶきに保育の必要があるとは思えない。おゆきが、出張中だなんて嘘っぱちさ。あのおゆきが仕事なんかするわけがないだろう」

　ぶつぶつ言いながら紅はちゃぶ台の前に座り、いなり寿司を口に放り込む。

　その言葉に、のぞみは彼に問いかけた。

「紅さま、ふぶきちゃんのお母さんのこと知ってるんですか」

「……え？」

　紅が不意を突かれたように言葉に詰まり、目をパチパチとさせた。そしてそのまま皆をぐるりと見回した。

「そりゃあ……もちろん知ってるよ。大神の妃だからさ。妃のことはだいたいのあやかしは知ってるものだ。それに妃が働く必要なんてない。そうだろう？　……志津？」

「……えぇ、まぁ」

　志津が曖あい昧まいに頷いて、こづえが胡う散さんくさそうに彼を見ている。

　のぞみはまた口を開いた。

「でもさっき、おゆきって……」

「と、とにかく、なにか企んでるのには間違いないんだから。来たとしても追い返そう！」

　遮るようにそう言って、彼にしては珍しく早々に結論を出そうとする。

　その言葉に、のぞみは慌てて首を振った。

「そんな！　ダメです！」

「どうして？　役場への苦情なんか怖くないよ。向こうだって役場を騙してるんだからこっちだって……」

「でもその大人の事情と、ふぶきちゃん自身は関係ないじゃないですか」

　のぞみはきっぱりと言い切った。

「伊織さんがなにか企んでるという話は理解できました。でもお預かりした子は皆平等です。どんな理由であれお母さんが遠方へ行かれていて、お父さんも仕事で忙しいなら、その時間を園で楽しく過ごしてもらいたいと思います」

「でも大神の子だよ？」

　紅が確認するように言う。

　のぞみは頷いた。

「誰の子でも関係ありません」

「のぞみらしいね」

　こづえが苦笑した。

「本当に」

　志津が微笑む。

　のぞみは少し前に聞いたこづえの話を思い出していた。

　子育て世代のあやかしたちにとって、あやかし園はありがたい場所なのだという。あやかし園があるからここに住もうと思うくらいに。

　子を大切に思う気持ちは、あやかしも人間も同じなのだ。

　だったらあやかし園をなんとしても守りたい。

　もちろん紅の言うようにふぶきを門前払いにして、力で守るという方法もあるだろう。彼女の入園は皆が言うように、伊織の作戦のうちなのだろうから。

　でもあやかし園は保育園なのだ。園児を拒否するという行為はできればしたくないとのぞみは思う。

　どんな理由があるにせよ、簡単にそれをしてしまったら本末転倒だ。

　一方で、ふぶきという子に、のぞみは興味を引かれていた。

　母親は遠方にいて父親は仕事で忙しいなら、たとえ面倒をみてくれる大人がそばにいたとしても寂しくないはずがない。だったらせめて少しの時間だけでも、あやかし園で楽しく過ごしてはどうだろう。

　子ども同士で遊ぶ時間は、大人が思うよりも子どもにとっては楽しいはずだ。

　もしかしたらのぞみがこう思うことさえも、伊織の思惑通りなのかもしれないけれど……。

「まぁ、仕方がないね」

　紅がにっこりと微笑んでグイッとのぞみの肩を抱き寄せる。そしてそのまま嬉しそうに頬ずりをした。

「私ののぞみは誰よりも子どもたちを思う優しい先生だから」

「ちょっ……！　こ、紅さま！　かの子ちゃんと太一君がいるのに……！」

　のぞみは真っ赤になって声をあげる。

　かの子と太一が喜んで、「らぶらぶだー！　らぶらぶだー！」と言いながら、畳の上をぴょんぴょんと飛び跳ねた。

　のぞみは両手で紅を押して、頬を膨らませて彼をにらんだ。

「もう、紅さまはいつもふざけて邪魔ばかり」

「え？　邪魔？」

「そうです！　この前だって、せっかく私の抱っこでえんちゃんが寝てくれそうになってたのに、紅さまが後ろから抱きついてきたから泣いちゃったじゃないですか！」

　とぼけたように首をかしげるのが憎らしくて、のぞみはつい最近の出来事を口にする。

　その言葉に紅が口を尖らせた。

「赤子は泣くのが仕事じゃないか。それにあの時は仕方がなかったんだよ。のぞみが……」

「私が？」

　のぞみが眉を上げて聞き返すと、紅がしれっとして支離滅裂なことを口にした。

「あの日はのぞみがかわいいお団子頭だったから、どうしても抱きつかずにはいられなかったんだ。ぴょこんと出た後毛がたまらなくかわいくて……」

「もう！」

　意味不明な理由をあげる紅に、のぞみは目を釣り上げて立ち上がった。

　彼がこうやってふざけるのはいつものこと。

　決して悪気はないとわかっていても、なんだか無性に腹立たしかった。

　のぞみは所詮人間で、あやかしの世界ではいつも誰かに守られていなくてはならない弱い存在だ。それはとても歯がゆいけれど、どうすることもできない。

　それでもあやかし園の保育士としてなら、少しは誰かの役に立てるのだと、そう思っていたかった。

　だから頑張っているのに……！

「とにかくこれからは私がえんちゃんを抱っこしている時は、私にさわらないでくださいね！」

　のぞみはそう言い放ち、紅をにらむ。

　紅が愕がく然ぜんとして、「そんな……のぞみ、ここのところしょっちゅうえんを抱いているじゃないか……」と呟いた。

「紅さま、かわいそう。でもえんちゃんのためですから、こらえてくださいね」

　うなだれる紅の頭を小さい手でよしよしして、かの子が彼を慰める。

「のぞみは毎日えんと過ごしているから、もうすっかり母親の気持ちなんだろう。母親になれば女は強くなって、時に旦那がうっとおしく感じるもんなんだよ」

　訳知り顔でそう言って、こづえが忍び笑いを漏らした。
















第四章　ふぶきの入園







　のぞみは困り果てていた。

　あやかし園のいつもの部屋、普段は子どもたちが走り回りおもちゃを好きに広げて遊んでいる二間続きの和室のひと部屋を、ふぶきとふぶきのお目付役としてついてきた伊織が占領してしまっているからである。

　ふぶきは、前日と同じようにたくさんの狐を連れて籠に乗ってやってきた。そして部屋に入るなり御殿から持参した立派な屏びょう風ぶを背に、これまた御殿から持ってきた親しん王のう台だいの上に座り、脇きょう息そくにもたれかかっている。

　鮮やかな十二単衣を着て、唇にうっすらと紅をさしている彼女は、雛人形のようにかわいらしい。でも表情はすこぶるさえなかった。

　眉を寄せて不満そうにしている。

「伊織、わらわはもう帰りたい」

「姫さま、そういうわけにはまいりません。保育園へ通うようにというのはお父さまのお言いつけでございますから」

　伊織は丁寧に、でもきっぱりと首を振る。

　ふぶきがあやかし園に登園してから一時間とちょっと、ふたりは同じやり取りを数分ごとに繰り返していた。

　ほかの子どもたちは、おっかなびっくり、空いている方の部屋からそのやり取りを見つめている。

　それもこれも、いつものように部屋で子どもらが遊ぶのを、伊織がやめるように言ったからだ。

『ふぶき内親王の御前にございますよ』

　内親王の意味を子どもたちが理解したかどうかは不明だが、鋭い目つきの伊織にぴしゃりと言われて皆大人しくなってしまった。

　庭で遊ぶ子たちもやはり気になるのか、なんとなくいつもより静かだった。

　そのふぶきが真っ白なほっぺをぼた餅みたいに膨らませて、伊織をにらんだ。

「お父上は、保育園は楽しいところだとおっしゃったのじゃ。だからわらわは、行くと言った。それなのに全然楽しゅうないではないか」

「あのー、ふぶきちゃん？」

　とうとうのぞみはふたりの会話に割って入った。

　紅は見回りに行っていて、サケ子はえんに乳をやっている。

　この状況を打開するのは自分しかいない。

　ふぶきが首をかしげてのぞみを見た。

「ぬしは、誰じゃ」

　ふぶきはさっき登園した際に自己紹介はしたはずなのに、まるで初めて見るように目をパチクリとさせている。

　のぞみはもう一度にっこり笑って自己紹介をした。

「のぞみです。この保育園の先生よ。ここにはふぶきちゃんと同じくらいの子たちがたくさんいるの。一緒に遊ばない？」

　ふぶきはまた目をパチパチさせて、首を振った。

「嫌じゃ、ここは汚い。この親王台から出とうない」

　その言葉に、のぞみは彼女が持参した親王台とあやかし園の畳を見比べた。

　確かにまだ井草の香りが漂ってきそうなくらい青々とした親王台の畳に比べて、あやかし園の方の畳はあちこちささくれ立っているし、なにやらシミのようなものもある。

　控えめに言ってボロボロだった。

「そ、掃除はちゃんとしてるのよ。古いだけで不潔ってわけじゃないと思うけど。だったらそこからふぶきちゃんが動かないでもできるような遊びをしよう。なにがあるかな？」

　のぞみは興味深々でふぶきを見つめているほかの子どもたちに問いかけてみる。

　すぐにたくさんの声があがった。

「トランプ！」

「ぬりえ！」

「パズル！」

　のぞみは期待を込めてふぶきを見る。

　だが彼女は眉を寄せただけだった。

「なんじゃ、それは」

「姫さまはそのような低俗な遊びはなさいませぬ。内親王さまであられますゆえ」

　隣で伊織が嫌味な言葉で捕捉する。

　ぬりえやパズルのいったいどこが低俗なのか。のぞみは少しムッとするが、ひとりの子が言った言葉にふぶきが反応した。

「すごろく！」

「おお、すごろくなら知っておる」

　子どもらしく目を輝かせるのがかわいらしい。

　のぞみは、さっそくやりたいという子たちを集めてすごろくで遊ぶことにした。

　ほかの子どもたちもそれぞれ別のおもちゃを持ち出してきて、思い思いに遊び始める。

　ふた部屋のうちひと部屋しか自由に使えないという少し窮きゅう屈くつな状況ではあるが、日常の風景が戻ったことに安堵して、のぞみはホッと息を吐いた。

　内親王という特殊な立場のふぶきだから、ほかの子どもたちと違うところがたくさんあるのは仕方がない。

　それでもまだ幼い子どもには違いないのだから、少しずつ順応していくだろうとのぞみは思った。

　だがことはそう単純ではなかった。

「おいお前、どうしてわらわより先にあがろうとする。ダメじゃ、一回休め」

　すごろくの後半、ふぶきが発した言葉に、参加していた子どもたちとのぞみ、皆が首をかしげた。

　お前と声をかけられたかの子も、ぽかんと口を開けている。

　さっきかの子が振ったサイコロは六、このままいけば一番にあがりのはずだった。

　不可解なふぶきの行動を、隣の伊織が説明する。

「ふぶきさまよりも先にあがってはいけません。これは内親王さまとすごろくをするときのルールでございます」

「そんなルール知らない！」

　かの子が声をあげる。

　のぞみもあとに続いた。

「伊織さん、それはちょっと……御殿のルールはともかくとして、ここではお預かりした子どもたちは皆平等です。そういった特別扱いはできません」

「おやおや！」

　伊織が大袈裟に驚いてみせる。

　少しわざとらしくも思えるその仕草に、のぞみは眉をひそめた。

「内親王ふぶきさまの御前で控えめに振る舞うべきだというのは、あやかしであれば守らなくてはならない最低限の礼儀作法です。場所は関係ありません。保育園ではそんなこともおしえないというのですか？　これはこれは」

　一方的な伊織の言い草にのぞみは内心で反発を覚えるが、これがあやかし界の共通のルールなのだ言われたらなにも言えなくなってしまう。

　子どもたちがあやかしとして生きていくために、必要なことをおしえてあげるのも保育園の役割だからだ。

　でも……。

「そんならおもしろくないやい！　やーめた！　やめた！」

　のぞみがどうすればいいか考えあぐねているうちに、子どもたちがそう言ってすごろくをやめてしまう。

　そして散り散りに別の遊びに行ってしまった。

　かの子だけがその場に残った。

　ふぶきはというと、なにが起こったのかわからないというように少し驚いて周りを見回している。

　のぞみはなるべく優しく彼女に語りかけた。

「ふぶきちゃん、すごろくは誰が一番になるかわからないからおもしろいのよ。負けたら次こそは勝ってやるって思うでしょう？　いつもいつも自分が勝つってわかっていたら面白くないでしょう？」

　だがおそらく、そもそも負けたことがないであろう彼女には、いまいちピンとこないようだ。

　首をかしげて不思議そうにしている。

　かの子がのぞみの腕を引っ張った。

「先生、かの子おままごとしたい」

「そうね」

　のぞみはかの子が怒りださなかったことに安あん堵どして、にっこりと笑いかける。そしてふぶきに問いかけた。

「ふぶきちゃんもやる？」

　ふぶきはまた首をかしげた。

「なんじゃ、それは」

　のぞみは伊織をチラリと見て、彼がなにも言わないのを確認してから口を開いた。

「皆でお家の人のフリをして遊ぶの。お母さん役、お父さん役、子どもの役。なんでもいいから、役を決めてなりきるの。お母さん役が人気だよ。やってみる？」

　ふぶきは少し考えてからこくんと頷いた。

　かの子が大きな声で皆に呼びかけた。

「おままごとやる人この指とーまれ！」

「あ、やるやる！」

　普段からおままごとが大好きなメンバーが何人か集まってきた。

「ふぶきちゃんはなに役がいい？」

「……なんでもよい」

「じゃあ、私たちが決めるね」

　あっという間に配役は決まり、ふぶきは子どもの役に決まる。

　のぞみはホッと息を吐いた。

　やりたくないと言われるかと思ったが、やっぱり内親王でも子どもは子ども。少しずつでも根気よく働きかければ園になじめるはず。

　焦らずに……。

　のぞみはそう自分自身に言い聞かせた。




「ただいま～！　子どもたち、皆今日もいい子にしてた？」

　お母さん役の子がそんな言葉を口にして、おままごとはスタートした。

「おかえり、お母さんお腹すいちゃったよう」

　ふぶき以外の子どもたちも皆思い思いにそれぞれの役を演じだす。

「お父さんも、おかえりなさい」

「皆いい子にしてたよう」

「今日はぞぞぞ、たくさん取れた？」

「早く食べたいよう」

「はいはい、ぞぞぞですよ、たくさんお食べなさい。それにしてもうちの人は、あいかわらず稼ぎが少ないんだから。これじゃ一家そろって消えちまわなきゃいけないよ。もっと気合を入れて働いとくれ！」

　子どもたちの普段の生活が垣間見える言葉の数々に、のぞみは思わず笑みを漏らす。

　おままごとに関しては、時々聞くのが申し訳なくなるほどに赤せき裸ら々らな台詞が飛び出したりすることもある。

　聞かないフリをしなくてはと思いつつ、のぞみはいつも微笑ましい気持ちになるのだ。

　だが子どもたちのそんな無邪気なやり取りに、ふぶきが唐突にストップをかけた。

「待て待て、それはおかしい。わらわのお母さまはぞぞぞを取りに行ったりはせん。お父さまもじゃ。やり直せ」

　その言葉に子どもたちは唖然としている。

　また伊織が口を挟んだ。

「ふぶきさまのご両親は、大神様とおゆきの方さまです。当然、自らぞぞぞを取りに行かれることはございません。ふぶきさまが召し上がられるぞぞぞは各地のあやかしたちから献上されたものにございます」

「ぞぞぞは召使いが運んでくるものじゃ」

　ふぶきが満足そうに頷いた。

「そ、そうなんだね」

　のぞみは、顔を見合わせて首をひねっている子どもたちに代わって相槌を打つ。

　お互いに、ちょっとしたカルチャーショックを受けている状態だといえるだろう。だが育った環境が違うのだからこれは仕方がない。

　のぞみは皆に向かって語りかけた。

「ふぶきちゃんのお家はそうなんだね。びっくりだけど、そういうお家もあるんだね」

　子どもたちは素直に頷いた。

　のぞみは今度はふぶきに向かって語りかけた。

「この保育園に通う子たちのお父さんやお母さんは、直接自分たちでぞぞぞを取りに行くんだよ」

　するとふぶきは目をパチクリさせる。

「ぞぞぞを自分で？」

「そう」

　のぞみが頷くと、今度は袖で口元を覆い、眉を寄せた。

「……卑しい」

「……え？」

「ぞぞぞを自分で取りに行くのは卑しいあやかしのすることじゃ。召使いの蛇娘たちが言っておった。伊織、ここは卑しいあやかしたちが集まる場所なのか？　なぜわらわをこんなところへ連れてきた」

　のぞみは一瞬、彼女の言葉の意味を正確には理解できなかった。

　そもそも御殿のあやかしたちが直接ぞぞぞを稼がずに、献上されたものを食べているというのも初めて聞いた話なのだ。

　あやかし界の常識に頭がついていけない。当然ながらそんな状態では子どもたちに対してうまくフォローすることもできなかった。

　そののぞみより先に、子どもたちが反応した。

「なんだよそれ！」

「お母さんは卑しくないもん！」

〝卑しい〟という言葉に反応して皆、怒り心頭だ。

　それは仕方がない話だった。

　以前この辺りであやかしの子どもたちを好き放題に食らっていたあやかしヌエを、大人たちは〝卑しいあやかし〟と子どもたちにおしえていた。

　その言葉をよりによって自分たちの親に使われて、黙っていられるはずがない。

「ふぶきちゃんのお母さんこそ、ぞぞぞを自分で取りに行かないなんて、怠け者なんじゃないの！」

　そんな言葉まで飛び出した。

「ぶ、無礼ではないか！　わらわのお母さまは怠け者などではない！」

　ふぶきも負けてはいなかった。真っ赤になったほっぺたを盛大に膨らませて皆をにらむ。

「わらわの母上さまは、お前たちの親よりも何倍も何百倍も素晴らしい方なのじゃ！」

「なによ！」

　場が一気に険悪になる。

　そこへ伊織が澄まし顔で割って入った。

「これ、子ども。お前たちの親がどうだろうとどうでもよい。そもそも内親王ふぶきさまの御前でそのように騒ぐものではないのだ。そんなことでは卑しいあやかしと言われても仕方がない」

「そんな伊織さん……！」

　今度はのぞみが声をあげる。

　あやかしの常識はともかくとして、子どもたちを貶おとしめるような発言は許せない。それに子どもたちの喧嘩にこのような形で介入されては、どんどんこじれていくばかりだ。

　案の定、子どもたちが怒りだした。

「じゃあ、もういい！　ふぶきちゃんとおままごとなんてしない！」

「私も！」

　次々に抜けてゆくのを、ふぶきは当然だというように平然として見ている。

　かの子だけがその場に残り、のぞみの腕にくっついたまま呟いた。

「また喧嘩になっちゃった」

　焦らずに。

　そう思ってはいるものの、これは前途多難すぎるかも。

　のぞみは眉を下げて、心の中でため息をついた。




　前途多難、のぞみがそう思った通り、ふぶきは次々とほかの子どもたちと衝突した。

　しかもそれにいちいち伊織が口を出す。

　これではうまくいくはずがなかった。

　困り果てたのぞみは、えんの世話を終えたサケ子に助けを求めた。

　そのサケ子が出した結論は、部屋を分けてしまうことだった。

「大神様一族を敬うやまうのがあやかしの常識だというのは正しいけれど、普通のあやかしはそもそも大神様一族にお目見えする機会なんてないからね。ましてやまだ小さいあの子たちにそれらしく振る舞えなんて無理な話さ。でも向こうは特別扱いがあたりまえ、……一緒にしてうまくいくわけがない」

　二間続きの部屋の間に襖ふすまを入れて分けてしまえばいいという。

「……それじゃあふぶきちゃんがいつまでも園になじめそうにないですね」

　相談しておきながら、のぞみはその案にあまり賛成できなかった。

　空間を分けてしまえば確かにトラブルは減るだろう。

　でも、のぞみはふぶきにあやかし園で楽しく過ごしてほしいのだ。とてもそれで解決だとは思えなかった。

「……まぁ、もう少し様子を見ようか」

　サケ子の言葉に、頷くしかできなかった。

　のぞみはその後何度も、ふぶきが子どもたちの輪に入れるように働きかけたが、うまくいかなかった。

　そしてお弁当の時間、またひと騒動あった。

「のぞ先生、今日のお弁当はなあに？」

　午後九時少し前、一直線に並べられた座卓の周りで子どもたちがぴょんぴょんと飛び跳ねて、お弁当が並べられるのを今か今かと待っている。

　のぞみは座卓を丁寧に拭きながら、くすりと笑みを漏らした。

「なんだったかなー？　楽しみにしててね」

　本来あやかしには、ぞぞぞ以外の食べ物は必要ないのだという。

　だが人間が作る食べ物も美味しいとは感じるようで、おやつのような楽しみとして食べるあやかしも多いのだという。

　あやかし園では、商店街のお弁当屋から毎日お弁当を届けてもらうことにしていた。

　子どもたちの大好きな時間だ。

　やがてお弁当が並べられると、子どもたちは思い思いの場所に座る。

　あいかわらずひと部屋をふぶきが陣取っているから、少し狭いが仕方がない。

　のぞみはふぶきに声をかけた。

「ふぶきちゃんもお弁当を食べよう。こっちに来れそう？　それともそこで食べる？」

　するとふぶきは、意味がわからないというように、眉を寄せて首をかしげた。

「……なにを言っておる。いったいなにを食べるのじゃ？」

「お弁当だよ、美味しいよ」

　のぞみが彼女に答える後ろで子どもたちが次々に蓋を開ける。途端に歓声があがった。

「わぁ！　オムライスだぁ！」

「美味しそう！」

「早く食べたい！」

　そんな子どもたちとは対照的に、ふぶきは口元を袖で覆うとみるみるうちに真っ青になり唇をワナワナと震わせた。

「ま、まさか、人間が作ったものを食べると申すのか？　ぞぞぞ以外のものをわらわに食べさせようというのか！」

　その剣幕にのぞみはしまったと思う。

　御殿に住むあやかしはぞぞぞ以外は食べないのか。

「ふぶきさまは内親王さまであられますゆえ……」

　そこへ伊織がまた口を挟もうとする。

　それをサケ子が遮った。

「失礼いたしました。もちろん内親王さまにおすすめできるようなものではありません。こちらの襖を閉めさせていただきますゆえ、ご容赦を」

　そう言ってそそくさと襖を閉めだした。

「え？　あ、あの……」

　のぞみはそれを静止しかける。完全にシャットアウトしてしまうのではなく、ちゃんと説明した方がいいのでは？と思ったからだ。

　でもそののぞみの目に、弁当を前にしょんぼりとしてしまった子どもたちの姿が映り口をつぐんだ。

　子どもたちはまるで叱られたかのようにバツが悪そうにしている。

　のぞみの胸がズキンと痛んだ。

　あやかし園のやり方と御殿の常識、どちらが正しいというものではない以上、衝突は避けられない。

　そして衝突すれば、どちらも嫌な思いをするのだ。

「オムライス、嬉しいな。先生大好きなんだ。皆は？」

　襖が完全にぴちりと閉まるのを確認してから、のぞみは気を取り直して子どもたちに声をかける。

　皆少しホッとしたように、小さな手を合わせた。

　その子どもたちを見つめながら、のぞみは急速に自信がなくなっていくのを感じていた。

　焦らずにやればなんとかなるはず。

　……でも果たして、あやかしのしきたりをろくに知らない自分に、なんとかできるものなのだろうか。




　結局そのあと、ふぶきは襖で隔てられた部屋にこもったままだった。

　しかも機嫌はますます悪くなる一方で、隣の部屋で少しでも子どもたちが騒ぐと、伊織がいちいち叱りに来る。

　子どもたちを静かにさせるのはかわいそうだと、のぞみがいくら言ってもダメだった。

「あやかし園の子どもたちに礼儀作法をおしえるいい機会です。感謝していただかなくては」

　普段御殿で大神の側近を務めているという伊織には、サケ子も迂う闊かつには口出しできないようだった。

　一方で見回りから帰ってきた紅は、隔てられた襖を見てもさほど驚きはしなかった。

「まぁ、はじめはこんなもんだろう。そう急くことはない」

　その言葉に無言で頷きながら、のぞみの胸は暗あん澹たんたる思いでいっぱいになった。

　彼の反対を押し切ってふぶきを預かることにしたくせに、それ見たことかと思われているに違いない。そんな卑屈な考えが頭に浮かんだ。

「ではまた明日。明日こそは、ふぶきさまに失礼のないようにお願いしますよ。ささ、姫さま。帰りましょう」

　午前一時半を過ぎたあやかし園の玄関に都からの迎えが来た。

　伊織が嫌味な言葉を口にして、ふぶきを水色の籠へ促す。

　ふぶきはぶつぶつと言いながらその籠へ乗り込んだ。

「伊織、わらわはもう来とうない」

「ダメですよ、姫さま。あやかし園へ通うのは姫さまの大事なお役目です」

　籠の御簾が下りたと同時にのぞみは伊織に呼びかけた。

「あの……！」

　伊織が振り返った。

「あの……、御殿でのふぶきちゃんに対するルールが、園のものと随分違うのはわかりました。不慣れな点はおわびします。でもここは保育園です。お預かりした子どもたちが皆健やかに安全に、ご両親の帰りを待つ場所です。ふぶきちゃんもここにいる間は、ほかの子どもたちと同じように過ごすというわけにはいきませんか。そうでないと、ふぶきちゃん、いつまで経っても園にお友だちができな……」

「その必要はございません」

　のぞみの言葉を遮って、伊織がピシャリと言い切った。

「ふぶきさまに一般のあやかしの友人など必要ありません。そのような目的であやかし園にお連れしているわけではございませんから」

　にべもなく言う彼の言葉に、のぞみは口をつぐんで黙り込む。じゃあいったいなにが目的なんだとは聞けなかった。

　志津が言っていたように、伊織の目的はおそらく大神にとって目障りなあやかし園を排除して、のぞみを妃として連れ帰ることなのだろう。

　それ以外のことはなにも望んでいないのだ。

　でも……。

　のぞみの胸が締め付けられる。

　だとしたら、そんなのあんまりだ。

　大人同士のいざこざに、小さな子どもたちを巻き込むなんて。

　今日一日は、のぞみとあやかし園の子どもたちにとって、少し窮屈なつらい一日だった。

　でも、それはきっとふぶきだって同じはず。

　知らないところに連れてこられて、知らないあやかしたちに囲まれて。

　ただでさえ両親がそばにいなくて不安なはずなのに、友だちも必要ないだなんて……。

「あやかし園に通い続けたいなら、園のルールを守ってもらう。内親王だろうとなんだろうと」

　穏やかに、でも有無を言わせない口調で、紅がふたりの間に割って入る。

　伊織はぴくりと眉を上げて、それでも考えを曲げなかった。

「内親王さまに対する振る舞いは、場所や相手を選ばないあやかし界の常識です。あやかし園だけが特別というわけには参りません」

　そして丸いメガネの奥から、のぞみをにらみつけた。

「もちろんそれはたとえ人間であろうとも。そもそも人間であるにもかかわらず大神様の妃に上がれるなど大変名誉なことなのですよ。ありがたくお受けする以外選択肢はないはずなのに、……これだから人間は」

「伊織!!」

「伊織！」

　のぞみに向かって最後は吐き捨てるように言った伊織の言葉を、紅とともに止めた人物がもうひとりいた。

　志津だった。

　たまたま太一を迎えに来ていて事態を見守っていたようだ。

　伊織ののぞみに対する物言いには、紅よりも彼女の方が怒り心頭だった。

「なんてことを言うんです！　のぞみ先生に対する失礼な言葉遣いは、この私が許しません！」

「姉さん……」

　伊織が驚いたように志津を見る。

　そして気の強いこづえにさえ怖いと言わしめる彼女の怒りに、のぞみが伊織と出会ってから初めて、怯ひるんだ様子を見せた。

「で、ですが、姉さん。ほ、本当のことです。のぞみさまは人間なのに、大神様の妃になれるのですから……」

「人間なのにとはなんですか！　私たち狐の一族は、人間の信仰に支えられているのです！　そのような物言いは絶対にしてはならないと小さい頃に何度も何度もおそわったでしょう!?」

　志津のその剣幕に、伊織の顔色が変わる。

　一方で、狐の一族が人間をそのように思っていることにのぞみは驚いていた。

　でも思い返してみれば、初対面の時から志津はのぞみに対して丁寧だった。

「伊織！」

　尻尾をピンと立てた志津に、切れ長の目でにらまれて伊織はあたふたとする。

「と、とにかく、明日からもこちらの要求は変わりません。それでは！」

　そして長居は無用とばかりに、籠とたくさんの狐を連れて夜の空に帰っていった。

　志津が深いため息をついた。

「どうしてあんな融ゆう通ずうがきかない男になったのかしら。昔は無邪気でかわいかったのに……」

「志津さんは伊織さんと親戚なんですよね」

　夜の空の狐の行列を見つめながら、のぞみは彼女に問いかけた。

　志津が眉を寄せたまま、頷いた。

「又従兄弟にあたります。でも狐の一族は親戚一同が集まって子育てをしますから、私にとっては弟みたいなものですわ。小さい頃は本当にかわいくて、私の後ろをちょこちょこついて回っていたのに……」

　あの伊織にそんな時があったなんて、とても信じられなかった。

　志津が昔を懐かしむように目を細めた。

「なにに対しても興味深々で、勉強熱心で、本当に小さな頃から優秀だったんです」

　その親しみのこもった声音に、のぞみは彼女が本当に伊織をかわいがっていたのだと思う。

「そうなんですね」と呟いて、でもそこでわずかな違和感を覚えて、首をかしげた。

「志津さん」

「はい」

「……伊織さんって、志津さんよりも年下なんですか。もしかして、まだお若い……？」

　今さらだ。

　はじめから伊織は、志津のことを〝姉さん〟と呼んでいるではないか。

　でもあの厳いかめしい話し言葉に、なんとなく相当年上なのだと勝手に思い込んでしまっていた。

　志津がくすくす笑い出した。

「そうですよ、人間で言えばのぞみ先生と同い年くらいかしら」

「え!?」

　のぞみは声をあげたまま絶句した。

　まさかあの伊織が自分と同い年くらいだなんて……！

　……やっぱりあやかしの年齢の見当をつけるのはいつまで経ってもできそうにない。

　がくりと落ちるのぞみの肩に、温かい紅の手が乗った。

「あのじじいみたいな言葉遣いも御殿のルールなんだろうか」

「紅さま」

　のぞみは振り返って彼を見る。

　紅が優しい笑みを浮かべた。

「のぞみ、やつを怖がって萎い縮しゅくする必要なんてないんだよ。やつは御殿では出世したかもしれないけど、あやかし園では新参者なんだから。そうだな……せいぜい保育士の後輩が来たとでも思っていれば。うちも子どもたちが増えて忙しいんだ。せいぜいこき使ってやろう」

「こ、こき使う……」

　のぞみはそれに頷くこともできないままに、ただ呟くしかなかった。

　あの厳しいことばかり言う丸いメガネの狐をこき使うなんて、そんなこと天と地がひっくり返ってもできそうにないと思いながら。




「……そろそろ潮時かもしれないね」

　子どもたちが帰ったあとのあやかし園の縁側でサケ子が呟いたその言葉に、のぞみの胸がズキンと痛む。頷くこともできずにささくれ立った畳の上に座ったままうなだれた。

　紅はというと、サケ子の言葉を肯定も否定もせずに柱にもたれて腕を組んで考え込んでいる。

　ふぶきが来てから一か月あまりが過ぎたが、彼女を取り巻く状況は悪くなる一方だった。

　伊織はふぶきを連れて一日も休まずにやってきた。

　そしてあいかわらずふぶきと部屋に閉じこもるのだ。

　ふぶきはというと、日に日に機嫌が悪くなっていくようにのぞみには思えた。

　初日に垣間見えたほかの子どもたちへの興味は、今やまったくなくなってしまったようで、ほんの少しでも誰かの声が聞こえると嫌がって伊織に言いつける。

　彼女が園になじむ日など、とてもじゃないが永遠にやってきそうにない。

　だが問題は、ふぶきだけに止まらない。いやむしろほかの子どもたちの方が深刻といえる状況だった。

　いつもはうるさいほどに子どもたちの声であふれるあやかし園は、この一か月ですっかり様変わりしてしまった。

　ふぶきと伊織に気を使うあまり、子どもたちは満足に遊ぶこともできなくなった。

　いつもより狭い部屋でただ静かに親の帰りを待つのみである。

　もちろん、のぞみとサケ子は何度も何度も伊織に意見をした。だが彼は頑としてこちらの意見を聞き入れることはなく、ふた言目には〝御殿のルール〟や〝内親王さまに対する礼儀〟といった言葉を持ち出す。

　唯一紅がいる時だけは、多少は彼の態度も軟化するが、この先ずっと紅が見張っているわけにいかない以上、根本的な解決にはならなかった。

　そしてそのような状態で、子どもたちが楽しく保育園に通えるはずがなかった。

　いつも元気そのものだった彼らから笑顔は消えて、いらだち、小さなことで衝突をする。登園時に、あやかし園の建物を見て泣きだす子もいるくらいだ。

「ほいくえん行きたくないよぅ。怖いおじちゃんにおこられる」

　そう言って泣く子の涙に、のぞみの胸は締め付けられた。

　それもこれも全部自分のせいなのだ。

　紅の反対を押し切ってふぶきを預かろうと言い張ったくせに、伊織から完全に子どもたちを守りきれていない。

「このままではあやかし園には誰も来なくなっちまう。……でもきっとこれが伊織の狙いだったんだね」

　サケ子がやりきれないというように首を振る。

　その言葉にのぞみの目からついに涙があふれ出た。

　今日は数人の子がお休みだった。

　保育園に来ていないからといって親が稼ぎに行かないということはないだろうから、その間はどこかで子どもだけで親の帰りを待っていたのだろう。

　それがのぞみには心配でたまらない。

　泣いてもなんの解決にもならないとわかっていても、涙が流れるのを止められなかった。

「のぞみが泣くことはないんだよ。相手にその気がないのに、どうにかしようなんて無理な話さ」

　サケ子の優しい言葉にも頷くことができなかった。

「でも……！　私がふぶきちゃんを預かるって紅さまに無理を言ったからこんなことになったんです。それなのに……！　それなのに結局なにもできないなんて私、自分が情けない……！」

「のぞみ」

　取り乱すのぞみをなだめるように、紅が口を開いた。

「ふぶきを拒否していたとしても、伊織はなにか別の手立てを考えていたに違いない。結局は同じようなことになっていたはずだ。だからそんな風に言ってはいけない」

　そう言って紅はのぞみの前に座り、頬の涙を素手で拭った。

「伊織は抜け目のないやつだ。子どもを利用するような卑怯な真似も辞さないくらいにね。でもなんといっても相手は子どもなんだからさ、伊織には考えもつかないような予想外のことだって起こるはずだ。そしたらそれが解決の糸口になるかもしれないと私は思っていたんだけど……」

「解決の糸口……ふぶき自身が保育園を好きになる……とかですか？」

　首をかしげてサケ子が言う。

　紅がゆっくりと頷いた。

「まあね」

「でもそれはいくらなんでも、無理じゃないですか？　ふぶきのあの様子じゃ……」

　ため息交じりにサケ子は言う。

　のぞみは少し考えてからゆっくりと首を振った。

「無理……ではないと思います」

　サケ子と紅の目がのぞみに集まった。

「ふぶきちゃんははじめから、保育園に来たくなかったわけじゃないはずです。初日に言っていました『楽しいところだって聞いたから来たのに』って。彼女はほかの子たちと変わらない楽しいことが大好きな子です。だからあやかし園が楽しいところだとわかってもらえたら、きっと好きになってくれるはず……」

「でも今はとりつく島もない感じだよ」

　サケ子が眉を寄せる。

　それはその通りだった。

　それでも、まったく可能性がないわけではないはずだ。

　だからこそ、のぞみは彼女が部屋に閉じこもってからも、折に触れて皆と一緒に遊ばないかと声をかけ続けている。

　それは今のところ、全敗しているわけだが……。

「はじめはふぶきちゃん、すごろくやおままごとに参加したんですよ。だから、ほかの子どもたちと交ざるのが嫌というわけではないはずです。むしろ興味があるようでした」

　のぞみはふたりに説明をしながら頭の中を整理してゆく。そう、伊織はふぶきに友人はいらないと言ったけれど、彼女自身にはそれを拒否するそぶりはなかった。

　伊織の思惑はともかくとして、まだ幼いふぶきは保育園を潰してやろうなんて思っていないはずだ。

　のぞみは顔を上げて頬に残る涙を拭く。

　泣いていないでよく考えなくては。

　紅の言う通り、伊織がふぶきを利用したのなら、逆にそのふぶきが突破口になるかもしれない。

　子どもたちのために、なんとしてもあやかし園を守りたかった。

「もちろんふぶきちゃんと皆の間には、ちょっとしたギャップみたいなものはあります。でも、それはひとつひとつ丁寧に説明していけばなんとかなる範囲です」

　のぞみは力強い言葉で言い切った。

「まぁ、伊織が口を出さなければそうだろね」

　サケ子が頷く。

　大人の事情は、子どもたちだけの世界ではそれほど重要ではないはずだ。

　でもそこまで考えて、やはりのぞみは壁にぶちあたる。

「ただ……最近は、ほかの子たちへの興味もなくなってしまったみたい。どんどん頑なになってしまって。どうしてかな……ひとりぼっちが寂しいのかな。……時々体調が悪いのかなって思うくらい機嫌が悪い時もあるんです。伊織さんは、ふぶきちゃんの体調管理は御殿でしっかりやっているから大丈夫って言うんだけど……」

　のぞみは考えながらぶつぶつとひとり言を言う。

　その言葉を拾いあげて、紅がアゴに手をあてた。

「どんどん頑なに……体調が……？」

　そしてしばらく考えてから、突然ひらめいたように「あ！　そうか」と手を叩いた。

「紅さま？」

　のぞみとサケ子は驚いて、首をかしげて彼を見つめる。

　紅がのぞみの両肩をがっしりと掴み、嬉しそうににっこりと微笑んだ。

「それだよ、のぞみ。もしかしたらそれが、ふぶきの心を動かす鍵かもしれない」




「宮司さん、本当にここでいいんですかぁ？」

　午前十時、ジージーとセミの鳴き声が響く保育園の部屋で、商店街の電気屋の息子が首をひねりながら作業をしている。

　その傍らで、紅が頷いた。

「その位置で頼むよ」

「でも部屋全体を冷やすなら、絶対にあっち側につける方がいいんですけど……」

　電気屋は紅が指示した場所と別の場所を指さす。

　だが紅はそれにきっぱりと首を振った。

「いや、部屋全体を冷やす必要はないんだよ。ここ、この場所だけキンキンに冷やしてくれれば」

　釈しゃく然ぜんとしない表情で頷いて、電気屋は作業を続ける。

　のぞみはすこし離れた場所で、ふたりを見守っていた。

「エアコンかぁ……」

「うん」

　紅がこちらにやってきた。

「ふぶきの機嫌が悪いのはもしかしたら保育園が暑いからじゃないかと思ってさ。普通のあやかしは暑さ寒さはあまり感じないものなんだけど」

　あやかし園は古い木造平屋建てで、冷暖房設備はない。

　冬の間はストーブを焚いて部屋を暖かくしていたが、子どもたちは平気で裸足のまま寒い園庭を走り回っていた。

　一方で夏はそう暑くはない。山神神社全体が鬱蒼とした森に囲まれているし、そもそも保育時間が夜だからだ。

「だから私もすっかり忘れていたんだけど、ふぶきは雪女の娘だから暑さには弱いんだよ。それこそ人間ののぞみよりも」

　ましてや彼女は何枚もの布を重ねた十二単衣を着ているのだ。

　機嫌が悪くなって当然ということか。

　盲点だった。

「それじゃあ、お友だち作りどころじゃないですね。かわいそうなことをしたな……」

「御殿はあやかしのための空間だからさ、すべてのあやかしが快適に過ごせるようになっているんだ。でもあやかし園は違う。私の結界は冷暖房完備ではないんだよ。もともと伊織は大神の側近で、ふぶきのお守り役ではないから、そこまでは考えが至らなかったんだろうな」

　そしてまだ幼いふぶきは、自分の不調をうまく周りに伝えることができなかった……。

「宮司さん、作業は終わりました」

　エアコンの設置はあっというまに完了した。

「すぐに来てくれて助かったよ」

　紅が電気屋を労ねぎらうと彼は汗を拭きながらこちらにやってきた。

　短髪がよく似合うスポーツマンタイプの爽やかな青年だ。

「いえ、ほかでもない宮司さんからの頼みですから」

　紅は町内では山神神社の宮司さんとして親しまれている。

　彼の頼みだからこそ、電気屋はすぐに駆けつけてくれたのだろう。

「ではこれよろしくお願いします」

　紅は彼が差し出した請求書を受け取る。

　そしてため息をついて呟いた。

「高いな……あとで大神に請求してやろう」

　がっくりと落ちたその肩を見て、のぞみは温かい気持ちになる。

　トラブルの渦中にいるとはいえ、ふぶきもあやかし園の園児には違いない。だからこそ、紅は彼女のためにここまでしてくれるのだ。

　やっぱり彼は誰よりも子ども思いで優しい。

「ふふふ、ふぶきちゃん喜んでくれるといいですね」

　なんだか嬉しくなって、のぞみは自然と笑顔になる。

　紅が目を細めてのぞみを見た。

　……その時。

「それにしても、山神保育園の新しい保育士さんがこんなにかわいいなんて、知らなかったなぁ」

　どこかのんきな電気屋の言葉に、紅が舌打ちをした。

「なんだ、まだいたのか」

「ひどいなぁ、宮司さん」

　電気屋は、はははと笑い声をあげて、まじまじとのぞみを見た。

「あ、あの……」

「うーん、やっぱりかわいい！　ねぇ君、あのアパートに住んでるんだよね。だったら同じ町内だ。今夜町内会の青年団で飲み会をするんだけど、よかったら君も……」

「ダメダメダメ!!」

　まだ言い終わらないうちに紅が会話に割って入る。

「そんなのダメに決まってるじゃないかっ！　絶対によからぬ目的の飲み会だ」

　電気屋が口を尖らせた。

「邪魔しないでくださいよ、宮司さん。べつにそんなあやしい飲み会じゃありませんよ。若者が集まって街の将来を話し合う健全な集まりです。それにそもそも宮司さんは関係な……」

　でもそこまで言って、電気屋は「あ」と声を漏らした。

「そういえば父さんが妙なことを言ってたな。宮司さんと新しい保育士さんはできてるんじゃないかって。まさかとは思ってたけど……」

「そのまさかだよ」

　得意そうに堂々と宣言をする紅の袖を、のぞみは慌てて引っ張った。

「ちょっと、紅さま！」

　山神町は皆が顔見知りの小さな街。町内会の親父連中は噂話が大好きだから、そんな宣言をしてしまったら明日には街中の人の知るところとなってしまう。

　だが紅の口は止まらなかった。

「どうしてものぞみを飲み会に誘うなら、私も一緒に参加するよ」

「まじかー！」

　電気屋が心底残念だというように天を仰いだ。

「惜しいことしたなぁ。こんなにかわいい子がこんなに近くにいたなんて、もっと早く気が付いていればよかった。でも宮司さん、今まで親父たちのどんな見合い話にも絶対に頷かなかったのに。……意外と手が早いんですね」

「まあね。これと決めた相手は逃がさないんだ」

　あっけらかんとして紅は頷く。

「紅さまってば！」

　のぞみは頬を染めてまた彼の袖を引っ張った。

　電気屋がにっこりとした。

「まぁでも付き合っているだけなら、まだ俺にもチャンスはあるよね。なにか困ったことがあったらいつでも言ってよ。あんなおんぼろアパートで女の子のひとり暮らしはなにかと大変でしょう？　電球ひとつでも替えにくるよ！」

「おんぼろとはなんだ。それに私とのぞみは〝ただ付き合っているだけ〟じゃない。すでに、ふ……」

　電気屋をじろりとにらんでそこまで言って、でもなぜか紅はそこで言葉を切った。

　電気屋が眉を上げた。

「すでに？」

「すでに……夫婦になる約束をしている」

　紅が、続きを口にした。

　なにも間違っていないその言葉に、のぞみの胸がコツンと鳴る。

　なにかが違う、そう感じるのはのぞみの考えすぎだろうか。

「なんだー、婚約中かー」

「とにかく、しつこくするならお前のところの雷親父に、洗いざらいしゃべってやるからね」

「おーこわ！」

　そんなやり取りをして、電気屋は帰ってゆく。

「さぁ、午後は畳屋が来ることになっているからね。もうふぶきに汚いなんて言わせないよ」

　そう言って嬉しそうにエアコンを見上げる紅の後ろ姿を、のぞみは複雑な気持ちでジッと見つめた。




「おお、ピカピカじゃ」

　井草の香りが心地いい真新しい畳の部屋に一歩入って、ふぶきは声をあげた。

　襖を隔てたもうひとつの部屋でも、子どもたちの歓声があがっている。

　本当に畳を替えただけで見違えるように園全体がピカピカになったように思える。心まで清々しい気分になるのだから不思議だった。

　のぞみは、ふふふと微笑んで彼女に語りかけた。

「寝そべったらもっと気持ちいいよ。先生お昼に一番乗りでゴロゴロさせてもらっちゃった」

　するとふぶきは目を輝かせて、ストンと畳の上に腰を下ろす。そして伊織が止める間もなくゴロンと横になり、気持ちよさそうに笑顔になった。

「うふふ、ふふふ。わらわ、新しい畳が大好きじゃ。ふふふ」

　ゴロゴロと転がるふぶきに、のぞみまで笑顔になる。

　初めて見た彼女の笑顔はとてもかわいらしかった。

「気持ちいい？」

　のぞみがしゃがみ込んで問いかけると、嬉しそうに頷くのがまたかわいらしい。やっぱり彼女自身はどこにでもいる普通の女の子だ。

　伊織が苦々しい表情で口を挟んだ。

「姫さま、親王台を運びますゆえ、身体を起こしてくださいませ」

　それにふぶきが首を振った。

「いらない」

「え」

「このままでよい。こっちの方が気持ちいい」

　そう言ってまた天井を見上げる。そしてあるものに気がついた。

「あ！　あれか？　あそこから冷たい風が出るのじゃな」

　エアコンだった。

　ふぶきが来る少し前からパワーを最強にしてガンガンに冷やしてある。

　のぞみにとっては長袖を羽織りたくなるくらい部屋はキンキンに冷えているが、ふぶきには心地いいようだ。気持ちよさそうに目を閉じている。

「冷たい風……？」

　伊織が呟いた。

「エアコンをつけたんです。ここは御殿のように自然に温度調整できる場所じゃないですから、ふぶきちゃんには暑いんじゃないかと思って」

　のぞみが説明すると、伊織は首をかしげてまた呟いた。

「暑かった……？」

　やはり紅が言った通り、伊織はそこまで考えが至っていなかったようだ。

　エアコンを見上げて絶句している。

　召使いとして姫の不調に気が付けなかったことに愕然としているようだ。でもあやかし自体が暑い寒いをそれほど感じないのだとしたら、それは仕方がないだろう。

　現に今だって、言われるまでこの部屋がキンキンに冷えていることにも気が付かなかったのだから。

　その時、隣の部屋できゃーという歓声があがる。

「こっちへ来るなぁー」

「ふんじゃうぞぉ」

　おそらく向こうの部屋でも新しい畳に寝そべって、ゴロゴロとやっているのだろう。

　それに伊織がハッとしたようにふぶきを見た。

　彼女がうるさいと言うなら、隣の部屋へ注意しに行くつもりなのだろう。

　だがふぶきは寝そべったまま伊織ではなくのぞみを見た。そして意外なことを言った。

「隣の部屋も畳を新しくしたのか？」

　のぞみは頷いた。

「そうよ。皆ふぶきちゃんと一緒で新しい畳が気持ちいいのね。きっとゴロゴロしてるのよ」

　ふぶきはそれに答えずに大の字になって天井を見つめている。

　そこへ伊織が問いかけた。

「姫さま、うるさいようでしたら静かにさせましょうか」

　ふぶきは少し考えて首を振った。

「いい」

「え？　……ですが」

「べつにうるさくない」

　そしてまた目を閉じた。

「新しい畳にゴロゴロするのが気持ちがいいのは、皆一緒じゃ」




　それからしばらく、のぞみは隣の部屋にいたが、子どもたちが騒いでもいつもみたいに伊織が注意をしに来ることはなかった。

　はじめは恐る恐るだった子どもたちも今は元気に遊んでいる。それを確認してから、のぞみは隣の部屋をそっと覗いた。

　ふぶきは襖の前を行ったり来たりしている。

　いつもなら親王台に寝そべって、不機嫌に目を閉じているのに、今日はどこかそわそわして隣の部屋の様子が気になっているようだ。

　のぞみを見るとパッと顔を輝かせた。

「気になる？」

　尋ねると、こくんと素直に頷いた。

「今日はなんの遊びをしてるのじゃ」

　子どもらしい問いかけに、のぞみはふふふと笑ってしまう。

　すると隣で「やったー！」という声があがった。

　のぞみはくすくす笑いながら、ふぶきの問いかけに対する答えを口にした。

「すごろくよ。どうやらかの子ちゃんが一番にあがったみたい」

　ふぶきが首をかしげて、のぞみに確認をする。

「……誰が勝つかわからないんじゃったな」

「そうよ。そのルールでよかったら、またやってみる？」

　ふぶきは少し考えて、ぼたもちみたいなほっぺたを桃色に染めてこくんと頷いた。

　その後ふぶきは、すごろくだけでなくほかの遊びにも加わった。

　もちろんその間、彼女とほかの子たちの間に小さなギャップは数えきれないくらいあったが、その都度丁寧に説明をすれば特に喧嘩にはならなかった。

　伊織がいちいち口を出してこないのも、のぞみにとってはありがたかった。

　今日の伊織はそれどころではないようだ。

　彼はふぶきの不調に気が付けなかった自分にがっかりして、すっかり気落ちしてしまっている。

　部屋の隅に座ってしょんぼりと耳を折っていた。

「ああいう挫折知らずのエリートほど、ちょっとの失敗でも心が折れてしまうんだ。そっとしておいてやろう」

　サケ子の言葉に、のぞみは黙って頷いた。

　そうやって伊織の目から離れているうちに、ふぶきはどんどん子どもたちと打ち解けていった。

　部屋と部屋の間を隔てている襖は取り払われて、その中を子どもたちが走り回る。

　いつものあやかし園の風景だ。

　のぞみの胸は熱くなった。

「ねえ、ふぶきちゃん！　三輪車しようよ！　御殿にはないでしょう？」

　かの子がふぶきの袖を引く。すごろくで最後まで勝利を争い切磋琢磨したふたりは、もうすっかり友だちだ。

　すごろくが終わってからもかの子はふぶきを引っ張って、あれやこれやと世話を焼いている。御殿にはない遊びをふぶきにおしえようと一生懸命だった。

　ふぶきもそれに素直に応じているが、三輪車に関しては残念そうに首を振った。

「庭はダメじゃ。暑い」

　ふぶきは自分にはエアコンの風が必要だとよく理解したようだ。ちゃんと暑いと伝えられるようになったのも進歩だった。

「ひ、姫さま、ダメですよ、エアコンのそばにいなくては」

　今日初めて、伊織が口を挟んだ。青くなって彼女を止めるその姿は、心底ふぶきを心配しているようだ。

「そっかぁー」

　かの子が残念そうに眉を下げる。

　ふぶきもまた残念そうだった。

　するとそこへ、意外な人物から声がかかった。

「これを着てみたらいいんじゃないかい？」

　こづえだった。

「こづえさん!?」

「お母さん！」

　仕事中のはずなのにいつのまにか部屋にいたこづえに驚いて、のぞみとかの子は同時に声をあげる。

　彼女は手におもちゃ屋さんのショッピング袋を持っていた。

　そしてそれをガサガサさぐって、中から水色のラメがたくさんついた子ども用のドレスを取り出した。

「そんな十二単衣を着てたら暑いのはあたりまえさ、これに着替えたら少しはましになるだろう」

「こづえさん、お仕事抜けてきたんですか？」

　のぞみの言葉にこづえは頷いた。

「今日の飲み会のメンバーに電気屋の息子がいてね。あやかし園にエアコンをつけたと言っていたから、ピンときてさ。ふぶきのためなんだろう？」

　こづえは、夜の街で合コンなどの飲み会にまざってぞぞぞを稼ぐあやかしだ。

「そうです」

　頷きながらのぞみは昼間の電気屋のことを思い出していた。

　そういえば、彼は今日飲み会があると言っていた。

「わたしも気になっていたんだよ。かの子は友だちになりたがっていたからね。どうだい？　着てみるかい？　涼しいよ」

　薄い素材で作られた水色のドレスはキラキラだ。ラメがたくさんついた透けるマントまで付いている。

　確かこれは、少し前に人間の間で大ヒットしたファンタジーアニメ映画の中の氷の王女さまが着ていたドレスだとのぞみは思う。

　ふぶきが目を輝かせてドレスを受け取る。でもまだ少し迷っているようで、ちらりと上目遣いに伊織を見た。

　伊織がため息をついた。

「……姫さまの体調が第一ですから、涼しいならその方がいいでしょう。それにそのドレスは人間の世界では王女さまが着る服ですから、姫さまにもふさわしい。そうですよね、のぞみさま？」

「え！　ええ……まぁ、そうです」

　のぞみは曖昧に返事をする。

　正確には〝人間の世界の映画の中の王女さま〟だし、〝王女さまに憧れる女の子たちが着るためのドレス〟だが、この際細かいことはいいだろう。

　のぞみはふぶきに向かってにっこりとした。

「氷の世界の王女さまなんだよ。ふぶきちゃんにぴったりだね」

「うふふ」

　ふぶきが嬉しそうに頷いて、ドレスを抱きしめた。

　ドレスはふぶきにピッタリだった。

　サイズもさることながら、水色とキラキラがクリスタルのような彼女の髪と瞳によく映えて、まるで本当にあの映画の中から飛び出てきたようだ。

　あっという間に、ふぶきは女の子たちに囲まれる。

「ふぶきちゃんかわいいー！」

「キラキラ！」

　皆彼女に興味津々で、小さな手を伸ばしドレスに触れている。

「髪もくるくるにしたらかわいいんじゃないかな？」

　かの子の言葉にふぶきもまんざらではなさそうだ。

　男の子たちもチラチラと彼女に視線を送り、どうやら気になって仕方がないようだ。なかでも八平は少し頬を赤くして、ボーと彼女を見つめている。

　こづえが満足そうに頷いた。

「ぴったりだったね。今日は少し涼しいし、これならちょっとくらいだったら外に出られるだろうよ」

　のぞみの胸が熱くなった。

「こづえさん、ありがとうございます」

　いくらピンときたからといって、わざわざ仕事を抜けてまでドレスを届けてくれるなんてありがたいとしか言いようがない。

　こづえが首を振った。

「いやいいんだよ。私も気になってたんだ。のぞみも随分気に病んでいたみたいだし、なにより、かの子がふぶきと友だちになりたがっていたからね。ま、思いつきだったんだけど、うまくいったならよかった」

　そう言ってこづえはえへんと咳払いをした。

「さて、ちょっと抜けちまった分、また稼ぎに行かなきゃならないよ。かの子、また迎えに来るからね」

「うん、いってらっしゃい！」

　かの子が答えると同時に、こづえはパッと消えた。




「やぁ、似合うじゃないか、ふぶき」

　皆の注目がふぶきに集まる中、紅が見回りから帰ってきた。

「紅さま!!」

　子どもたちが一斉に彼に飛びついた。

「おかえりなさい!!」

「ふふふ、ただいま」

　そう言って彼は子どもたちひとりひとりの頭を撫でてやっている。

　のぞみは彼に説明をした。

「こづえさんが用意してくれたんです。氷の国の王女さまのドレスなんですよ」

　紅がふぶきに微笑みかけた。

「本物の姫みたいだよ」

「うふふ」

　ふぶきが嬉しそうに、頬を染めた。

「ふぶきさまは、本物の姫さまですよ！」

　伊織が青筋を立てるのを無視して、紅は持っていた袋をガサガサする。そして中からあるものを取り出した。

「じゃあその王女さまに、ちょっとお手伝いをお願いしようかな」

「わらわに？」

「そう、ふぶきにしかできないよ」

　そう言う紅が手にしているものがいったいなんなのか、その場にいる中でのぞみだけがわかった。

「あ！　かき氷ですね！」




　ふぶきがなにも載っていない皿の上に小さな両手をかざし、クリスタルのような目を閉じる。すると、ひんやりとした風がヒューと吹いて、あっという間に丸い氷ができあがる。

　それを紅が買ってきたかき氷機でガリガリやると、ふわふわのかき氷のできあがりだ。

　のぞみはサケ子と手分けして、次々に色とりどりのシロップをかけてゆく。ひと口食べればどの子も皆、花が咲いたような笑顔になった。

「あまーい！」

「おいしーい！」

「ふぶきちゃんすごーい！」

「ありがとう！」

　子どもたちの言葉に、ふぶきは頬を真っ赤に染めて、一生懸命氷作りに熱中している。

　さっき、のぞみは彼女にもイチゴのシロップのかき氷をひと口、味見させた。ふぶきはびっくりしたように目を開いて、ぱぁっと笑顔になった。

『美味しい！』

　一瞬もっと食べたそうにして、でもまたすぐに氷作りを再開した。

『わらわが氷を作らないと皆が食べられないからな』

　御殿では自分が最優先というのがあたりまえのはずなのに、今は任された仕事をちゃんとやろうという責任感に燃えている。

　その姿がかわいかった。

　やがてかき氷は皆に行き渡る。

「ふぶきちゃんおつかれさま。ありがとう」

　のぞみが声をかけると、ふぶきは嬉しそうに微笑んだ。

　子どもたちからふぶきに向かって声がかかる。

「ふぶきちゃん、こっちで一緒に食べよー！」

　その中にはかの子もいて、笑顔で手を上げている。ふぶきは嬉しそうに頷いて、自分のかき氷のお皿を手に子どもたちの輪に加わった。

　シロップの色に染まる舌を見せるかの子の隣で、嬉しそうに食べ始めるふぶきを確認してから、のぞみは紅に向かって微笑んだ。

「おつかれさまです。皆大喜びですね」

「うん。……でも、電動にすればよかったな」

　紅が、かき氷機を回し続けて痺しびれてしまった手をぶんぶんと振る。

「ふふふ、この分だと、子どもたちに毎日せがまれそうですしね」

「でも電動は高かったんだ……」

　そう言って紅は肩をすくめた。

「おい、伊織。請求書を御殿に送っておくからね」

　伊織はあいかわらずしょんぼりとして縁側に座っている。

　のぞみは少し考えてから、彼のもとに歩み寄った。

「伊織さん」

　呼びかけると彼は顔を上げて、切れ長の目を瞬かせてのぞみを見た。

「かき氷、ちょうどあとひとり分ありますよ。いかがですか」

　伊織は意外そうに目を見開いて、わいわいとかき氷を食べる子どもたちに視線を移す。

　そしてうつむいて、小さな声で呟いた。

「……では、ブルーハワイをお願いします」

　青い色のシロップをたっぷりかけたかき氷を持っていくと、伊織は黙って受け取って、ひと口食べて白い尻尾をふわりとさせた。

「伊織さんブルーハワイをご存じだったんですね」

　かき氷を初めて食べる子どもたちに人気だったのは、イチゴ、メロン、レモンなどフルーツ味のシロップだった。どんな味かイマイチ想像できないブルーハワイは一番たくさん残ってしまった。

　そのブルーハワイを伊織が頼んだのは意外だった。

　伊織が目をパチパチとさせてから、少し遠い目をした。

「昔、姉さんとよく食べたんです」

「姉さん……志津さんですか？」

「そうです」

　伊織は頷いた。

「私たちが育った稲荷神社では毎年人間が夏祭りを催してくれました。私たち狐の子どもたちにとっても年に一度の楽しみだったんです。たくさんの夜店が並んで、それはそれは華やかだったんですよ」

　そう言って伊織は、もうひと口かき氷を口に含んだ。

「私と姉さんはかき氷が大好きで、ふたりでよく人間に化けて、かき氷を食べに行きました。決まって姉さんはメロン、私はブルーハワイを」

　白い子狐がふたり並んでかき氷を食べている、そんな光景が脳裏に浮かび、のぞみは思わず笑みを漏らす。

「きっととってもかわいかったでしょうね。おふたりとも本当におきれいですから」

　でも伊織がジッと自分を見つめていることに気が付いて、慌てて笑みを引っ込めた。

「あ、すみません。笑ったりして……」

「いいえ」

　伊織がコンと鳴いて首を振る。そして手の中の青い氷に視線を落とした。

「……志津姉さんは、ずっと私の憧れだったんです」

　どこか迷うように始まった伊織の話に、のぞみは耳を傾けた。

「姉さんは一族の中でも飛び抜けて聡明で、美しかった。だからこそ一族の期待を一身に背負って、紅さまに嫁入りをしたんです。紅さまは長の中でもずば抜けて強い力をお持ちです。それは……もしかしたら、大神様に匹敵するのではと噂されるくらいに」

　のぞみは、都で紅から聞いた志津と一族の関係についての話を思い出していた。

「人間を敬わなくてはならない、これも一族の大切なおしえです。でも婚姻となれば話は別です。私は姉さんに誰よりも幸せになってほしかった。それなのに紅さまは人間を選ばれた。姉さんではなく……」

　伊織はそう言って丸い眼鏡の奥からのぞみをジッと見つめた。思わずのぞみは身構える。だがその瞳に、いつものぞみを震えあがらせる冷たい色は、微み塵じんも浮かんでいなかった。

　伊織がフッと微笑んだ。

「どうして姉さんよりも人間をと、私は不満に思っていたのです。……でも少しだけ、紅さまがあなたさまを選んだわけがわかったような気がします。……ふぶきさまの不調に気が付いてくださいましてありがとうございました」

　そう言って伊織は神妙に頭を下げる。

　のぞみは慌てて首を振った。

「私はなにも、あれは紅さまが……」

　その時。

「伊織!!」

　庭から聞こえる鋭い声。

　見ると志津が立っていた。

「あなたまた、のぞみ先生に失礼なことをしてるんじゃないでしょうね！　なんだか嫌な予感がして少し早く迎えに来てみれば、まったく油断も隙もないんだから」

　ぷんぷんしながら伊織に詰め寄る志津を、のぞみはあたふたと止めた。

「ち、違います志津さん。志津さんと伊織さんの思い出話を聞いていたんです」

　のぞみの言葉に志津は首をかしげて、伊織の手の中のブルーハワイに目を留める。そして嬉しそうにコンと鳴いた。

「まぁ、かき氷！　懐かしい！」

　そこへ太一がやってきた。

「母ちゃん！　早かったんだな！」

　志津に飛びついて嬉しそうに尻尾をフリフリさせている。

「ふふふ、もうすぐお父さんも帰ってきますよ」

　微笑んで頬を寄せ合う母と子に、伊織が穏やかに問いかけた。

「姉さん、……姉さんは幸せなんですね」

　志津にとっては少し唐突なその言葉に、彼女は驚いたように伊織を見る。

　でもすぐに、にっこり微笑んだ。

「もちろんよ」
















第五章　天狗様のマリッジブルー







　子どもたちが皆帰り、誰もいなくなったあやかし園の縁側に腰掛けて、のぞみは園庭を眺めている。

　森からはりーんりーん、コロコロコロと虫の鳴き声が聞こえてくる。

　まだまだ暑いけれど、どこか秋を感じさせる夜だった。

　少し湿った空気の香りを感じながら、のぞみは今日一日の出来事を思い出していた。

　見違えるほどに明るくなって楽しく一日を過ごしたふぶきは、嬉しそうに手を振って迎えの籠に乗り込んだ。

　伊織はその傍らで、丁寧に頭を下げて帰っていった。

　とりあえず、すぐにあやかし園がなくなることはなさそうだ。

　そのことに、のぞみは大きく安堵していた。

「待たせたね」

　声をかけられて振り返ると、誰もいない部屋に紅が立っていた。

　ついさっき帰っていったサケ子と入れ替わるようにして見回りから戻ってきたのだ。

　ふぶきが保育園に来るようになって、彼は以前ほどのぞみの周りを厳重に警戒することはなくなった。

「少し疲れたかい？　今日はよく頑張ってくれたね」

　紅の労いの言葉にのぞみは首を振った。

「私はなにも。全部紅さまと皆さんのおかげです」

　本当に今日はいろいろなことがあった。

　事態はいい方向に向かいつつあるように思うけれど、のぞみ自身は特になにもしていない。

　ふぶきの不調の原因に思いあたったのは紅だったし、対処してくれたのも彼だった。

　ふぶきが子どもたちの輪にすんなり入っていけたのは、かの子やこづえの力添えのおかげだ。

「それに、ふぶきちゃん自身もよく頑張ったと思います」

　そう言ってのぞみは、ふぶきが帰っていったあとの夜空に浮かぶ月を見上げる。

　紅が縁側に歩み寄り、後ろから抱え込むようにそっとのぞみを抱きしめた。

　大好きな香りに包まれて、のぞみの頬が熱くなった。

「……のぞみは本当に子どもたちのことを一番に考えるいい先生だね」

　でも囁かれた言葉は、なぜか少し寂しげだった。

　のぞみは小さく首をかしげる。

「紅さま……？」

「あやかし園にはのぞみが必要だ。子どもたちはのぞみが大好きだし、のぞみも皆が大好きだ」

　まるで確認するかのようにそう言って、紅は一旦言葉を切る。そしてのぞみの首に顔を埋めて小さくため息をついてから、もう一度口を開いた。

「……私たちの結婚は、もう少し時間をかけなくてはいけないようだ」

「……え？」

　のぞみは声を漏らして振り返る。

　唐突に話題を変えた彼の意図がわからなかった。

「大神が納得するまで待たなくてはならないからね」

　温かい彼の手が、なだめるようにのぞみの頭を撫でる。

　それはもうとっくにわかっているはずの事実だった。

　でも彼の口から出たことに、得体の知れない不安をのぞみは感じていた。

『大神の許しなんていらないよ。私たちは絶対に夫婦になる』

　あの春の夜に確かに彼はそう言った。

　もちろんそれが無理だというのはわかっている。

　けれどそれでもその言葉に、のぞみは勇気づけられていたのに……。

「まぁ、気長に待とう。どれだけ時間がかかっても私ののぞみへの気持ちは変わらない」

　いつもの気楽な口調でそう言って、紅はのぞみの額に口づける。そしてまた月を見上げた。

　その赤い瞳を見つめながら、のぞみは昼間電気屋と話をした時のことを思い出していた。

　あの時も紅が電気屋に言った言葉に、のぞみの胸は、今と同じような違和感を覚えた。

『私とのぞみは〝ただ付き合っているだけ〟じゃない。すでに……』

〝すでに夫婦同然さ〟

　いつもの彼ならそう言ったはず。

　そう言って、のぞみを少し困らせたはず。

『気長に待とう』なんて、どこか彼らしくない。

　思い過ごしかもしれないほんの少しの違和感。でものぞみの胸は、不安な色でいっぱいになった。




　子どもたちの声があふれるあやかし園のいつもの部屋をふわふわと漂う緑色のぞぞぞ。その中でえんがぎゃーと泣きだした。

　何人かの子どもたちがそれに気が付いて見上げている。

「せんせー、えんちゃんが泣いてるよー！　せんせー！　いーおーりせんせー」

「こらこら、私は先生ではありませんと何度言ったらわかるんですか」

　小言を言いながら、伊織はよいしょと立ち上がる。そして、慣れた手つきでえんを腕に抱いた。

「早く抱いてやらんからじゃ。泣いておるのに、かわいそうではないか」

　その伊織に、今度はふぶきが小言を言った。

「姫さま、赤子というのは泣くのが仕事でございます。姫さまがお遊びになられるのと同じですゆえ、かわいそうではないのですよ」

　もう何度も目にしたそのやり取りに、のぞみは目を細めて、くすくす笑った。

　ふぶきのお守り役のはずの伊織は、ここのところすっかりえんのお守り役のようになっている。

　そもそも園になじんでしまえば、ふぶきにお守りなど必要ないからだ。

『ぼーと突っ立てるなら、えんのオムツでも替えとくれ。……まったく、エリートは潰しがきかないんだから』というサケ子の嫌味と、『せんせーの邪魔になるなら、もう伊織はついてこなくてよい』というふぶきの叱咤に、一念発起した彼は、今や子どもたちから〝いおりせんせー〟と呼ばれるほどになった。

　随分身体がしっかりしてきたえんは、大きな目をきょろきょろさせて、周りの子どもたちに興味深々だ。

　伊織は庭を走り回る鬼三兄弟や太一がよく見えるように、えんを縁側に連れてゆく。

　彼女はそうされるのが大好きなのだ。

　伊織の腕の中できゃっきゃっと嬉しそうに声をあげるえんを覗き込んで、のぞみは微笑んだ。

「ふふふ、えんちゃんすぐご機嫌になった。もうすっかり伊織さんが大好きですね」

　伊織が得意そうに胸を張る。

「狐の一族は集まって子育てをします。年上の子どもが下の子どもの面倒をみるのがあたりまえなのですよ。私だって本気になればこれくらい」

「子どもたちが増えて、私もサケ子さんもここのところ忙しかったんです。助かっちゃった」

　のぞみがそう言うと、伊織は照れ臭そうに尻尾をパタパタさせた。

「そ、それはよかった」

　するとその白い毛が一本舞い上がり、はらりとのぞみの髪に着地する。

「あ、申し訳ありません」

　それを掴もうと伊織がのぞみに手を伸ばした、その時。

「のぞみにさわるなと言っただろう。次は命をかけろと言ったはずなのに、お前は本当に命知らずだね」

　ふたりの間にぐいっと割り込む人物がいた。

「こ、紅さま!?」

「まったく油断も隙もないんだから」

　ぷりぷりしながら、紅が伊織からのぞみをかばうように抱きしめる。

「きゃっ！　は、放してください!!」

　のぞみはジタバタと暴れるが、その腕はびくともしない。

　伊織が呆れたような声を出した。

「……紅さまは長さまなのに、のぞみさまのことに関してはここの子たちよりもずっと我慢がきかないですね。大神様との仲がここまでこじれるのも納得です」

「その件は、どこからどう考えても大神が悪いんだ。なにせ私たちは相思相愛なのに横よこ恋れん慕ぼしたのはあっちなんだから。そうだろう？」

　紅が口を尖らせる。

　伊織がしぶしぶ頷いた。

「まぁ、それは、そうかもしれませんが……」

「わかっているなら、さっさと大神を説得してきておくれ。主人の間違いを正すのも召使いの役目だろう」

　紅がめちゃくちゃなことを要求する。

　伊織が青ざめて首を振った。

「そ、そんなことできるわけがないじゃないですか。そんなまるでスパイみたいこと……！」

　白い狐はあわあわ言う。

　最近はふぶきとともにすっかり保育園になじんでしまっている伊織だが、未だ大神からの使命を負ってここにいることには変わりない。

　きっと御殿ではのぞみが思うよりもずっと、複雑な立場なのだろう。

　それを気の毒に思いながらも、のぞみは藁わらにも縋すがるような気持ちで口を開いた。

「……伊織さん、私どうしても大神様のお妃さまになることはできません。なんとか大神様が、諦めてくださるような方法はないでしょうか。そもそも大神様と私は一度しかお会いしていないんです。それなのにどうしてここまで執着なさるのか……伊織さんに心あたりはありませんか。それがわかればもしかしたら説得できるかも」

「説得なんて、大神には無駄だよ、のぞみ。どうせやつは聞く耳を持たない」

「でも……」

　紅の言葉に、のぞみは悲しい気持ちになった。

　大神が諦めるまで待ち続ける、それが今のところ最善の策なのは確かだ。

　でもそれじゃあ、いつ結婚できるか全然わからない。

　紅はそれで平気なのだろうか。

　眉を下げるのぞみを、伊織が気の毒そうに見つめている。そして少し迷いながら口を開いた。

「……これは私のひとり言ですが」

　紅が眉を上げた。

「……おそらく、大神様はのぞみさまのぞぞぞを特に気に入られたのだと思います。〝あのぞぞぞが忘れられない、また食べたい〟と思い出したようにおっしゃっておいでですから」

「自分勝手なやつだ。話にならないよ」

　紅が呆れたようにため息をつく。

　それをチラリと見てから、伊織がまた口を開いた。

「これもまたひとり言ですが……、たとえばのぞみさまのぞぞぞを時々大神さまに献上するとお約束すれば、もしかしたら……」

「そんなことできるわけがないじゃないか！」

　伊織の言葉を遮って、にべもなく紅が言う。

　でものぞみの考えは違っていた。

「どうしてですか!?　それでお許しが出るなら私はそれでもいいと思います」

「ダメだ。のぞみのぞぞぞは誰にもやらないよ」

「そんな……！」

　ふたりの間に少し険悪な空気が漂う。

　でもその時。

「せんせー、おむかえきたー！」

　子どもたちの声がふたりのやり取りを遮った。

　のぞみはハッとして口をつぐむ。

　伊織の話に夢中になるあまり、仕事中だということをすっかり忘れてしまっていた。

「い、今行くね」

　無理やり笑顔を作り、子どもたちに応えてからチラリと見ると、紅は腕を組んでそっぽを向いている。

　その姿に、のぞみの胸がキリリと締め付けられた。

　結婚を認めてもらうための足がかりがようやく見つかったかもしれないのに、どうしてそう頑ななのだろう。

　ぞぞぞなんて、いくらあげたってのぞみ自身は痛くも痒くもない。

　だったら、あげてしまえばいいじゃないか。

　のぞみはなによりも結婚を最優先に考えたいのに……。

『気長に待とう』

　少し前の夜の彼の言葉が頭に浮かんで、のぞみの胸はまた不安でいっぱいになった。




「のぞみ、それはいわゆるマリッジブルーってやつじゃないかい？」

　夏の盛りはとうに過ぎて、少し涼しい風を感じられるようになったある日のこと、いつもの時間、いつもののぞみの部屋で温かい茶をすすりながらこづえが言う。

「マリッジブルー……」

　彼女から出た少し意外なその言葉を、のぞみは湯呑みを手に繰り返した。

　のぞみの中の紅に対する不安は、日に日に大きくなるばかりだった。

　彼はあいかわらず優しくて、のぞみを大切にしてくれている。それだけ見ればいつもとなにも変わらない。でも結婚の話となると話は別だった。

　のぞみのぞぞぞと引き換えに結婚の許しをもらうという伊織の案を、紅は結局受け入れなかった。

　諦めきれないのぞみは、その後も何度か彼に提案したが、いつもはぐらかされて、さりげなく話題を変えられる。

　かといってほかになにかいい案を考えているようにも思えない。本当に許しが出るまで待つつもりのようだった。

『私たちはもう夫婦同然だろう？』

　以前はよく言っていたその言葉を聞くこともなくなった。

　その彼の姿に、のぞみは疑念を抱くようになっていた。

　……もしかしたらもう彼は結婚する気がなくなってしまったのでは？

　気のせいだ、考えすぎだといくら自分に言い聞かせてもその思いはのぞみの頭から離れなかった。

　そしてそれは、ついさっきこづえがなにげなく口にしたある言葉をきっかけにあふれ出してしまったのである。

『のぞみ、人間は結婚する時に皆を集めて宴会をするんだろう？　その時、花嫁以外もいい服を着ていくっていうのは本当かい？　どんな服がいいんだろう。のぞみの結婚なら私はとびきりいい服を着ていきたいよ。この前ふぶきのドレスを見に行った時にさ……』

『こづえさん、紅さまと私、結婚なんてできないと思います』

　そしてそのまま、せきを切ったように、ここ最近の不安な思いを吐露してしまったのである。

　いつもそばにいて、のぞみにあやかしのことをおしえてくれるありがたい友人は、黙ってのぞみの思いを聞いてくれた。

　そして感想を漏らしたのである。

「マリッジブルーだよ、きっと」

「こづえさん、そんな言葉も知ってるんですね」

「あたりまえさ、私は毎日合コンに行ってるんだよ」

　こづえが得意そうに言う。そしてちゃぶ台に身を乗り出して話し始めた。

「マリッジブルーって結婚を前にいろいろ不安になることだろ。普通のあやかしの結婚はビビッときたらすぐその日にくっつくから、そんなことありえないんだけど。のぞみと紅さまの場合は、大神様にストップをかけられちまったからね。いろいろ考える時間があればそういう不安も出てくるんだろう」

「マリッジブルー……」

　のぞみはまた呟いた。

　知識としては知っていても、自分に関係があるとは思っていなかった言葉だ。

　そもそものぞみの結婚は普通の結婚ではない。

「のぞみは不安になってしまっているんだ。紅さまは立派な方には違いないけど、……まぁ、ああいう方だから、本当に夫婦としてやっていけるだろうかってね。……かわいそうに」

　そう言ってこづえは、憐れむようにのぞみを見た。

「夫婦としてやっていけるか不安に……？」

　呟いて、のぞみは慌てて首を振った。

「ち、違います！　私はそういう意味で不安になってるわけではありません。……でも」

「でも？」

「でももしそうなら……私じゃなくて、紅さまがそうなのかも」

「え？　紅さまが？」

　こづえが目をパチクリさせる。

　のぞみは頷いた。

「……きっとそうです。紅さまの方がマリッジブルーなんですよ。大神様に反対されて、ちょっと冷静になって、このまま私と結婚してしまっていいのかなって思って……」

　言いながらのぞみは考えを巡らせる。

　ついさっき指摘されたばかりの、思いつきのようなその言葉、でも口に出してしまえば、悲しいくらいにぴったりとつじつまが合う。

　一方でこづえの方はそうでもないようだ。

「紅さまが、マリッジブルー……？」と呟いて、首をひねっている。

　そこへのぞみはたたみかけた。

「だって変わってしまったのは紅さまなんです。気のせいじゃないと思います。前はあんなに結婚結婚って騒いでたのに、今は私が結婚の話をすると、待とう待とうってそればっかり……」

「でも、あいかわらずのぞみのことが大好きじゃないか。この間も伊織が話しかけただけで、ぷんぷん怒ってたって、かの子が言ってたよ」

　そう言ってこづえは隣で煎餅にかぶりつく、かの子の頭を撫でる。かの子がにっこり頷いた。

　のぞみの頬が熱くなった。

「そ、それは……！　そうですけど……。でももしかしたら結婚となると話は別だって思ったのかも……。そう、きっとそう」

　のぞみは自分自身の言葉に頷いた。

　そして都から帰ってきてずっと、不安に思っていたことを口にした。

「私、人間だから……紅さまにはふさわしくないのかも」

「のぞみ」

　こづえが眉を寄せた。

「そういう言い方をするもんじゃないよ」

「でも……！　でも都ではそう言われました。長さまなのにって。もしかしたら紅さまも、……そう思ったのかも」

「ほかのあやかしが言うことなんか気にすることはないんだよ。紅さまは昔から女の人気だけはあったから、やっかまれているだけなんだから」

　優しいこづえの言葉にも、のぞみは頷くことはできなかった。

「でも私が人間で紅さまのお役に立てないのは本当です。それなのに、紅さまが私を好きになったのは……私があやかし使いだから……」

　その言葉にこづえが反応した。

「え？　あやかし使い？　のぞみが？」

「……大神様に言われました」

「そうなんだ……」

　のぞみは眉を下げた。

「紅さまはきっと、私を好きになったんじゃなくて、私の血筋に惹かれたんです。それで……、そのことに紅さま自身が気が付いたんじゃないでしょうか。それで私じゃなくて、あやかし使いが好きなのに、私とこのまま結婚してもいいのかって思って……」

「だー！　ストップ、ストップ！」

　ぐるぐるとすべて悪い方向に向いてしまうのぞみの思考に、こづえが待ったをかける。

　そしてちゃぶ台越しに、のぞみの肩をがしっと掴んだ。

「いいかい、のぞみ。確かに私たちはあやかし使いに惹かれる。でもそんなに珍しいものでもないんだ。子孫は散り散りになってそこら中にいるからね。私も何回か見たことがある。合コンで妙に馬が合う男がいてさ、お持ち帰りされそうになったんだ。でもまさか、結婚しようなんて思わない」

「でもどうしてこの人を好きなんだろうって、ふと疑問に思うことだってあるでしょう？　その時に相手があやかし使いだったら、あれ？　これでいいのかなって思いません？」

　こづえがため息をついた。

「のぞみ、男なんてもんは、のぞみが思うほど複雑じゃないよ。特に紅さまは……好きなものは好き、それだけさ。のぞみが言うように本当に紅さまが結婚に後ろ向きになっているとしても、きっとのぞみが思うようなことが原因じゃない。もっとバカみたいな、聞いたら拍子抜けするようなことが理由さ。そう思い詰めないで」

　こづえの言葉にのぞみは納得できなかった。

　聞いたら拍子抜けするようなバカみたいな理由なんて全然見当もつかない。それに、万が一そんな理由だったとしても、ことはほかでもない結婚に関する話なのだ。

　どんな理由だとしても彼が結婚したくないと思うなら、のぞみから気持ちが離れてしまっていることには変わりない。

　でもこづえの気持ちを無下にすることもできなくて、のぞみはこくんと頷いた。




　物事は一度そうだと思い込んでしまったら、なにもかもがそのように見えてくるものなのかもしれない。

　こづえは否定したけれど、紅がマリッジブルーだという考えは、のぞみの頭の中を支配した。そしてそのような目で見れば、彼の言動のすべてが疑わしく思えた。

『大神を説得するなんて無理な話さ。どれだけ時間がかかっても私の気持ちは変わらないよ。安心して、のぞみはなにも心配することはないんだから』

　優しいはずのそんな言葉でさえも、まるで誤魔化されているように感じてしまう始末だった。

　もしかしたらずっとこんな日々が続いて、結婚なんて永遠にできないのではないだろうかとのぞみは思い始めていた。

　そんなある日。

「紅さま、明日はふぶきちゃん来てくれるでしょうか」

　一日の終わり、保育園からアパートまでの道のりをのぞみと紅は手を繋いでゆっくりと歩いている。

　虫の声が耳に心地いい夜だった。

「うーん、どうだろう？　気が向いたら来るとは思うけど」

　紅が首をかしげながら答えた。

　ふぶきが三日連続で保育園を休んでいるのだ。

　伊織から体調が悪いわけではないと連絡を受けているから、とりあえずは安心しているが、だったらなおさら欠席の理由が気にかかる。

　そしてその理由にのぞみは心あたりがあった。

「かの子ちゃんが、すっかりしょげちゃって……」

　そう言って、のぞみは眉を下げた。

　ふぶきが休み始める前の日の終わりに、かの子とふぶきが喧嘩をした。

　理由は子ども同士ならよくあるような取るに足らないことだ。

　どちらが悪いともいえないような喧嘩だったけれど、とにかく仲なおりをする前に、ふぶきの迎えが来てしまって、そのまま彼女は帰ってしまったのである。

　かの子とふぶきは、もう親友といっていいくらいに仲よしになっていたから、かわいそうにかの子は、目に見えて落ち込んでいる。

　もちろん欠席の理由が喧嘩だとは限らないけれど……。

「どうして来てくれないのかな、紅さま伊織さんに聞いてみてくれました？」

　あやかし園では保護者からの連絡は紅に直接伝えられる。

　おそらくはあやかし同士でしか通じないような方法なのだろう。それは仕方がないけれど、保育士としては直接親御さんに伝えられないことに、もどかしく感じる時もある。

「うん、やっぱりかの子のことで少しヘソを曲げてるようだ。でも時間が経てば来るんじゃないかな。まぁもともとふぶきはどうしても保育園に来なくてはいけないというわけでもないし……」

　なんでもないことのように紅は言う。

　でも、のぞみは彼ほど楽観的には考えられなかった。

「でも、それじゃちょっと、かの子ちゃんがかわいそうです。ふぶきちゃんも。たぶん直接話をすれば、すぐに仲なおりできるはずなんです」

「まぁ、そうだろうね」

「あんまり長引くとこじれちゃうんじゃないかな」

　呟いて、のぞみは少し考えてから、思い切って紅に問いかけた。

「私が直接会いに行くというのはダメでしょうか」

「え？」

　姫として育てられたふぶきは、きっと喧嘩をした時の仲なおりの仕方がわからないのだ。でも彼女は素直な子だから、ちゃんと話をすればすぐに仲なおりできるはず。

「一日お休みをいただくことになっちゃいますけど、直接会ってふぶきちゃんに、かの子ちゃんの気持ちを伝えたいです」

　紅が信じられないというように眉を寄せた。

「のぞみ。ふぶきは御殿にいるんだよ」

「それはわかっています」

「いや、わかっていない。わかっていたらそんなことを言うわけがない。御殿でどんな目に遭ったのか忘れたの？」

　彼にしては珍しい少し厳しい口調に、一瞬のぞみは怯んでしまう。

　でも考えは変わらなかった。

「わ、忘れたわけではありませんが、今回はふぶきちゃんの先生として行くのです。それとこれとは別ということで……」

「そんなの向こうに通じるわけがないじゃないか。ダメだ、危険すぎる」

　にべもなく言う紅に、のぞみはカチンときてしまう。

　人間ののぞみにできることなどなにもないと、言われているような気がした。

　彼の言うことはもっともだ。危険なことくらいわかっている。それでものぞみは行きたかった。

　あやかしではない自分は、彼にふさわしくないという思いがずっと胸の中に燻くすぶり続けている。

　人間ののぞみにできることなどなにもない。

　だとしても、いやだからこそ、あやかし園の先生としては少しは役に立っているのだと思っていたかった。

　そしてその役割をなんとしてもまっとうしたい。

　そうしなければ、もう自分はあやかし園にいる価値がないようなそんな気にまでなってしまって、のぞみは紅の言葉に素直に頷くことはできなかった。

「ちょっと行って、話をするだけです。御殿は広いですから大丈夫ですよ」

「のぞみは……」

　紅がため息をついて呟いた。

「……本当に子どもたちが第一なんだね」

「え？」

「いや、なんでもない。でもそれは無理だよ、のぞみ。あそこにいるあやかしは皆やつの息がかかったあやかしだ。伊織だって御殿ではのぞみの味方にはなれない。すぐに大神に見つかってしまう」

「だったら好都合です」

　少しやけっぱちな気持ちでのぞみは言う。

「私から直接大神様に話をします。結婚はできませんけど、ぞぞぞなら差し上げられますよって」

「のぞみ、それはダメだと言っただろう」

「どうしてですか!?」

　繋いだ手を少し乱暴に振り解き、のぞみは彼をにらみつけた。

　彼のこの事なかれ主義にはうんざりだ。

「危ないなら紅さまが一緒に来てくれればいいじゃないですか」

　一緒に大神を説得して、今すぐに私たちは結婚すると宣言して、のぞみを安心させてほしい。

　半ば祈るような気持ちでのぞみは彼の答えを待つ。

　だが彼の口から出た言葉は、期待通りのものではなかった。

「ダメだ。それでも危険なことには変わりないからね。ふぶきの件は伊織によく伝えておくから。……のぞみ？」

　なだめるように、でもきっぱりと紅は言う。

　のぞみはそれに返事をする気にもなれなくて、くるりと彼から背を向けた。




　カタンコトンと田園風景の中を走る電車に揺られながら、のぞみは車窓を流れる景色を眺めている。

　抜けるような空の下、田は黄金色に輝いて、もう秋の景色だった。

　あやかしの都がある街までは、電車で行くと四時間ほど。のぞみは朝早くにアパートを出た。

　都へ行くというメモはちゃぶ台に置いておいたから、紅にはもう伝わっているはず。

　のぞみの胸がちくんと痛んだ。

　紅の反対を無視して勝手に家を出てきたのぞみを、彼はどう思っただろうか。

　自分が意地になっているというのはわかっていた。危険だという彼の言葉が正しいということも。

　でも、もう待つだけは嫌だという思いにのぞみは突き動かされていた。

　あやかしの中での自分の居場所を守ることも、結婚のことも、受け身なままでは嫌だった。

　なんの力もないくせに、自分でなんとかしたいだなんて、無む謀ぼうとしかいいようがない。

　紅はきっとそう思ったのだ。

　彼からしてみれば、当然だ。

　だとしても、とのぞみは思う。

　だとしても、少しくらいはこの気持ちをわかってくれたっていいじゃないか。

　なにもあんな風に頭ごなしに言わなくたっていいのに……。

「紅さまの、わからずや」

「のぞみの安全には代えられないからね」

　ぽつりと呟いたひとり言に、思いがけず返事をされて、のぞみはびっくり仰天してしまう。

　ふたりがけの隣の席に、いつのまにか紅がいた。

　茶団子にかぶりついている。

「こ、紅さま!?」

　思わず大きな声を出してしまってから、のぞみは周りを見回した。

　幸いにしてお昼過ぎのこの時間はガラガラで、乗客の中に、のぞみたちを気にするような人はいなかった。

「どどどどうして……！」

「のぞみをひとりで行かせるわけにいかないじゃないか」

　憮然として紅は茶団子を食べている。

　その言葉に、のぞみは少し身構えた。

　彼が自分を連れ戻しに来たのかと思ったからだ。

　でもどうやらそうでもないようで、彼は持っていた茶団子をのぞみの方へ差し出した。

「食べる？」

「あ、ありがとうございます」

　のぞみが団子を受け取ると、彼は車窓へ視線を移し、目尻の赤い切れ長の目を細めた。

「都まで電車で行くなんて初めてだ。やたらと時間がかかるけど、景色を見ながらのんびり行くのも、悪くないかもしれないね」

「紅さま……」

　のぞみはホッと息を吐く。

　後先考えずアパートを飛び出したけれど、本当はひとりで行くことに、すごく不安を感じていた。

「ふぶきと話をしたら、大神に会う前にすぐに帰るからね」

　釘を刺すように言う彼の言葉に、少しだけ引っ掛かりを覚えながらも、のぞみはこくんと頷いた。

「はい、ありがとうございます」




「ふふふ、またお会いできるなんて、嬉しいですわ紅さま」

　蛇娘がスルスルと長い長い廊下を進む。

　のぞみと紅はその後ろをついて歩いていた。

「でも来られることがわかっていましたら、私もっときれいにしておりましたのに、残念ですわ」

　そう言って流し目をくれる蛇娘を、紅が嫌そうににらんだ。

「よくもそんなことが言えるもんだ。前回お前が私たちにしたことを忘れたのかい。これだから蛇は……」

「あらまぁ、紅さま。あれは親切でございます。大神様に結婚の許しをもらいに来るカップルが本当に愛し合っているのかを私は試して差し上げているのですよ。本当の幸せは困難を乗り越えてこそ訪れるものです」

「とにかく、今度はなにもしないでくれよ。私たちは今日はふぶきの先生として来たんだから」

　紅が蛇娘に釘を刺すと、彼女は手に持っている白い袋を大切そうに見つめて頷いた。

「はい、もちろんでございます」

　さっき御殿に到着した時に紅が彼女に渡した袋である。

　中には蛇娘の大好物、〝男のあやかし使いのぞぞぞ〟が入っているという。

　それがなければ、おそらくは今頃のぞみたちは蛇娘によって大神に引き渡されていたことだろう。

　のぞみはつくづく自分の甘さを思い知った。

　紅が一緒に来てくれなければ、いったいどうなっていたことか。

「ふふふ、ほんに食べるのが楽しみですこと」

　蛇娘はそう言って、ちろちろと長い舌を出す。

　それを見て、紅がのぞみに囁いた。

「のぞみ、颯太に感謝するのだよ」

　ということは、やっぱりあの袋の中のぞぞぞは……。

「ですが大神様を誤魔化すことができるのは、半刻が限界でございます。それ以上はご容赦を」

　蛇娘はそう言って歩みを止める。

　その少し先、廊下の突きあたりに水色のキラキラのラメで飾られたかわいらしい扉があった。

「私が行けるのはここまででございます。この先は……寒くて寒くて、眠ってしまいそうになるのです。まったくなんであんなところにいられるのか」

　眉を寄せて口元を袖で覆って蛇娘が言う。

　紅が頷いた。

「蛇は寒いのは苦手だからね。ここでいいよ。ありがとう」

「ほほほほほほ！　ではまた、次こそはお相手してくださいまし、紅さま」

　蛇娘は下がっていった。

　ふたりは、ひんやりと冷気が漂う廊下の先の扉にゆっくりと近づいた。

　扉は少し開いていて、中から賑やかな声が漏れている。

「あら姫さま、一番にあがりでございます～」

「おめでとうございます～」

　どうやら中で、すごろくをしているようだ。

　姫さまというのはふぶきだろう。一番にあがったようだ。

　皆すごいすごいと手を叩いている。

　だが、それにふぶきらしき子どもの声が不機嫌に答えた。

「皆わらわに、手加減したであろう。それじゃあおもしろくない。手加減なしの真剣勝負をするのじゃ！」

「ええっ！　そ、そんなこと、姫さま相手にできませぬ」

「やるのじゃ、やるのじゃ！」

　地じ団だん駄だを踏むような音がして、のぞみは思わず笑みを浮かべた。

　その時。

「姫さま、そろそろ昼食を食べてくださいまし」

　別の召使いが言う。

　それにもふぶきは不機嫌に答えた。

「……嫌じゃ」

「あら、なぜでございますか？」

「ぞぞぞばかりではないか」

　その言葉に召使いが声をあげた。

「あたりまえじゃないですか！　私たちの食べ物はぞぞぞだと決まっております。……それ以外になにがあるというのです？」

「ハンバーグかオムライスが食べたいのじゃ!!」

「オム……なんです？」

　そのかわいいわがままに、のぞみはついに吹き出して、くすくす笑いだしてしまう。

　それに部屋の中のあやかしたちが気が付いた。

「誰です？」

「やぁ、ふぶき。元気そうじゃないか。この分だと明日からは保育園に来れそうだね」

　扉を開けて紅が言うと、ふぶきは目を丸くして、恥ずかしそうに頬を染めた。

　のぞみは彼女に歩み寄り、小さな冷たい手を取ってぎゅっと握った。

「ふぶきちゃん、元気そうで安心した。先生たち、心配で来ちゃったんだ」

　ふぶきはバツが悪そうにもじもじしている。

　のぞみは優しく語りかけた。

「明日のお弁当は確かオムライスだったよ。来てくれる？」

　その問いかけに、ふぶきは少し考えてから小さな声で呟いた。

「でも、かの子は怒っているであろう？」

　のぞみはホッと息を吐く。

　思った通り、彼女自身はもうかの子に怒ってはいない。この分だと仲なおりはすぐにできそうだった。

　のぞみはふぶきの水色の瞳を見つめて、ゆっくりと首を振った。

「大丈夫、もうかの子ちゃん怒ってないよ。でも、ふぶきちゃんが保育園に来なくてすっごく寂しいみたい。元気がないの」

「……本当か？」

「本当よ」

　それでもふぶきはまだ不安なようだった。

「また喧嘩してしまうかも……」

　眉を下げて、しょんぼりとしてしまっている。

　御殿で大人に囲まれて育った彼女にとって、かの子は初めてできた友だちで、今回は初めての喧嘩だった。どうしていいかわからずに不安だったに違いない。

　のぞみは彼女を安心させるように語りかけた。

「ふぶきちゃん、お友だちと喧嘩したっていいんだよ。ちゃんと仲なおりすれば」

「……そうなのか？」

「そう。でも保育園に来てくれなきゃ、仲なおりできないから。……明日は来てくれる？」

　その問いかけにふぶきは目をパチパチさせて、また少し考えてからこくんと頷いた。

「わかった」

「よかったぁ」

　のぞみはホッと息を吐いた。一悶着あったけれど、ちょっと無理をしてでも遠くまで来たかいがあったというものだ。

「一件落着だね」

　紅がやれやれというように肩をすくめてから、ぶるりと小さく震えた。

　そしてのぞみに呼びかける。

「では私たちは帰ろう。……ふぶきまた明日」

　紅の言葉に、のぞみは急にここが御殿だということを思い出す。そうだ自分たちにはあまり時間がない。なるべく早く立ち去る方がいいのは確かだった。

「じゃあね、ふぶきちゃん。また明日」

　のぞみはふぶきに向かって声をかける。

　ふぶきが、眉を下げてのぞみを見た。

「もう行っちゃうのか？　のぞ先生」

「ふぶきちゃん……」

　小さな手でのぞみのシャツの裾を引っ張ってキラキラの瞳で見上げるふぶきに、のぞみの胸がきゅーんと鳴る。

　彼女に〝のぞ先生〟と呼ばれるのは、初めてだった。

「もう少しわらわと一緒にいてはくれぬか」

　その言葉に、のぞみは思わず頷きそうになってしまう。どうせ今日は保育園は休みなのだ。少しくらい帰りが遅くなっても構わない。

　だがそれを紅が止めた。

「残念だけどふぶき、私たちには時間がないんだ。御殿にいられる時間は限られていてね」

「でも紅さま、ここへ来てまだ三十分も経っていないように思います。すごろく一回くらいなら……」

　のぞみはそう提案する。

　すると紅は、もう一度ぶるりと震えてから、どこかそわそわとして周りを見回した。

「いやまぁ、それはそうなんだけど……なんだか嫌な予感がするよ。さっきよりもこの部屋寒くないかい？　この感じ、まさか……」

　ぶつぶつとひとり言のような言葉を口にする紅を、のぞみは首をかしげて見つめた。

「紅さま？」

　その時、ふぶきがなにかに気が付いて声をあげた。

「あ！　母上じゃ！」

　のぞみと紅は振り返る。

　水色の扉の内側に、スーツケースを持った若い女性が立っていた。

「母上！」

　ふぶきが走り出して、その女性に飛びついた。

「おかえりなさい！」

　長期出張へ行っていたというふぶきの母親が帰ってきたのだ。

　ふぶきの母親……伊織に〝おゆきの方さま〟と呼ばれていたそのあやかしは、当然雪女だ。

　でもその出で立ちは、およそのぞみの頭の中の雪女のイメージとはかけ離れていた。

　ふぶきと同じ透き通る水色の髪は、ゴージャスにカールしてふわりと背中に流れている。目鼻立ちのはっきりした顔立ちに派手なメイク。着ている服は、キラキラスパンコールのロングドレスだった。

　雪女というよりは氷の女王という言葉がぴったりなその女性に、のぞみの隣で紅が「げ」と変な声を出した。

「……紅さま？」

　一方で、母子は久しぶりの再会を喜び合っている。

　おゆきがスーツケースを傍らに置いて、ふぶきを抱きしめた。

「ふぶき、いい子にしてた？」

「うん！　母上、バカンスは楽しかったか？」

「ふふふ、のんびりしたよ。寂しかった？　ごめんね」

　おゆきは、ふぶきをひとり置いていったことをわびている。

　でもその母親の言葉に、ふぶきは首を振った。

「ううん。寂しくなかった。ふぶき保育園に行ってたから」

「え？　保育園？」

　その言葉におゆきがマスカラの目をパチパチさせる。

　ふぶきがおゆきのふわふわの髪の中から、のぞみと紅を振り返った。

「うん。あそこにいるのが先生じゃ」

「……まずい」

　紅が呟いて、口元を手で覆う。

　それを不審に思いながらも、のぞみはおゆきに向かって頭を下げた。

「あやかし保育園の保育士をしております、のぞみと申します。お母さんがご不在の間、ふぶきちゃんをお預かりしておりました。ふぶきちゃん、もうすっかり園になじんで、お友だちもたくさんできたんですよ」

　おゆきは唖然としながら、のぞみの言葉に頷いて隣の紅に視線を移す。

　そして心底驚いたように声をあげた。

「紅さまじゃん！」

　紅が万事休すといった様子で目を閉じる。

　のぞみはびっくりして彼を見た。

「そういえば、保育園やってるって噂聞いたかも！　あれマジだったんだ！　ウケる！」

　おゆきはカラカラ笑いながら、カツカツとハイヒールを響かせてこちらの方にやってくる。

　そして気まずそうに腕を組んで視線を逸らしている紅の肩を、バシバシ叩いた。

「保育園って、子どもを集めて遊ばせるんだよね。なんでそんなことしたいのか私にはわかんないけど。なに、ふぶきも行ってたの？　ウケる！」

　そう言っておゆきはまた笑う。

　ふぶきが彼女のドレスの裾を引っ張った。

「おもしろいところじゃ。ふぶきは好きじゃ」

「へぇ、ならよかったじゃん。狐が子どもを集めて子育てするのと一緒かな」

　紅がゴホンゴホンと咳払いをした。

「せっかく母親が帰ってきたんだ。水入らずの方がいいだろう。のぞみ、帰るよ」

　そう言ってそそくさと退散しようとする。

　それをおゆきが止めた。

「なんで？　まだいいじゃん！　超久しぶりなんだからさ。ゆっくりしていきなよ。ふぶきの保育園での様子も聞きたいし」

　ふぶきの様子を聞きたいという彼女の希望は、母親としては当然だ。

　でもそれにしても紅の様子が変だった。

　まるで悪事が見つかったかのように、そわそわとして、落ち着かない。

　保護者としてのおゆきの要望にも、首を振る始末だった。

「いや、忙しいからそれは無理だ。ふぶきの保育園での様子はふぶきから聞いてくれ」

　無茶苦茶なことを言っている。

　のぞみはふぶきを預かるより以前のことを思い出す。

　そういえば彼はそもそもふぶきを預かることに前向きではなかった。

『あのおゆきが働くはずがない』と言っていたのだ。

　あれはふぶきが大神の子どもだからだ、とのぞみは思っていたけれど……。

　おゆきがつまらなそうに口を尖らせる。そしてついに、のぞみが知りたいことの核心を口にした。

「冷たいなぁ、それが元カノに対する態度？」

　やっぱり!!

　のぞみはじろりと紅をにらむ。

　のぞみの視線から逃げるように、紅は慌てて口を開いた。

「と、とにかく、私たちは忙しいんだ。早く帰らないと……！」

　その彼に、のぞみは憮ぶ然ぜんとして呟いた。

「……蛇娘さんの言う通りだった」

「え？　蛇娘？」

　紅がぴたりと動きを止めて首をかしげる。

　その姿に、のぞみの頭はムカムカとした怒りの感情でいっぱいになる。そして頬を膨らませて思い切り彼をにらみつけた。

「男の人は都合の悪いことは黙ってるって話です!!」

　紅がのぞみの手を取った。

「つ、都合の悪いことではなくて、言わなくていいことは言わないだけなのだよ。のぞみを余計なことで不安にさせたくないからね。優しさというか、思いやりというか……」

　あわあわと言う紅の言葉は、のぞみの心にまったく響いてこなかった。

「そんな思いやり、いりません！　だいたい紅さまはいっつも……！」

　その時、おゆきが弾かれたように笑いだした。

　のぞみは驚いて口をつぐむ。頭に血が昇って彼女がいることを忘れていた。

　おゆきは心底おかしいというように手を叩いてひとしきり笑ったあと、目尻の涙を拭きながら、のぞみに向かって口を開いた。

「あんた紅さまの今カノ？　人間だよね？　人間は過去を気にするって本当だったんだ!!　だったら、ムカつくよね。ごめんごめん！　にしても紅さまのその慌てた顔！」

　そしてまた笑いだす。

　唖然とするのぞみの肩に手を置いて、おゆきがクリスタルのような透き通る瞳でジッとのぞみを見つめた。

「あ、あの……」

「あんた、ちょっと地味だけどかわいいじゃん!!」

　あっけらかんとした彼女にのぞみは唖然としてしまう。

　ふぶきがまたドレスの裾を引っ張った。

「のぞ先生じゃ、母上」

「のぞ先生ね。のぞ先生、安心してよ。付き合ってたっていっても、もうずっと前のことだし。ずっと会ってなかったし」

　そう言っておゆきはニカッ笑う。

　のぞみは彼女のペースに呑み込まれてゆくのを感じながら、こくんと頷いた。

「……はい」

　とりあえず、保護者のひとりが園長の元カノで、その園長は保育士のひとりと婚約中などという人間の世界だったらこの上なく気まずい状況は、あまり問題にはならなそうだ。

　それどころか、おゆきはふたりの関係に興味深々だった。

「で？　ふたりは付き合ってどのくらい？　結婚は？」

　その疑問に、紅がため息をついて口を開いた。

「大神に邪魔をされていなければ、もうとっくに夫婦になっていたはずだよ」

「ちょ……！　紅さま!!」

　のぞみは慌てて彼の袖を引っ張った。

　大神様に邪魔されて結婚できないのは事実だが、それを話してしまうのはいくらなんでも具合が悪い。

　なにせ目の前にいるおゆきはほかでもない大神の妃なのだから。

「え？　大神様が？」

　おゆきが首をかしげた。

「結婚の許しをもらいに行ったら、のぞみを自分の妃にしたいと言いだしたんだ。まったくなにを考えているのやら……」

　のぞみが止めるのも聞かないで、紅はぺらぺらとすべての事情を話してしまう。

　恐る恐るおゆきを見ると、彼女は「そうなんだ」と呟いて、眉を寄せてのぞみを見た。

「のぞ先生」

「はい……」

　のぞみはごくりと喉を鳴らす。真剣な彼女の視線が怖かった。

　きっとおゆきはのぞみを不快に思ったに違いない。

　罵ば倒とうされるか、あるいは冷たい言葉をかけられるか、どちらかだろうと予想して、のぞみは思わず身構える。

　でも彼女から出た言葉は、そのどちらでもなかった。

「どうして大神様の妃にならないの？」

「は？」

　意外すぎる問いかけに、のぞみはそう声を漏らしたままそれ以上は答えられない。

　そこへおゆきはたたみかけた。

「だって大神様、サイコーだよ。紅さまより絶対いい！　妃になれるなんてめちゃくちゃ幸運なんだから！」

　なにを言ってるんですかと言うこともできないで、のぞみは目を白黒させる。

　そののぞみの手を、ふぶきが引っ張った。

「のぞ先生、お父上のお妃さまになるのか？　なら御殿で一緒に住めるんじゃな。嬉しい!!」

「ふぶきがここまで懐くなんて滅多にないよ。いいじゃん！　妃になれば！　ふぶき、部屋は近くにしてもらおうね！」

　母子は勝手に盛り上がる。

　それに紅が待ったをかけた。

「待て待て待て！　のぞみは大神の妃にはならない。今私たちは大神がのぞみを諦めるのを待っているのだよ!!」

「あ、そうか」

　おゆきが目をパチクリとさせる。

「そうだとはじめから言ってるじゃないか！」

　紅の言葉にふぶきが残念そうにのぞみを見上げた。

「のぞ先生、お妃さまにはなってくれぬのか？」

「ふぶきちゃん……」

　そのキラキラの瞳に、のぞみの胸がきゅんと鳴った。

「ごめんね。でも保育園に来てくれたら毎日会えるから……」

「のぞ先生」

　今度は、おゆきがのぞみの腕をガシッと掴む。

　そして、真剣な眼差しにたじたじになるのぞみに向かって、言い聞かせるように話し始めた。

「いい？　男は権力だよ。夫婦になるなら権力のある男を選ばなきゃ。大神様はそういう意味でサイコーだよ。いちいちぞぞぞを取りに行かなくても、ここでは毎日召使いがぞぞぞを運んでくる。今年のバカンスは北極オーロラツアーだったんだけど、妃の私はどこへ行ってもビップ扱い。紅さまなんて相手にもならないよ。ね？　大神様にしときなって！」

　またもや意外すぎるおゆきの言動に、のぞみの頭はもうついてゆけない。

　混乱しながら、とりあえずの疑問を口にした。

「お、おゆきさんは、大神様が別の妃さまをお迎えしても平気なんですね……？」

「平気平気！　妃の数が多いのは権力がある男の証なんだよ！」

　カラカラとおゆきは笑う。そして残念そうに紅をにらんだ。

「紅さまも力は強いよ。もしかしたら大神様と同じくらいかも。きっと本気になったらこの御殿と同じくらい大きな御殿を建てて、たくさんの女を妻にできる。でも野心がないんだよ。縄張りも田舎だし……。だから私は別れたの。ね？　のぞ先生、悪いことは言わないから私の言う通り……」

「ダメだと言ってるだろう？　……だからおゆきとのぞみを会わせるのは嫌だったんだ」

　ため息をついてそう言って、紅はおゆきからのぞみの手を奪い取った。

「のぞみ、帰るよ。そろそろ本当に時間がなくなってきた」

　それを無視して、のぞみはおゆきに呼びかけた。

「おゆきさん」

「ん？」

　紅の元カノという事実はさておいて、彼女自身は悪い人ではなさそうだ。

　もしかしたら味方になってくれるかもしれない。

「私、どうしても大神様のお妃さまにはなれないんです。大神様が諦めてくださるような、いい方法はありませんか？」

　懇願するのぞみに、おゆきは眉を上げてから、口元に手をあてて考え込んだ。

「諦めてもらう方法ねぇ……」

　その時。

　ダダダダダと廊下を走る音がこちらに近づいてくる。

　紅が咄嗟にのぞみを背中にかばった。

　皆が注目をする中、バンッと開いた扉の先、青い顔をして立っていたのは伊織だった。

「ななななななにをしているんですかっ！」

　のぞみと紅に目を止めて伊織はますます青ざめる。

　そしてキョロキョロとあたりを見回して、慌てて扉をバンと閉めた。

「こんなところでいったいなにをしているのです!?」

　血相を変えて問い詰めるように伊織は言う。

「なんだ、伊織か」

　紅が肩の力を抜いて、平然として彼に答えた。

「ふぶきの家庭訪問だよ」

「おおおお大神様に見つかったら、いったいどうなさるおつもりで？　蛇娘が妙なことを大神様に吹き込んでいるから、まさかと思って来てみれば……！」

　あわあわと言う伊織の言葉に、紅が忌々しそうに舌打ちをした。

「蛇娘め、裏切ったな」

　そしてのぞみを抱き上げた。

「のぞみ、今度こそ帰るよ」

　のぞみは素直に頷いて、ふぶきに手を振った。

「じゃあね、ふぶきちゃん。また明日」

「うん！　のぞ先生、バイバーイ！」

「こちらから……こちらからお帰りください」

　伊織はドアとは別方向へのぞみと紅を案内する。

　彼のあとをついてゆくと、誰にも見られることなく御殿の外へ出ることができた。

「伊織さん、ありがとう」

　のぞみは彼に感謝する。

　御殿で、のぞみたちに手助けをするのは彼の立場を考えると並大抵のことではないはずだ。

「助かったよ」

　紅からも労いの言葉をかけられて、白い狐は頬を染めて照れ臭そうに尻尾を揺らした。

「む、無用な争いは避けたいだけでございます。大神様のためにも……」

「感心なことだ。お前のような忠義な召使いがいるというのに、いつまで子どもみたいなわがままを言うつもりだろうね、大神は」

　紅がため息交じりに言う。

　すると伊織はムッとして、少し意外なことを言った。

「それは紅さまではないですか？　ふぶきさまが保育園をお休みなさっている間、私は改めておふたりのことを調べさせていただきました。……私の調査結果が正しければ、紅さまは大神様にのぞみさまを諦めていただくための切り札をすでにお持ちだ」

「え、切り札……？」

　のぞみは眉を寄せて呟いた。

　まさか、そんなことありえない。

　そんなものがあるのなら、もうとっくにふたりは夫婦になっているはず。

　切り札なんてそんなもの伊織の思い違いだろう。

　そう思いながらも、のぞみの胸は嫌な音を立て始める。

　紅はマリッジブルーなのだというあの考えで頭の中がいっぱいになる。

　恐る恐る紅を見上げて、のぞみは伊織の言葉が本当だと確信した。

　紅は返事もせずに、のぞみを見ることもしなかった。

　ただ気まずそうに唇を歪めて、わざとらしく空を見上げている。

「……とにかく、急ごう」

　そうぽつりと呟いて、薄紫色の空に飛び上がった。
















第六章　いさかい







　ふたりが山神神社へ帰ってきた頃には夜はもうすっかり更けていた。夜空を星たちに見守られながら紅に抱かれて飛ぶ間、のぞみは一言も口をきかなかった。

　紅もなにも言わなかった。

　あやかし園はちょうど降園時間を迎えていて、子どもたちが親に手を引かれ帰っていくところだ。

　その上を誰にも気づかれないように通り過ぎて、アパートの前に紅はゆっくりと降り立った。

「……紅さまの、嘘つき」

　地面に足がついたと同時に、のぞみはぽつりと呟いた。

「のぞみ……？」

「大神様を納得させることができる切り札があるのに、どうして黙っていたんですか」

　問い詰めるような言葉が、のぞみの口をついて出る。

　頭の中は、大好きな彼に裏切られていたという悲しみと怒りでいっぱいだった。

「いや……黙っていたというか……」

　苦しげに言い淀む彼に、のぞみは苛立ちを募らせる。言い訳もしてくれないなんて、もう本当にお終いだ。

　のぞみは彼にたたみかける。

「紅さまは、もう私と結婚する気がなくなったんでしょう？　だから大神様を説得してくれなかった。だったら……だったらそう言ってくれればよかったのに！」

　ずっと胸にしまっていた苦しい思いを吐き出して、のぞみは彼をにらみつける。

　熱い涙が頬を伝った。

「違う、のぞみ……違うんだ」

　紅が首を振って、のぞみの方へ手を伸ばす。その腕から逃れたくて、のぞみは反射的に彼の胸を力いっぱい押し返した。

「嫌っ！」

　力で負けたというよりは不意を突かれて、紅は一歩後ずさる。そしてそのままその場所で、切れ長の目を見開いている。

「のぞみ……？」

　傷ついたように揺れる赤い瞳が憎らしかった。

　彼はいつも優しくて、でも本当にそれだけで、けっしてのぞみには本心を見せてくれない。

　大事なことはなにもおしえてくれないのだ。

　もちろんそれは仕方がないことなのだろう。のぞみは所詮人間で、あやかしの長である彼にとってはなんの役にも立たない、弱い存在なのだから。

　そんな相手に、話すことなんかなにもない。

「のぞみ、本当に違うんだ。私が、大神と決着をつけるのを引き伸ばしていたのは……」

「聞きたくない！」

　紅の言葉から逃げるようにのぞみは激しく首を振る。眦まなじりから涙が夜の闇に散った。

　こづえは、もし紅がマリッジブルーなのだとしたら、きっとバカみたいで拍子抜けするようなことが理由だと予想した。

　でもそんな理由いくら考えても思いつかない。

　そんな理由、存在しないからだ。

　紅はのぞみとの結婚を先延ばしにしていた。その事実から導き出される答えはたったひとつ。

　のぞみは唇を噛んでから、その答えを口にした。

「……紅さまはもう私のこと、好きじゃなくなったんだ」

　そしてギュッと目を閉じた。

「のぞみ……本気で言っているのかい？　私が愛おしいと思うのは、今までもこれからもずっとずっとのぞみだけだ。いつもいつもそう言ってるだろう？」

　いつも穏やかな彼らしくない、どこか切実な響きを帯びたその言葉を、のぞみは乾いた心で聞いた。

　もうたくさんだという思いが頭の中を駆け巡る。

　今のふたりに必要なのはそんな優しい言葉じゃない。

　真実の言葉だけなのだ。

　そしてその言葉を、彼はくれない。

「……どうして紅さまは私を好きになったんですか」

　やけっぱちな気持ちになってのぞみは彼に問いかける。

　触れてはいけない核心に近づきつつあるのを感じながら。

「……え？」

　紅が掠れた声を漏らす。

　きっと彼にとっては思ってもみなかった質問なのだろう。眉を寄せたまま小さく首をかしげている。

　でものぞみにとってはずっと知りたかったことだった。

「私は人間で、こづえさんやサケ子さんみたいに力があるわけじゃありません。志津さんやおゆきさんみたいに美人で魅力的でもありません。それなのに紅さまが私を好きになったのは……好きになったのは……」

　のぞみはそこで言葉を切って、ごくりと喉を鳴らす。この先は本当は言うべきではない。

　言ってしまったらすべてが終わってしまう。

　でもその考えを振り切って、のぞみはまた口を開いた。

「紅さまが私を好きになったのは、ただ……ただ私が、あ、あやかし使いだったから……そうでしょう？」

　絞り出すようにそう言ってのぞみは小さく息を吐く。

「あやかし使いだったから……？」

　呟いたまま唖然として紅は言葉を失っている。

　のぞみはそこへたたみかけた。

「紅さまは、私があやかし使いだから惹かれただけで、本当は紅さまのお嫁さまにふさわしくないって、最近になって気が付いたんでしょう？　だから結婚を先延ばしにした」

「違う！」

　鋭い声で紅が叫ぶ。

　それにのぞみは異を唱えた。

「違わないっ！　違わないわ！　だって、だって紅さまは私になにも言ってくれないじゃない！　縄張りが危険に晒されていることも、大神様とのことも、それから……おゆきさんのことも。紅さまは大切なことはなにも私に話してくれない。心配しないでって言うだけじゃない！　そうしていつもいつも私を守られているだけの役立たずにするのよ！　こんな私が長さまのお嫁さまにふさわしいわけがないじゃない！」

　胸の中に抱えていた不安と不満をすべてぶつけて、のぞみは肩で息をする。

　そしてくるりと向きを変え、鳥居の方へ走りだした。

「のぞみ!!」

　鋭く自分を呼ぶ声を確かに背中で聞いたけれど、振り返りはしなかった。




　真夜中を迎えて寝静まる夜の街を、のぞみは息を切らして走っている。

　熱い涙があとからあとからあふれ出て、頬を濡らした。

　ひどい言葉を、彼にぶつけた。

　言ってはいけない言葉ばかりだ。

　でも言わずにはいられなかった。

　このまま、気が付かないフリをして彼に守られたまま成り行きを見守るだけなんて、のぞみにはできない。

　……夫婦っていったいなんだろう。

　どうして皆、夫婦になりたがるのだろう。

　たくさん子どもを作るため？

　安定した暮らしを守るため？

　それとも……。

　それとも……！

　きっと皆なにかを見出して夫婦になりたいと思うのだろう。

　鬼の母親も、サケ子も、おゆきも、こづえだって、なにが大切なのかを知っている。

　でものぞみにはわからなかった。

　紅とふたり夫婦になる、そこになんの意味があるのか、どうしてそうしたいのか……。

「……のぞみ？」

　走り疲れて立ち止まり両膝に手をついていたのぞみは、呼びかけられて振り返る。

「お兄ちゃん……」

　兄、颯太だった。

　仕事帰りなのだろう。店の名前が刺繍された白い仕事着の上にウインドブレーカーを羽織っている。

　苦しい思いを振り切りたくて、やみくもに夜の街を走るうちに、いつのまにか隣町の兄夫婦が住むアパートのすぐそばまで来ていたようだ。

　兄は、呼びかけてはみたものの本当にのぞみだったことに驚いたようだ。

　訝しむようにのぞみを見つめている。

　のぞみは慌てて頬の涙を素手で拭った。

　でも、なぜこんなところにいるのかを説明することはできなかった。

　立ち尽くすのぞみに、颯太が少し考えてから口を開いた。

「今夜の晩ごはんは湯豆腐だ。のぞみも来るか」

　優しいその眼差しに、のぞみはホッと息を吐く。そしてこくんと頷いた。




　湯気が立つ器を一生懸命ふうふうして、太一が湯豆腐を頬張る。

「うめぇ」

　途端ににっこり笑顔になった。そのかわいらしい様子に、のぞみもつられて微笑んだ。

「美味しいね」

「もう……うめぇだなんて、太一はお父さんの真似ばっかり。ダメですよ、そんな言い方」

　颯太に熱あつ燗かんを注ぎながら志津が小言を言っている。

　その酒を飲む兄は心底幸せそうだった。

　兄について突然家を訪れたのぞみに志津は少しだけ驚いて、でもなにも言わずに快く迎えてくれた。

　そして皆で兄が持って帰ってきた巻き寿司と、湯豆腐を囲んでいる。

「今日はのぞ先生お休みで、オイラがっかりだったけど、来てくれて嬉しいなぁ。六平に言ったらあいつ羨ましがるだろうな」

　太一の言葉に、のぞみの胸は温かくなる。

　自分なんてなんの価値もないと、トゲトゲに尖っていた気持ちが、少しだけ丸くなってゆく。

　志津がふわりと尻尾を揺らして、くすくすと笑った。

「ふふふ今日はのぞみ先生がお休みだったから子どもたち皆元気がなかったのよ。お迎えの時にサケ子さんが言ってたわ」

「あ……、すみませんでした。突然、なにも言わずに……」

　のぞみは頬を染めてうつむいた。

　後先考えずにまるで家出をするみたいに、アパートを飛び出した自分が今さらながら恥ずかしい。

「サケ子さんにも迷惑かけちゃった……ただでさえ忙しいのに」

「ふふふ、そうね。でもきっとそれだけじゃないわ」

「え？」

　志津の言葉にのぞみは顔を上げて、その優しい眼差しを見つめた。

「サケ子さん、のぞみ先生と一緒に働くのが好きなんですって。……サケ子さんがあやかし園で働くことになったいきさつをのぞみ先生はご存じでしょう？」

　のぞみはこくんと頷いた。

　サケ子はかつて、この辺りで好き放題にあやかしの子を食らっていた卑しいあやかしヌエに自分の子を食われた。

　そのつらい気持ちから抜け出すために、あやかし園で働いていたのだ。

「ヌエはもういないし、えんちゃんも産まれたでしょう？　その必要があるならいつでも園を辞めていいって紅さまに言われたみたい」

「紅さまに……？」

「十分なぞぞぞを食べられなきゃ、あやかしは消えてしまいますから。でもサケ子さんはそれを断ったそうですよ。ずっとあやかし園で働きたいって」

　湯気の中で志津が穏やかに微笑んだ。

「保育士の仕事がすごく楽しいんですって。やりがいがあって、辞めたくないって。……それをのぞみ先生におしえてもらったって言ってましたよ」

「そんな……私はなにも……」

　知らなかった事実にのぞみは唖然としてしまう。

　いつも頼りになる先輩保育士サケ子に、そんな風に思われていたなんて。

「だから、今日のお休みはとっても心配されていましたよ。急だった、なにも聞いていないって」

　そこで志津は言葉を切って、切れ長の目でキュッとのぞみをにらんだ。

「……お休みは仕方がないにしても、あまり心配をかけないようにしなくてはいけませんよ」

　まるで太一に言い聞かせるように志津は言う。

　のぞみは頬を染めて頷いた。

「はい、気を付けます」

　胸にじんわりと温かいものが広がって、泣いてしまいそうだった。

　サケ子の気持ちも、志津の言葉も、今ののぞみにとってはなによりもありがたい。

「あの泣き虫ののぞみが立派に先生をしてるなんて、俺はそれだけでびっくりだ」

　ほろ酔い颯太が朗らかに言う。

　志津が彼に微笑みかけた。

「のぞみ先生の方があなたよりしっかりしてるのではなくて？」

「ええ!?　そうかなぁ」

「ふふふ、でもそういえばこの間商店街で大将にお会いしたのよ。あなたはきっといい寿司職人になるっておっしゃってたわ。私、とっても嬉しかった」

　しっかり者の妻の言葉に、颯太は満足そうに頷いて、また熱燗を飲んでいる。

　本当に、本当に幸せそうだった。

　もし叶うことならば、紅と自分もこの兄夫婦のような仲睦まじい夫婦になりたい、のぞみは心からそう思った。




「ここ、颯太と私が出会った場所なんですよ」

　夜の道を、のぞみは志津とふたり歩いている。

　兄家族と食卓を囲んだあと、父子で風呂に入るという颯太と太一に手を振って、のぞみは志津と家を出た。

　少し冷たい空気が湯豆腐で火照った頬に心地いい。

　志津の視線の先には、小さな赤い鳥居があった。

「私の実家です」

　そう言いながら志津は鳥居をくぐる。ついていくと、雑木林の中に古い祠ほこらがあった。

　住宅街から少し離れた場所にある、ひっそりとした稲荷神社。きちんと管理されていて地域の人たちに親しまれているのがよくわかる。

　志津が参道の小石をじゃりっと鳴らして歩み寄り、そっと祠に触れた。

「ここに、颯太が毎日いなり寿司を供えに来ていたのです」

　そのいなり寿司がヌエに子を食われて傷ついていた志津の心を慰めて、ふたりの絆を結んだのだ。

　志津が、雑木林を見上げて感慨深げにため息をついた。

「ここにこうやって来られるようになったのは本当に最近なんですよ」

「え……？」

　呟いてから、そういえばとのぞみは紅から聞いた話を思い出していた。

　紅への嫁入りが失敗して人間と結婚した彼女は、一族から距離を置かれていたのだという話を。

　志津がふふふと微笑んだ。

「私、ここ数年実家とは少し距離がありまして。でも最近になって、伊織が一族の年寄りたちに話をしてくれたんです。彼は一族の希望の星ですから、私への風あたりは随分柔らかくなりました。だからこうしてまた来られるようになったんです」

「伊織さんが？」

「そうです。まぁでも私は、勘当されたままでもどちらでもよかったんですよ、颯太と太一がいれば。のぞみ先生というかわいい義妹もできたことですし」

　べつに強がっている風でもなく志津は言う。

　のぞみはその彼女のきれいな横顔をジッと見つめた。

　夫を愛し、子を愛す。

　それ以外はなにもいらないという強い姿がそこにあった。

「……志津さんは、どうしてお兄ちゃんと夫婦になったんですか」

　気が付けば、のぞみはそう志津に問いかけていた。

　志津がのぞみを振り返った。

「ご家族に反対されていたんですよね。それなのに……どうして？　お兄ちゃんが、あやかし使いだったから？」

　少し性急なその問いかけに、志津が驚いたように目を開いた。

　その彼女の様子に、のぞみはしまったと思い唇を噛む。

　少し不ぶ躾しつけな質問だったかもしれない。

　志津が、ふわりと微笑んだ。

「確かに。颯太がそうでなかったら私たちは夫婦になっておりませんでした」

　そして祠に目をやった。

「そこの陰から、私こっそり颯太を見ているつもりだったんです。こんなに美味しいいなり寿司を持ってくるのはどんな人間なんだろうって。こっそり、ふふふ、そしたら声をかけられてしまって、本当にびっくりしました」

　志津は当時を思い出し、懐かしそうにころころ笑う。

　颯太に声をかけられてびっくり仰天してしまっている狐の姿が目に浮かび、のぞみもつられて笑みを浮かべた。

「でもそれはきっかけにすぎません。そのあと彼と夫婦になりたいと願ったのは、やっぱり颯太自身を愛おしいと思ったから。ただこの人のそばに在りたいと、この人の隣が自分の居場所なのだと、そう思ったからなのです」

　のぞみの脳裏に家で並んで湯豆腐を食べていた、ふたりの姿が浮かぶ。

〝ただそばに在りたいと思った〟

　その言葉が胸に染み込んでくるようだった。

「私、わからなくなってしまったんです」

　小さく息を吐いて、のぞみはゆっくりと口を開いた。

「夫婦ってなんなのか。どうして私と紅さまは夫婦になりたいと願ったのか」

　志津が瞬きをして小さく首をかしげた。

「サケ子さんは、藤吉さんがとても真面目でよく働くから夫婦になったって言ってました。ふぶきちゃんのお母さんのおゆきさんは、権力のある男性が絶対にいいっておっしゃっていて、鬼のお母さんは、夫婦は、か、身体の相性が一番大事だって……」

　そこまで言って、のぞみはため息をついた。

「じゃあ、私と紅さまの間にはなにがあるの？　って思ったら、全然わからなくなっちゃって……」

　志津がまた微笑んだ。

「なにもなくていいんですよ。私と颯太の間にはなにもありません。……あるとすれば美味しいいなり寿司を好きなだけ食べられるってことくらいかしら？」

　そう言って志津はまたころころと笑う。

　なにもなくても。

　なにもなくてもただこの男性ひとのそばに在りたいと、思えるならばそれでいい。

「ふふふ、でもきっと皆さんもそうだと思いますよ。サケ子さんも鬼の奥さまもおゆきの方さまも。あれこれ理由をつけてはいても結局は、ただ夫婦になりたかった。それだけです」

　志津の言葉に、のぞみは少し考えてからゆっくりと頷いた。

「そう……なんですよね。きっと」

「まぁ、紅さまはああいう方ですから、のぞみさまが不安になるのは仕方がありません。それは紅さまが悪いのだと私は思います。女子の気持ちは繊細なのだともう少し学ばなくては。でもきっと紅さまののぞみさまを想う気持ちに嘘偽りはないはずですよ」

　志津はにっこりとしてのぞみを見る。

　のぞみは眉を下げてうつむいた。

「でも私、紅さまにひどいことを言ったんです。紅さまの話も聞かないで、逃げ出してきたんです。きっと紅さまは呆れたんじゃないかな」

「そうかしら？」

「そうです。だって追いかけて来てくれなかった……」

　のぞみは首を振って涙ぐむ。

　たとえのぞみが全力疾走したとしても、彼からしてみれば追いかけることなど朝メシ前のはず。

　それなのに、そうしなかったのは、もうのぞみと話しても無駄だと思ったのだろう。

「そうかしら？」

　志津がまた首をかしげた。

　その笑いを含んだ声音にのぞみが顔を上げると、志津は心底おかしいというように吹き出した。

「……？」

「ふふふ、はじめからずっとそばにいらっしゃいますよ」

「……え？」

　志津はのぞみのすぐ後ろを見つめている。振り返ると、のぞみの後ろの茂みから、バツが悪そうに現れたのは、紅だった。

「紅さま……きゃっ！」

　唖然とするのぞみに紅は素早く歩み寄り、軽々と抱き上げる。そして、静かな眼差しをのぞみに向けた。

「のぞみ、帰るよ」

　のぞみはその赤い瞳をジッと見つめて、少し考えてから、素直に頷いた。

「……はい」

「紅さま、よいですか。のぞみさまを悲しませることは、この私が許しませんよ」

　志津が目元を険しくして彼に言う。

　紅が気まずそうに彼女から視線を逸らした。

「まぁ……なんにせよ、助かったよ」

　それだけ言って夜の空に飛び立った。




　一変する景色にのぞみは思わず目を閉じる。

　満月が照らす夜の空を飛ぶ間、紅は口をきかなかった。でもその腕は、もう二度と離さないというように強くのぞみの身体を抱いている。

　のぞみも彼にしがみついた。

　帰ろうと言ったはずなのに、紅は山神神社とは別の方向へ飛んでゆく。

　着いた先は、住宅街の中の古びたアパートだった。

　ベランダに、こづえがいる。

　かの子はもう寝たのだろう、部屋の明かりは消えている。こづえは頭にぐるぐるとタオルを巻いて、缶ビールを片手に持っていた。

　風呂上がりのようだ。

「のぞみ！」

　ベランダの高さまで下りてきて、そのままふわふわと浮くふたりに気が付いて、嬉しそうに手を上げた。

「今日はどうしたの？　心配したよ」

　ホッとした様子で小言めいた言葉を口にする。

　のぞみは眉を下げて謝った。

「迷惑をかけて、ごめんなさい」

「いや、迷惑じゃないんだけど、なにしろ急だったからさ。サケ子に聞いてもなにも知らないって言うし……。でもその様子じゃ平気そうだね」

　心底安心した様子で微笑むこづえに、のぞみの胸は熱くなる。

　こんな風に心配してくれることが、ありがたい。

「本当にごめんなさい。今日はふぶきちゃんに会いに行っていたんです」

　心配をかけてしまった代わりにのぞみは事情を説明する。

　こづえが合点したように頷いた。

「そうかい。それで？　ふぶきはどうだった？」

「明日から元気に来てくれます」

　のぞみが受け合うと、こづえは安心したようにため息をついた。

「かの子が喜ぶよ。ふぶきが休みの間はしおしおにしおれていたからね。恩に着るよ。のぞみ、ありがとう」

「私はなにも……」

「それにしても、あのふたりは随分と気が合うようだ」

　母親らしくこづえは言う。

　のぞみは微笑んで頷いた。

「本当に。ふぶきちゃんがまだ園になじめない頃は、とってもかの子ちゃんに助けられました」

　ふぶきがまだあやかし園のひと部屋に閉じこもっていた頃、子どもたちがふぶきに対して早々に苦手意識を持ってしまったあとも、かの子だけはふぶきに興味を持ち続けてくれていた。

　のぞみがふぶきのところへ様子を見に行く時に、一緒についてきてくれることもあったくらいだ。

「あの子は座敷童子だからね」

　こづえが誇らしげに胸を張った。

「座敷童子はもともとどんな相手とも友だちになるのが得意なあやかしさ。でないとおまんまは食えないからね」

「そうなんですね。そっか、かの子ちゃんも座敷童子として成長してるんだ……」

　のぞみは、かの子が眠っている明かりが消えた部屋に視線を移して微笑んだ。

　かの子はあやかし園の子どもたちの中で、のぞみが一番はじめに関わった子だ。

　その彼女の成長が嬉しかった。

　するとこづえが意外なことを言った。

「のぞみのおかげだよ」

「……え？」

　のぞみは小さく首をかしげた。

「あの子もここに来たばかりの頃は、ふぶきみたいに園になじめなかった。私はそれに気が付いていたけれど、慣れない土地で稼ぐのに必死でさ、なかなか気にかけてやれなかったんだ。でもあんたが、あの子に寄り添ってくれた。毎日手を繋いであやかし園に連れていってくれたじゃないか。あの子が座敷童子らしく成長できているのはあんたのおかげだ」

　そう言ってこづえはニカッと笑う。

「こづえさん……」

　思いがけない友人からの言葉に、のぞみは思わず涙ぐんだ。

　人間だ、役立たずだと、自分自身を卑下していた弱くて惨めなあの気持ちが少しだけ癒やされてゆく。

　そうだ。

　そんな風に思っていて、あやかし園の先生が務まるはずがない。

「夜遅くに来て悪かったね。こづえ、また明日」

　紅がのぞみを抱き寄せる。

　こづえが頷いて、少し考えてから眉を寄せて口を開いた。

「だけど、紅さま。のぞみがいなきゃダメなのは紅さまだけじゃないんだ。夫婦になるのなら本当に大切にしてくださいよ」

　よくあるいつものふたりの軽口にも思えるその言葉。

　こづえが紅の痛いところを突き、それに紅がちょっとした嫌味で応えるのだ。

　でも今日の紅は、少し様子が違っていた。

　月を背に穏やかに微笑んで、彼にしては珍しく神妙に頷いた。

「肝に銘じるよ」

　そしてのぞみを抱きしめて、また夜の空に飛び上がった。




　夜の空を今度は山神神社の裏山に向かって飛ぶ。

　たどり着いたのは山の中にぽつんと佇む古い平屋建ての建物だった。

　玄関先でぎゃーと泣く赤子をあやしているのは、サケ子だ。ちょうど夜泣きの時期らしい。

　ふたりは彼女の前に降り立った。

「のぞみじゃないか」

　サケ子が驚いて声をあげた。

「今日はどうしたんだい。心配したよ」

　彼女に抱かれて泣いていたえんも、のぞみと紅の登場に目をパチクリさせて一旦泣きやんだ。

「迷惑かけてすみませんでした」

　のぞみがぺこりと頭を下げると、サケ子は首を振った。

「いや、迷惑じゃないんだけど、突然だったから、とにかく心配したんだよ。その……なにかあったんじゃないかと思ってさ」

　そう言ってサケ子は紅をチラリと見る。

　その目は、まるで紅がのぞみになにかしたのだろうと言っているようだった。

　のぞみは少し慌てて口を開いた。

「あ、あの今日はふぶきちゃんに会いに行っていたんです」

　言い訳のようにのぞみが事情を説明すると、サケ子は「へぇ」とまた驚いたように声を漏らした。

「かの子との喧嘩のことで？　……そこまでしてやるんだね」

　のぞみは頷いた。

「喧嘩はよくあることですから、本当なら放っておいても大丈夫かとも思ったんですけど、ふぶきちゃんの場合はお家がちょっと特殊ですから。もしかしたら仲なおりの仕方がわからないのかもしれないなぁと思いまして。話をしたらわかってもらえました。明日、元気に来てくれると思います」

　保育士として一緒に働くサケ子には、ふぶきの少し込み入ったところまで説明する。

　するとサケ子は感心したように頷いた。

「確かにふぶきにとっちゃあ、初めての喧嘩だからね。そうしてあげて正解だ。それにしても私はそこまで頭が回らなかったよ。……やっぱりのぞみは頼りになりますね、紅さま」

　サケ子が紅に同意を求める。

　紅が穏やかに微笑んで頷いた。

「そうだね」

　一方で、のぞみの方は少し意外なその言葉に驚いて声をあげてしまう。

「私がですか？」

「そうさ、子どもたちのことを本当によくみてくれている。私はどうもガサツというか考えが足りないというか、のぞみほど細やかに子どもたちのことをみられないようだ。……やっぱりのぞみがいないとあやかし園はやっていけないよ」

　サケ子はそう言ってにっこり笑う。

　保育士としてはまだまだ未熟だし、そもそもあやかしのことをよく知らないのぞみは、どちらかというとサケ子に頼りきりのような気がする。そんな風に言われるとは意外だった。

　サケ子の言葉をそのまま素直に受け取ることもできなくて、少し戸惑うのぞみに、サケ子がまた意外なことを言った。

「ふぶきのことだってそうだろ。園がふぶきにとって暑いんじゃないかっていうのに気が付けたのは、のぞみのおかげだ」

「え？　あ、あれは、紅さまが……！」

　のぞみは慌てて訂正する。

　だがサケ子はそれに異を唱えた。

「いや、ふぶき自身はほかの子に興味があるはずなのに、交ざれないなにかがあると言い出したのはのぞみだよ。のぞみがそう言わなきゃ、紅さまも気が付けなかった。そうですよね、紅さま？」

　紅が微笑んで頷いた。

「あんたは、ふぶきが部屋に閉じこもっている間もちょくちょく様子を見に行ってた。だから気が付けたんだ。あれは紛れもなくあんたのおかげだよ」

　きっぱりと言い切ってサケ子は満足そうに微笑んだ。

　不思議な気分だった。

　サケ子は嘘は言わない。

　言わなくていいようなお世辞だって言わない。

　彼女がそう言うならば、少なくとも彼女はそう感じているということなのだ。

「……私、あやかし園の先生として少しはお役に立てているんですよね」

　確認するようにその言葉を口にすると、のぞみの胸に、ある自信が生まれた。

　そうだ。

　一生懸命やったことはなに一つ無駄じゃない。

　サケ子が大きく頷いた。

「ああ、のぞみはいい先生だ、それは私が保証するよ。でもべつにそうじゃなくたって、私はあんたと働くのが楽しいんだけどね」

　のぞみも力強く頷いた。

「ありがとうございます。私もサケ子さんと働くのが大好きです」

　身体中に力がみなぎるような心地がした。

　今すぐに園に行って働きたい。そんな気になるくらいに。

「しっかり者のサケ子と優しいのぞみがいればあやかし園は安泰だ。たとえ私が園長でもね」

　そう言って紅はカラカラ笑う。

　能天気なその彼に、サケ子がため息をついた。

「だから紅さま。のぞみが元気に出勤できなくなるようなことは、もう二度としないでくださいよ」

　今日の休みはふぶきの家庭訪問だったと、さっきのぞみは説明したはずなのに、サケ子はそう言って紅をにらむ。

　彼女の頭の中では今回ののぞみの急な休みは、完全に紅のせいということになってしまっているようだ。

「……え？」

　紅が笑うのをやめてぴたりと止まり、真剣な表情のサケ子に目をやる。

　そしてなにも反論することなく、少し神妙な面持ちで頭を下げた。

「うん、わかった」




　話している間に寝てしまったえんとサケ子に手を振って、ふたりはまた夜の空を飛ぶ。

　月明かりに輝く銀色の髪をなびかせて、遠くを見つめて紅が言った。

「のぞみ、私の縄張りを見て回ろう」

「え？」

「案外と広いんだよ」

　そう言って紅は海の方向へ向かって飛ぶ。

　その途中、少し大きな家が建ち並ぶエリアに差し掛かり、なにかに気が付いたようにスピードを緩めた。

　一軒の大きな家だった。

　二階の部屋の明かりがまだついていて、賑やかな子どもの声が漏れている。

　それを叱るような母親の声も交じっていた。

「鬼の家だよ。まだ寝ていないようだ」

　紅がくすりと笑って、その家の方へ下りていく。

　ベランダの高さまで来ると、六平がふたりに気が付いた。

「あ！　のぞ先生！」

　その声を合図に、鬼の子たちがわれ先にとベランダへ出てくる。

　後ろで母親がため息をついた。

「もう……早く寝なって言ってるだろう！」

　三兄弟はそんな母親などおかまいなしに、ベランダから身を乗り出してぶんぶんと手を振っている。

「のぞ先生」

「紅さまー」

　のぞみはくすくすと笑いながら三人に問いかけた。

「こんばんは、まだ寝ないの？」

「寝たら遊ぶ時間がなくなるだろ？　もったいねーじゃねーか。オイラたち、今日は寝ないって決めたんだ」

　六平が言う。

　あとのふたりもそーだそーだと頷いた。

「でもちゃんと寝ないと明日元気に保育園に来られないよ。もしみんながお休みしたりしたら、先生寂しいな」

　そう言ってにっこり笑いかけると、三人はびっくりしたように目をパチパチさせてから、ぴょこんとツノが生えた三つの頭を突き合わせて、あーでもないこーでもないと相談し始める。

　そしてのぞみに向かってニカッと笑った。

「オイラたち、やっぱり寝てやることにした！」

　鬼の母親がやれやれとため息をついた。

「まったく、お前たちは。のぞみ先生の言うことだけはきくんだから。これはいったいどういうカラクリだい？」

「のぞ先生、明日は保育園に来るか？」

　七平がやや心配そうに問いかける。

　のぞみはにっこり頷いた。

「うん、行くよ。いっぱい遊ぼうね」

「よかったぁ」

　心底安心した様子の七平に、のぞみの胸はチクリと痛んだ。

　そういえば志津が、今日一日は子どもたちものぞみがいなくて元気がなかったと言っていた。こんな小さな子にも心配をかけてしまったのだ。

「……のぞ先生、あの」

　今度は八平が口を開いた。

「なあに？」

　のぞみは首をかしげて彼に答える。でも呼びかけておきながら、彼はなぜかほっぺを真っ赤にして、もじもじとするだけだった。

「はっくん？」

　その彼の隣で六平がへへへと笑った。

「お前、ふぶきが来るか気になるんだろ！　ずっと休みだもんな、あいつ」

「え？　ふぶきちゃん？」

　少し意外なその言葉。でもすぐにのぞみの胸が温かくなる。ここにも、ふぶきの登園を心待ちにしてくれている子がいる。それがなにより嬉しかった。

「大丈夫、ふぶきちゃんも明日からは元気に来てくれるよ！」

　安心させるようにのぞみは言う。

　八平が嬉しそうにニコニコとした。

「明日はふぶきものぞ先生も来るのか！　それならオイラは安心だ！」

　六平が訳知り顔で口を開いた。

「母ちゃんが、のぞ先生はきっと紅さまと喧嘩してじっかに帰ったんだって言ったんだ。だからなかなか帰ってこないかもしれないって」

「ええ!?」

　彼の言葉にのぞみはびっくり仰天してしまう。

　後ろで鬼の母親が肩をぎくりとさせた。

「どうせ紅さまがうわきでもしたんだろうって。先生、うわきってなんだ？」

「じっかってなんだ？」

　矢や継つぎ早に、子どもたちから質問が飛ぶ。

　あたらずといえども遠からずといったその鬼の母親の予想に、紅が感心したように呟いた。

「さすが鬼は鋭いなぁ」

「さ、さて、私はもう寝るよ。お前たちもさっさと寝な」

　鬼の母親は気まずそうにくるりとこちらに背を向けて、そそくさと部屋を出ていく。

　のぞみは呆れてものも言えなかった。

　まったく鬼の母親は、子どもたちになにを吹き込んでいるのやら！

　鬼三兄弟が紅に向かって顔をしかめた。

「紅さま、のぞ先生にちゃんと謝ったのか？」

「喧嘩しちゃダメなんだぞ」

「のぞ先生をいじめたらオイラたち許さないからな」

　鬼の三兄弟は、紅に向かって小さな拳を振り回して精一杯怖い顔をして見せている。

　かわいいかわいい三人の味方にのぞみの胸はきゅーんと鳴った。

　紅がのぞみを抱き寄せて、にっこりと微笑んだ。

「心配は無用だよ。私はもう絶対にのぞみを悲しませない。のぞ先生はずっとあやかし園にいるからね」

　彼の言葉に子どもたちは完全に安心したようだ。

　喜んで手を振っている。

「おやすみ、先生！」

「おやすみなさい、紅さま！」

　のぞみも頬を染めて皆におやすみと手を振った。

「さぁ、行こう」

　紅はまた上昇した。




　紅が言った通り、彼の縄張りはのぞみが思っていたよりも広かった。

　連なる山々、その裾に広がる街、そして海に至るまで、どこにでもあやかしたちの居場所はあるようだ。それぞれの場所でそれぞれのやり方で存在している。

　彼らの話を聞きながら、紅は縄張りに変わりがないかを確認してゆく。

　傍らでその姿を見つめながら、のぞみはこづえの言葉を思い出していた。

　紅は口うるさい長ではない、だから縄張りのあやかしたちは皆のびのびしていると。

　本当にその通りだった。

　彼らは紅を見つけると嬉しそうに姿を見せて、あれやこれやと話をした。

　紅はそれに穏やかな表情で耳を傾けていた。

　皆紅を敬い、慕したっている。

　その彼らにひとつだけ紅が言い含めていたことは、〝ぞぞぞを奪う際、人間を傷つけてはならない〟ということだった。

「長さまのお嫁さまが人間ののぞみさまなのに、そんなことをするやつぁ、この縄張りにはおりませんよ。安心してくだせぇ」

　夜の海で漁船を驚かしていた海坊主はそう言って、けっして漁船を沈めないと約束をした。

「ふふふ。紅さまがそうおっしゃるなら」

　路地裏にいた猫又はそう言って、妖よう艶えんに微笑んだ。

「でも紅さま、珍しいですね。見回りにお嫁さまを連れているなんて」

　彼らは皆、のぞみが隣にいることを不思議がり珍しがった。

「これからは、ちょくちょく連れてくるからさ。よろしく頼むよ」

　その言葉にのぞみの胸が温かくなる。

　ずっと知りたくて、でも自分には知る資格はないのだと諦めていた。長として、彼が負うものとその役割を、少しだけ垣間見ることができた。

　そして今、山神神社に戻ってきて、あやかし園裏の大木の上に肩を並べて座っている。

　胸がいっぱいだった。

　志津やサケ子、こづえがくれたありがくて温かい言葉、鬼三兄弟のかわいい笑顔、それからずっと自分を抱いていた紅の腕の力強さが、空っぽになってしおしおにしぼんでいたのぞみの心に、また命を吹き込んだ。

　潤んだ瞳で海を見つめると、月はもうだいぶ傾いて、沈みかけていた。

　長い長いのぞみの夜が終わろうとしていた。

「……理由は、どうしても必要かい？」

　ぽつりと呟くように紅が言う。

　のぞみは首をかしげて彼を見た。

「のぞみを愛おしいと想うこの気持ちに、理由なんて、いくら考えても見つからないよ。……ただ愛おしいんだ。のぞみのそばにいたいんだよ」

　のぞみが感情的に彼にぶつけた、あのひどい言葉の答えだった。

〝紅さまはどうして私を好きになったの？　私があやかし使いだからでしょう？〟

「紅さま……。あ」

　のぞみの腕を紅がやや強引に引く。あっという間に、のぞみは彼の腕の中にすっぽりと収まった。

　のぞみの髪に顔を埋めて、紅がくぐもった声を出した。

「理由なんてない、なにもないよ。それでも私はのぞみが好きなんだ。妻にしたいのはのぞみだけだ。……たとえのぞみがそれに納得しなくても、放してやることはできないからね」

　自分を抱く強い力と強い言葉がのぞみの心に染み込んでゆく。さっき命を吹き込まれたばかりののぞみの心を包み込む。

　なにもなくても、そばにいたいならば、それでいい。

　のぞみは彼の背中に腕を回した。

「はい、私も……。私もそうです。ただ紅さまが好きなだけなんです。それなのに、……ひどいことを言って、ごめんなさい」

　紅の手がのぞみのアゴに添えられる。その手に優しく促されるままに顔を上げると、唇に柔らかい口づけが下りてきた。

「ん……」

　そしてまた強く抱き合う。

　ぴったりとくっついて互いが互いの存在をしっかりと確かめ合うふたりを、静まり返った森だけが見守っていた。

　先に口を開いたのは紅だった。

「のぞみが……役立たずで私に守られているだけの存在ならどんなにいいかと、何度思ったか知れないよ」

「紅さま……？」

　ゆっくりと顔を上げると、すぐそばで、のぞみの大好きな赤い瞳が少し切なげに揺れていた。

「のぞみ、私は迷っていたんだ」

「……迷っていた？」

「そう」

　頷いて、少し遠い目になって彼は静かに話し始めた。

「のぞみをよこせと大神が要求してくるようになったのは、都から帰ってすぐだった。縄張りを守りながら、私はずっと迷っていた。縄張りもあやかし園もなにもかもを捨て去って、のぞみとふたり逃げてしまおうかと」

　意外すぎる彼の告白に、のぞみは目を見開いた。

「大神は恐ろしくプライドが高い。いつも私に対抗意識を燃やしていて、ことあるごとに張り合ってきた。だから私は無用な争いを避けるために、都から遠く離れたこの辺りに縄張りを持ったんだ」

「……そうだったんですか」

「うん、だからやつはのぞみがやつではなくて私を選んだことがどうしても許せないんだろう。私に負けたような気がしてさ。でものぞみだけなら私は絶対に守ってやれる。縄張りから離れてふたりだけで流れるように暮らせるなら、私たちは今すぐにでも夫婦になれる」

　いつか春の夜に、彼が口にした言葉をのぞみは思い出していた。

『大神の許しなんていらないよ』

　あれは本当の話だった。

　縄張りを離れふたりだけで暮らせるなら、大神の許しなどいらない。

　額と額をコツンと合わせて、紅は目を閉じる。そしてまたため息をついた。

「私は自分勝手な天狗だ。のぞみだけが大切で、のぞみがそばにいてくれればなんだっていいんだよ」

　大神の許しを得ることなく、夫婦になれる道。そんな道は確かにあった。

　……でも彼はそれを選ばなかった。

　紅がゆっくりと目を開いた。

「のぞみは、役立たずなんかじゃない。ここのあやかしたちは皆のぞみが大好きじゃないか。皆に愛されて、頼りにされて、大切にされている。あやかし園の子どもたちからのぞ先生を奪うなんて、私にはできないよ。そしてなにより、のぞみからも皆を奪うことはできなかった」

　その赤い瞳を見つめながら、のぞみは虫の鳴き声に包まれた、夏の夜のことを思い出していた。

『私たちの結婚は、もう少し時間をかけなくてはいけないようだ』

　ふたりだけで、逃げるわけにはいかないから。

　自分勝手だと彼は言う。

　縄張りを捨ててふたりだけで逃げようとした、自分勝手な天狗だと。

　でも彼はそうしなかった。

「紅さま、私……」

　のぞみの胸が痛いくらいに締め付けられる。

　なにも知らないで彼を詰なじった自分が、恥ずかしくて情けない。

「私……、私、紅さまがそんな風に思っていたなんて、なんにも知らなくて……それなのに、ひどいことばかり言って、ごめんなさい、本当にごめんなさい」

「私が言わなかったからだ」

　紅がかぶりを振って、低い声で囁いた。

「私はのぞみになにも言わなかった。それが優しさだと思っていたんだよ。のぞみの世界からすべての心配事を取り除いて真綿で包むように守ってやる。それが愛情だと思っていた」

「紅さま」

「でものぞみは知りたかったんだね？　私が抱えているものを。話してほしかったんだね？」

　紅が確認するように言う。

　のぞみはこくりと頷いた。

「できることなら話してもらって一緒に解決していきたいです」

　それが夫婦というものだから。

「わかった」

　紅がしっかり頷いて、のぞみの頬に手をあてた。

「これからはそうするよ」

　真っ直ぐな視線が、真しん摯しな言葉が、のぞみの心を貫いた。

　今この瞬間に、ようやくふたりは夫婦になる準備ができた。

　そんな気がした。

「だから、今までのことは水に流してくれるかい？　なにしろ私もこれほどまでに愛おしいと想う女子は初めてだからさ……どうも勝手がわからない」

　ふぅーと長い息を吐いて、紅がやや情けない声を出す。そしてぽりぽりと頭をかいている。

　その様子にのぞみは思わず笑みを漏らす。とてもこの縄張りの頂点に立つ長の姿とは思えなかった。

「ふふふ、たくさんの女の人と付き合っていたこともですか？」

　でもそこまで言った時、ふと頭に御殿での出来事が浮かぶ。そしてある重要なことを見落としていたことに気が付いた。

　紅がのぞみを大切に想ってくれていることは確かだ。もうそれに不安を感じたりはしていない。

　でも、だったらなおさら、最近の紅の行動は不自然だった。

　のぞみはゆっくり顔を上げる。そして恐る恐る問いかけた。

「あのー、紅さま？」

「なんだい、のぞみ」

　言いながら、紅がのぞみに口づける。

　ちゅっちゅと音を立てて、頬に瞼に首筋に。もうすっかり仲なおり完了のムードだった。

　のぞみはそれを心地よく感じながらも、流されまいと気を引き締める。

　この際だからふたりの間に横たわる、すべての憂いを晴らしてしまいたい。

　のぞみはこくりと喉を鳴らす。そして意を決してその言葉を口にした。

「紅さまが私とのことをちゃんと考えてくださっていたことはわかりました。でもだったらなおさら……どうして……どうして真剣に大神様を説得してくださらなかったんですか」

「……え？」

　嬉しそうにのぞみのこめかみに口づけていた紅が首をかしげてぴたりと止まる。

　のぞみはそこへたたみかけた。

「大神様を説得するための切り札があるんでしょう？　それなのに、どうして？」

　問題の核心を口にして、のぞみは彼をジッと見つめる。

　でも彼はすぐには答えなかった。

　いたずらが見つかった子どものようにように、あさっての方向を向いている。

　その姿に、のぞみはピンときた。

　頭の中に浮かぶのは、絶対に違うと否定したこづえの意見だった。

　もし紅がマリッジブルーなのだとしたら、聞いたら拍子抜けするようなバカみたいなことが理由だと。そんな理由、あるはずないとのぞみは思っているけれど……。

「だって……」

　紅が深いため息をついて、仕方なしに口を開いた。

「のぞみはいつもいつも子どもたちが一番じゃないか。それこそ、えんが生まれてからは、暇があれば抱いてやっている」

　のぞみは黙って彼の話に耳を傾ける。でも頭の中ははてなマークでいっぱいだった。

　のぞみが子どもたちを大好きだとしてそれのいったいなにが、ふたりの結婚と関係あるのだろう。

　まったく見当がつかなかった。

　首をかしげるのぞみの肩を、紅の大きな手がガシッと包む。

　そしていつもの彼からは想像もつかないほど、真剣な眼差しで話し始めた。

「いいかい？　のぞみ、夫婦になれば子ができるかもしれないだろう？」

　いつになく鬼気迫るような紅に、やや圧倒されながら、のぞみはこくんと頷いた。

　でもまだ彼の言わんとすることはわからなかった。

　子ができたらいったいなんだというのだろう。

「子ができたら……」

　子ができたら？

「子ができたら、〝のぞみの一番〟が、私ではなくなってしまうじゃないか」

「…………はぁ？」

　間の抜けたのぞみの声が夜の森に響いた。

「ななななにを言ってるんですか！」

　素っ頓とん狂きょうな声をあげて、のぞみは目をパチパチさせる。

　でも紅はあくまでも真剣だった。

「のぞみの一番好きな相手が、私ではなくなるなんて、そんなこと私には耐えられない。耐えられないんだよ！」

「ええ!?」

　また声をあげて、でも続きの言葉を見つけられず、のぞみは口をパクパクさせる。

　この人はいったいなにを言っているのやら！

　紅が悔しそうに眉を寄せた。

「えんが生まれてから、のぞみはえんに夢中じゃないか。えんを抱いている間は私にさわられたくないなんて言うくらいに」

　そういえばそんなことを言ったかなと、のぞみは思う。でも確かあれは、保育士として頑張らなければ人間の自分はここにいる価値がないと思って、不安になっていた頃に口から出た言葉だった。

　それにそもそも、勤務時間中に園長が保育士に抱きつくこと自体あってはならないことなのだから、至極真っ当なお願いだ。

　でもそんな常識は彼には通じないようだった。

「えんでさえ、あんなにかわいがっているんだ。自分の子ができたら、それこそ私は放ったらかしになってしまう。こづえが言っていたじゃないか。子ができたら旦那がうっとおしく思えると……！」

　そう言って紅は心底恐ろしいというように身体をぶるりと震わせる。

　そして低い声で白状した。

「だから、もうしばらくは婚約中のままでもいいかなと思っていたんだよ……」

　しょんぼりとして頭を下げるその姿に、のぞみは思わず吹き出した。

「そんなことで!?　ふふふ、あははは！」

　そしてそのまま、お腹を抱えて笑ってしまう。静かな夜の森にのぞみの笑い声が響いた。

　おかしくてたまらなかった。

　のぞみが予想した通り、紅はマリッジブルーだった。なんとかして結婚を先延ばしにしようとしていた。

　でもその理由は、拍子抜けするようなことだった！

「笑い事ではないよ、のぞみ」

　紅がやや憮然として、口を尖らせた。

「私はのぞみが大好きなんだ。ずっとずっとのぞみの中の一番でいたいんだよ」

「紅さまだって」

　目尻の涙を拭きながらのぞみは彼に反論した。

「子どもたちが大好きじゃないですか。あやかし園の子どもたちは自分の子みたいにかわいがっているでしょう？　本当に自分の子ができたらきっとかわいくて仕方がないと思いますよ」

「それは……、そうかもしれないけど……。でものぞみには私が一番のままでいてほしいんだよ」

「そんな無茶苦茶な！」

　のぞみはまた笑いだす。

　夫婦になったふたりのもとにかわいい赤ん坊がやってくる、そんな光景が頭に浮かび、幸せな気持ちで胸がいっぱいになった。

　紅がのぞみの頬に手をあてた。

「のぞみ、約束してくれるね？　赤ん坊ができても今と変わらず私を好きでいてくれると」

　切実なその問いかけに、のぞみはまだ笑いから抜け出せないままに、首を横に振った。

「そんなの、お約束できません」

「ええ!?」

　紅が情けない声を出す。

　のぞみはふふふと微笑んだ。

「ずっと変わらずなんて、そんなこと、無理だと思います。だって夫婦になったその先には長い長い道のりが待っているのでしょう？　子どもができて、歳を重ねて……ずっとずっとそばにいたら、私きっと今よりもっと、紅さまを大切に想うようになるはずです」

「のぞみ!!」

　感情を爆発させて、紅がのぞみを抱きしめる。

「ああ、なんて愛おしいんだ!!」

　温かい彼の胸に顔を埋めてのぞみはゆっくり目を閉じた。

「ふふふ、こづえさんの言う通りだった」

　こづえが予想した通り、マリッジブルーの正体には本当に拍子抜けさせられた。

　やっぱり彼女は、のぞみにあやかしのことをおしえてくれる、よきアドバイザーだ。

　でもその呟きに、紅は眉を寄せて反応した。

「こづえの？」

「ふふふ、こづえさんが言ってたんです。もし紅さまがマリッジブルーだとしたら、きっと拍子抜けするようなことが理由だって」

「マリッ……なんだって？」

「マリッジブルーです。婚約中の恋人同士が、本当にこのまま結婚してしまっていいのかなって、少し憂ゆう鬱うつになることです。こづえさんが、私たちはそうなんじゃないかって言って……」

「のぞみー……」

　紅がのぞみを抱いたまま、がっくりと肩を落とした。

「なんでもかんでもこづえに相談するのは、ちょっとどうかと思うんだ……」

「ふふふ、でも紅さまだって、こづえさんの言うことに振り回されているじゃないですか」

「それは……そうかもしれないけれど」

　元をたどれば、紅はこづえの『子ができれば旦那がうっとおしくなる』という言葉をきっかけにマリッジブルーに陥ったのだ。

　本当に、おかしくてたまらなかった。

「ふふふ、お互いさまですよ」

　こんな風に気楽にものを言い合えるこんな時間が愛おしい。言いたいことも聞きたいことも呑み込んで、苦しかったあの時間が、嘘のようだった。

　背中に回した腕に力を込めてのぞみはゆっくり目を閉じる。

　そして心の底から願い続けた大切な想いを口にした。

「私、紅さまが大好きです。今すぐにでも夫婦になりたいんです。……お願いです、早く大神様を説得してください」

　のぞみの髪に口づけて、紅が愛おしげに囁いた。

「わかったよ。かわいいかわいいのぞみのお願いには、逆らえないからね」
















最終章　幸せな結末







「さぁ、部屋に戻ろう！」

　紅が意気揚々として立ち上がり、のぞみをひょいと抱き上げる。

　のぞみは慌てて彼の首にしがみついた。

「ふふふ、のぞみ。私たちの夜はまだ終わらないよ」

　見下ろして意味深なことを言う紅に、なんだかものすごく嫌な予感がして、のぞみは恐る恐る口を開いた。

「こ、紅さま、そ、それはつまり……？」

「今すぐに部屋に戻って夫婦になろう！」

　高らかに宣言をして、紅は今にも飛び立とうとする。

　のぞみはそれを慌てて止めた。

「ええ!?　今すぐですか!?　ちょっ、ちょっと待ってください」

　ついさっきまで、夫婦になれるかどうかすらわからずに思い悩んでいたというのに、正直いってそこまでの心の準備はできていない。

　だが、紅にはそんなことは関係ないようだ。

「今すぐに夫婦になりたいと、かわいいお願いをしたのはのぞみだろう？」

　平然としてそんなことを言う。

　その彼になんとか思い止まってもらいたくて、のぞみは彼に反論した。

「だって紅さま、まだ大神様のお許しをもらってないじゃないですか」

「そんなのあとあと！　事後承諾で大丈夫。ちゃあんと説得してみせるからね」

　軽い調子でそう言って、紅はまた飛び立とうとする。

「待ってくださいってばっ！」

　ジタバタと暴れて、のぞみは彼に問いかけた。

「事後承諾でいいって、そもそも、大神様を説得するための切り札っていったいなんなんですか!?」

「……あれ？　まだ言ってなかったっけ」

　首をかしげて、ようやく紅の動きが止まる。

　のぞみはホッと息を吐いて、頷いた。

「……聞いていません」

　すると紅が、少し考えてから口を開いた。

「本当に最近気が付いたことなんだよ。そしてすごく単純なことなんだ。つまり私たちは……」

　と、紅がそこまで言った時。

　どどーん!!　ばりばりばり！

　凄まじい雷鳴が突然夜の空に鳴り響き、のぞみはびくりと肩を揺らす。

　紅がのぞみを腕でかばい、辺りを警戒し始めた。

　冷たい風が強く吹いて、森の木々がざざざと鳴る。

　眠っていた鳥たちがギャアギャアと鳴き声をあげながら夜空に飛び立っていった。

「嵐？」

　空を見上げて、のぞみは呟く。

「いや、違う」

　紅が低い声で囁いた。

「雲がない。……のぞみ、よく覚えておくんだよ。雲の伴わない雷鳴は、龍が来ているという証」

「龍が……？」

「そう、大神のお出ましだ」

　おおーん！

　心の臓まで響くような鳴き声が、夜の山に響き渡る。

　同時に、沈みゆく月の方向から緑色の龍が姿を現した。

　のぞみは紅にしがみつき、息を呑む。龍から目が離せなかった。

　これほどまでに美しく、恐ろしいものをのぞみは見たことがない。

　長く鋭い牙と爪、翡ひ翠すい色に輝くうろこ、黄金の髭ひげ。

　でも、ギョロリとした目、ぐねぐねの立髪、それから天高く伸びるツノは、確かに御殿で会った大神と同じだった。

　大神は、暗いはずの森の中で、抜け目なくのぞみたちを見咎めて、すぐ近くまでやってきた。

　そしてのぞみたちの目の前でおおーん！と雄叫びをあげた。

　よく見るとその大神の尻尾にはなにかがくっついている。

　のぞみは目を見開いて彼らを呼んだ。

「ふぶきちゃん！　伊織さん！」

　そして思わず手を伸ばす。

　それを慌てて紅が止めた。

「危ない！　のぞみ！」

「だって、落ちたりしたら怪我しちゃう！　ふぶきちゃんこっちへおいで！」

「大丈夫だ。ふぶきは大神の娘だよ。落ちたりはしないさ。それより……」

「愚かだな」

　紅の言葉を遮って、大神が口を開いた。

　吸い込まれそうな緑色の瞳がじろりとのぞみを捉えている。

　のぞみの背筋がぞぞぞとなった。

「自分の心配をしたらどうだ。人間の女よ。私はお前を捕まえに来たのだぞ」

「愚かなのはお前の方さ、大神。自らこんなところまできて、結局目的は果たせずにおめおめと都に帰ることになるのだから」

　紅が強気で言い返す。

　大神がぐぬぬぬぬと唸って、身体をぐねぐねとさせた。

　尻尾のふたりが振り落とされやしないかと、のぞみはハラハラしてしまう。

　だがさっき紅が言った通り、ふたりともしっかりと掴まっていて簡単には振り落とされなそうだ。

「甘い顔をしておれば、つけあがりやがって！　もう許さん、さっさとその女おな子ごをよこせ！」

　また雷鳴が鳴り響く。

　ばりばりばりと凄まじい音を立てて、大神のツノから放たれる緑色の光が大挙してのぞみ目がけて飛んでくる。だが紅の赤い竜巻きがその光を跳ね飛ばす。

　光は曲がって夜の空に消えた。

「ぐぬぬぬぬ！」

　大神が悔しそうに唸り声をあげた。

　確かに誰かが言った通り、紅には大神に匹敵する能力があるようだ。のぞみひとりなら守りぬけるという彼の言葉は本当だった。

「ぐぬぬぬね！」

　唸り声とともに、大神のツノからまた光が放たれる。それをまた余裕でかわして紅が肩をすくめた。

「無駄なことはやめておけ、大神。どんなことをしても、のぞみはお前のものにはならないよ」

「なにを寝ぼけたことを言う。この世の女おな子ごは、すべて私のものなのだ。私が欲しいと一言言えば、手に入らぬ女子などいない!!」

　横暴なことを言って、大神はまた光を繰り出す。

　それをまたあっさりかわして、紅が頷いた。

「ま、それはそうかもしれないね。……ただし」

　紅がそこで言葉を切ると、大神が眉を寄せた。

「ただし？」

「ただし、ほかのあやかしと〝約束〟を交わした女性以外はね」

　そう言って紅はにっこりと微笑む。

「…………なぬ？」

　大神がぴたりと動きを止めて、緑の瞳を見開いた。

　首をかしげて、のぞみは紅を見上げた。

「約束？」

「約束とな？」

「そう」

　紅が機嫌よく頷いた。

「私とのぞみはお互いだけを伴侶として、夫婦となり生涯離れないと、約束を交わした仲なんだ。こんな約束を交わした女おな子ごはたとえ大神でも手出しはできないだろう。……な、伊織？」

　青い顔をして大神の尻尾にしがみついていた伊織は紅の言葉にハッとして、大神の尻尾からふわりと離れる。

　そして、大きくズレている丸いメガネを整えてから大神に向かって平伏した。

「あやかしにとって、約束は絶対にございます。もしもそれに背くことあらば、たましいを取られますゆえ、約束を交わした女性はたとえ大神様でも、手に入れることは不可能にございます」

　伊織の言葉を聞きながら大神が紅をじーと見つめる。そしてスッと目を細めて、突然ぶはっと吹き出した。

「わっはっはっは!!　約束をかわしたとな！　ふはははは！　なかなかおもしろい冗談だ。だがわしを納得させたいなら、もう少しマシな嘘を申せ!!　そのような嘘にわしが騙されるはずがなかろう！」

「う、嘘ではありません！」

　伊織が慌てて口を開いた。

「約束を交わした女子は大神様のものには……」

「そうではない！」

　大神はそう言って、アゴで紅を指し示した。

「こやつが！　あやかしの女おな子ごという女おな子ごを総なめにしてきたこの男が、ひとりの女おな子ごだけを妻にするという約束などするわけがなかろう！」

　そう言って大神はまたわっはっはっは！と笑いだす。

「な……！　なんてことを言うんだ!!」

　紅があたふたとして、のぞみの耳を両手で覆った。

　その手を払い除けて、のぞみはじろりと彼をにらむ。

「紅さま？」

「と、とにかく！」

　紅が大神に向かって声を張り上げた。

「私たちが約束を交わしたことは事実なんだ！　大神といえども邪魔はできないよ」

「ふん！」

　大神が鼻を鳴らした。

「絶対に嘘に決まっておる。そんな約束をしてしまったらもう二度とほかの女おな子ごに手を出せなくなるのだぞ。そんな約束、よりによってお前が！　するわけがない」

「な……！　だから失礼なやつだな！　約束は本当だ！」

「信じられん」

「絶対に本当だ！」

「絶対に嘘だ！　いい加減な天狗め！　おぬしのいうことなど誰が信用できるか」

「やれやれ。こんな石頭が大神では、先が思いやられるな。……しかも女好きだし」

「お、おぬしの方が女好きであろう!?　忘れたのか？　昔おぬしが……」

「あのー、大神様？」

　そのうち、あっかんべーとでも言いだしそうなふたりのやり取りを、遠慮がちに止めたのは、伊織だった。

「……なんだ」

　伊織は汗を拭いて頭を下げた。

「あのー……非常に残念な話なのですが、私が調査したところによると、その……紅さまの話は本当でございます。はい」

「なぬ!?　それは確かな調査結果なのか？」

「はぁ。……実は紅さまが約束されるところを見た者がおりまして」

　そう言って伊織が手をもじもじさせる。

　大神がまた声をあげた。

「なぬ!?　約束など普通はひっそりとやるものだ。その目撃者とやらは確かに見たのだろうな。嘘や間違いでは許さんぞ」

「はぁ。それがその……こちらにおります」

　そう言って伊織が振り返ると、あやかし園の方向からぞろぞろと出てきたのは、縄張りのあやかしたちだった。

　その中には、こづえや志津や鬼の家族などのあやかし園のメンバーもいる。

　皆一様に緊張した面持ちで、ビクビクしている。

　のぞみの胸が熱くなった。

　きっと皆、大神を恐れながらも、のぞみたちのために意を決して来てくれたのだ。

「なんだ？　こんなにたくさんおるのか」

　大神が呆れたように呟いて、彼らに向かって問いかけた。

「お前たち本当のことを申すのだ。嘘は許さん。紅が約束をしたというのは真まことの話なのか」

　大神の言葉に、あやかしたちは互いに顔を見合わせてから、恐る恐る頷いた。

　伊織がこほんと咳払いをした。

「紅さまは、約束をするにあたって縄張りのあやかしたちに証人になってほしいとおっしゃったそうです。人間の夫婦は一夫一妻制ですから、自分はそれに合わせると。おふたりはその証として……」

　でもそこで伊織は一旦言葉を切る。そしてなぜか真っ赤になって、少し小さな声でまた話し始めた。

「……縄張り中のあやかしたちが見守る中、その……く……をされたようです」

「あ？　なんだ？」

　ごにょごにょと言う伊織に、大神が眉を寄せる。

　伊織はごくりと喉を鳴らしてから、思い切ったように口を開いた。

「あやかしたちが見守る中……。くくくく口づけをされたようですっ！」

　やっとのことで言い終えて、白い狐は赤い狐になっている。

「あいつ……、うぶだね」

　紅が驚いたように呟いてのぞみの耳に囁いた。

「だけどあの年齢であの免疫のなさはどうだろう。勉強ばかりして出世することばかり考えているとああなるのだろうか」

　のぞみは伊織と同じように真っ赤になって紅の胸に顔を埋めた。

　忘れたい過去の出来事を改めて暴露されてしまって、恥ずかしくてたまらない。

「ぬおー！」

　大神が雄叫びをあげて身体をぐねぐねとさせた。

「だったらどうしてはじめからそう言わなんだ!!　はじめから知っておったら、ここまですることはなかったに!!　このわしに、無駄なことをさせおって！」

「勝手にのぞみを気に入って、横恋慕してきたのはそっちだろう。あいかわらず横暴だなぁ」

　紅が呆れたようにため息をつく。

　大神がますます怒り狂った。

「本当に忌々しいやつだ！　もうこうなったら女などどうでもよい。おぬしがやたら大事にしとるという保育園とやらだけでもぶっ潰してくれるわ！」

　大神のツノから緑の光が繰り出され、あやかし園の園庭のすべり台に直撃した。

　すべり台はあっという間に破壊されてぺっしゃんこになってしまった。

　一瞬で……すごい力だ。

　その間も大神のツノにはまた光がバリバリと集まっていく。次はきっと建物だ。

　のぞみを片腕に抱いたまま紅が手を上げる。大神の攻撃からあやかし園を守るつもりなのだろう。

　でもそれより先に声をあげた者がいた。

「やめてくだされ！　お父上さま!!」

　ふぶきだった。

　大神の動きがぴたりと止まり、思い出したように尻尾にくっついている娘を見た。

「お父上さま、保育園をこわさないで！」

　泣き出しそうな声でそう叫んで、ふぶきは長い長い大神の身体をよじ登る。

　皆、唖然としてそれを見つめていた。

　やがて頭の上まで到達すると、二本のツノの間から、大神の顔を覗き込んだ。

「お父上さま、ふぶきは保育園が大好きじゃ。明日も元気に行くとのぞ先生と約束をしたのじゃ。かの子と仲なおりしたいのじゃ！　だからこわさないで」

　ふぶきの目からキラキラ輝く大粒の涙があふれ出す。それは彼女の頬を伝いぽたりぽたりと大神の顔に落ちた。

　大神が慌てたように口を開いた。

「おお、ふぶき。いったいどうしてしまったんだ。保育園などなくとも、御殿で召使いが遊んでくれるであろう？　それで十分ではないか」

「嫌じゃ嫌じゃ!!　召使いと遊ぶのは全然おもしろくない！」

　首をふりふりえんえん泣くふぶきに困り果てたように眉を下げてから、大神が伊織をじろりとにらむ。

「伊織!!　これはいったいどういうことだ！　お前の作戦は保育園を内側から引っ掻き回してぶっ潰すはずだっただろう！　ミイラ取りがミイラになっているではないかっ！」

　大神からの叱責に、伊織が真っ青になってがたがたと震えている。

　保育園に行きたいと言って泣き続けるふぶきと、叱責されて青い狐になってしまっている伊織。そのふたりを見つめるうちに、のぞみはほとんど無意識のうちに声をあげた。

「あのっ！」

　大神のぎょろ目が、のぞみを捉えた。

「わ、私、ふぶきちゃんの担任をしております。のぞみと申します」

　ばくばくと心臓が音を立てるのを感じながら、のぞみは改めて自己紹介をする。もちろん大神とは初対面ではないけれど、今はふぶきの先生として話をしているということをわかってほしいからだ。

　ふぶきの担任としては、泣いている彼女を放っておくわけにはいかない。

「ふぶきちゃん、毎日元気に保育園に来てくれています。お友だちもたくさんできたんですよ」

　勇気をふりしぼってのぞみはまた大神に語りかける。

　それがどうしたというように大神が眉を上げた。

「この夏は、ふぶきちゃんが作ってくれる氷でできたかき氷をお弁当の後に食べるのが、子どもたち皆の楽しみでした。ふぶきちゃん人気者なんですよ」

「ふぶきが？」

　意外そうに呟いて、大神が頭の上のふぶきを見上げた。

「ふぶきちゃん、いつもちゃんと皆に行き渡るまで氷を作ってから、自分の分を食べ始めるんです。本当は早く食べたいに決まってるのに、こんなに小さな子が、なかなかできることではありません」

　のぞみは言葉に力を込める。

　ふぶきの保育園での頑張りを、父親である大神になんとかわかってほしかった。

「そんなところは、さすが内親王さまだ」

　紅がのぞみの話を補足する。

　泣きやんで、のぞみの話を聞いていたふぶきは、うふふふと頬を染めて微笑んだ。

　大神がそんなふぶきを、不思議そうに見つめている。

　どう反応すればよいか考えあぐねているようだ。

　そこへ。

「やるじゃん！　ふぶき」

　という言葉とともにパッと姿を現したのはおゆきだった。

「ひと夏通っただけなのに、そんなに成長させてくれるなんて、保育園サイコーだね！」

「母上！」

「おゆきさん！」

　のぞみとふぶきは同時に声をあげる。

　大神がぎょろ目を丸くしておゆきを見た。

「おゆきではないか。バカンスから戻ったのか」

　おゆきが頷いた。

「うん、今日ね。本当はすぐにでも大神様のところへ行きたかったんだけど、湯殿にいるって聞いたからさ。私は熱いのは苦手だから、一緒に風呂は入れない」

　そう言っておゆきは拗すねてみせる。

　すると驚いたことに大神がデレッとした。

「そうかそうか。いや久しぶりじゃないか。バカンスは楽しかったか？　ん？」

「うん、サイコーだった！　大神様がなにもかも手配してくれたおかげで、ずっと快適に過ごせたよ」

「そうかそうか」

　さっきまでの恐ろしい空気はどこへやら、大神は金色のヒゲをくにゃくにゃさせてにやにやとおゆきを見ている。

　おゆきがそのヒゲを腕に絡めてにっこりとした。

「しかも私がいない間ふぶきを保育園へ通わせてくれたんだよね。ありがとう！」

「え」

「ふぶきが退屈しないように、保育園へ入れてくれたんでしょ？」

「え、う、まぁ……そうだ」

　おゆきがふふふと笑って大神の頬へぴったりと寄り添うようにくっついた。

「大神様がサイコーだっていうのは知ってたけど、ここまでとは思わなかった！」

「え」

「だって、執務で忙しいのに妻に優しくて子どものこともちゃんと考えてくれるなんて、こんなにいい旦那さま、どこを探しても大神様しかいないよ！」

　そう言っておゆきは大神に嬉しそうに頬ずりをする。

「そ、そうか。……うん、そうだろうな。そうに違いない」

　大神が嬉しそうに頷いた。

「保育園ってさ、私のママ友の間でもちょっと話題になってて、通わせたいって子はたくさんいるんだ。もちろん自分の子だから自分で面倒みるのはあたりまえだけど、ちょっと子育ての息抜きをしたいって時もあるわけじゃん。しかもそれで子どもたちが喜ぶならサイコーだよ！　……でも今のところあやかしの子を預かってくれる保育園はここしかないんだよね。だから、皆諦めているんだ……」

　そう言っておゆきは伊織の方をチラリと見る。

　その視線にハッとして伊織は一歩前に歩み出た。

「大神様に申し上げます」

　大神が意外そうに伊織を見た。

「私の調査結果では、都に住む子育て世代のあやかしたちのうち相当な数の者たちが〝もし保育園ができたら自分の子を通わせたい〟と思っているようです。もともと都は大神様のお膝元とあって住みたい街ランキングは常に第一位ではありますが、もし保育園ができたとしたらさらに……」

「なるほど、ふむ、なるほど」

　大神が頷いた。

「つまりここより立派な保育園を都に作れば、天狗に勝てるというわけだな」

「……もともとこのような田舎など大神様のお膝元、都にとってはライバルにもなりませんが」

　伊織が慇懃に頭を下げた。

「わかった!!」

　大神が空の上でぐるりと回る。

　そして高らかに宣言した。

「都にも保育園を作ることにしよう。こんなボロボロな保育園よりもっと立派な保育園だ！」

「きゃー！　そう言ってくれると思ったー！　やっぱり大神様サイコーだよ！」

「こうしてはおれん。伊織！　都へ帰るぞ、やることは山ほどある！」

　抱きついて頬にキスを繰り返すおゆきと、頭の上のふぶきを連れて、大神は今すぐにでも都へ帰ろうとする。

　その背中に紅が慌てて声をかけた。

「おいおい大神。大事なことを忘れているよ。私たちの結婚は……」

　大神がくるりと振り返る。そして紅に向かって言い放った。

「好きにせい!!　わしははじめからそう言っておる」

　今度こそ本当に下りた結婚の許しに、事態を見守っていたあやかしたちからわぁと喜びの声があがる。

　ぴーぴーと口笛を鳴らしたり、飛び跳ねたり。

　こづえと志津も目に涙を浮かべて手を叩いていた。

「紅さま!!」

　嬉しくて、のぞみは皆が見ているのも構わずに紅の胸に抱きついた。

「私たち本当に結婚できるんですね！」

「あぁ……」

　紅の腕がのぞみをギュッと抱きしめる。力強いその温もりにのぞみはすっぽり包まれる。

　今度こそ本当に、本当に夫婦になれるのだ!!

　紆余曲折はあったけれど、ふたりの絆が深まったのだから、それでよかったのだという気分だった。

「のぞ先生、バイバーイ！」

　都へ向かって飛んでゆく緑の龍の頭に乗って、ふぶきとおゆきがぶんぶんと手を振っている。

　尻尾にくっついている伊織がぺこりと頭を下げた。

「……まったく本当に人騒がせなやつらだ」

　紅がやれやれとため息をついて、のぞみの頭に口づけた。

「ま、なにはともあれ、一件落着だね」

　大神一家が去ったあとの空はもう白み始めていた。




　秋も深まり山々が赤や黄色に色づく頃に、のぞみと紅の婚礼は執り行われた。

「あやかしは夫婦になる時に改まって儀式をすることはありません。でも、狐の一族は別なんです。たいていはこうやって花嫁さまにきれいな衣装を着ていただき、御輿みこしに乗せて送り出すんですよ」

　午後の日差しが差し込むのぞみのアパートの部屋で、白無垢の裾を丁寧に整えながら、留袖を着た志津が嬉しそうに説明をする。そして改めて真っ白な衣装に包まれたのぞみを見て、感激したようにため息をついた。

「なんてかわいらしいんでしょう！　こんなに美しい花嫁さんは今まで見たことがありません。本当に素敵……、ねえあなた？」

　だが呼びかけられた兄の颯太は妻の言葉に応えられない。部屋の隅で小さくなって、メソメソと泣いているからだ。

「のぞみ、本当にお嫁にいっちゃうのか？　まだ早いよ……」

　志津が困ったようにため息をついた。

「……いつまで泣いているのかしら」

　そして、またのぞみを見てにっこりとした。

「とにかく完璧すぎるほど素敵ですよ」

　義姉からの過分な褒め言葉に、のぞみは頬を染める。そして志津に向かって頭を下げた。

「志津さん、私のためにいろいろ準備してくださって……ありがとうございました」

　結婚式のしきたりになど明るくないのぞみは、婚礼の準備は志津に頼りきりだった。

　彼女は一生懸命人間の結婚式のことまで調べてくれたのだ。

　彼女がいなかったら、のぞみはこんな風に白無垢を着ることすらままならなかったに違いない。

　こうやって兄夫婦に送り出してもらえることが、のぞみにとってはなによりもありがたいことだった。

「かわいい義妹のためですもの」

　首を振って志津が微笑んだ、その時。

「泣き虫だなぁ、父ちゃんは」という声がして、太一が扉からひょっこりと顔を出した。

「太一！　この部屋には来ちゃダメと言ったでしょう!?」

　すかさず志津は太一を叱る。

「あなたにうろちょろされては白無垢が汚れてしまいます」

　だが彼は、母の言うことなど気にも留めず父親のところへパタパタと走っていく。

　そして背中に覆い被さった。

「のぞ先生は紅さまのお嫁さまになってもここに住むんだろ？　今までとなにも変わらないじゃないか」

「そうだけど……」

　颯太ががっくりと肩を落とした。

　結婚式が終わったあとも、のぞみはこのアパートに住むことになっていて紅が引っ越してくることになった。

　だから今太一が言ったように、生活自体はあまり変わらないのだ。でも兄としては、やっぱり寂しいという気持ちが拭えないのだろう。

　だとしても、泣きすぎ。

　のぞみがくすりと笑みを漏らした、その時。

「やぁ、かわいいなぁ！　想像以上だよ!!」

　またドアの方から声がして顔を出したのは、紅だった。

　白無垢姿ののぞみを見て、目を輝かせている。

「私の花嫁さん！」

　彼は部屋の中へズカズカと入ってくると、両腕を広げてのぞみに抱きつこうとする。

　それを志津が止めた。

「なりません、紅さま。衣装が汚れてしまいます!!」

　その声に紅は一瞬ぴたりと止まる。

　でも少し考えてから、やっぱり無視することにしたようだ。

「のぞみ！」

　にっこりとしてまた抱きつこうとする。

　今度はそれを伊織が止めた。

「紅さま！」

　厳しい表情でドアから顔を覗かせてる。

　今日一日は花嫁であるのぞみの付き添いを志津が務め、花婿である紅の付き添いは彼が務めることになっていた。

　アパートの別の部屋を控え室として、彼らはそちらで準備していたのだが……。

「紅さま、花嫁さまの控え室には行ってはなりませんと、何度も申し上げているでしょう。今の時間は花嫁さまが、お世話になった家族に感謝の気持ちをお伝えし、お別れをする時間なのですから花婿は……」

　くどくどと説教を始める伊織に向かって、紅が口を尖らせた。

「うるさいなぁ、伊織は。私はのぞみの花嫁姿を一刻も早く見たかったんだよ。……それにあんなに泣いてちゃ、お別れもなにもないだろう」

　颯太はあいかわらず息子を頭に乗せてメソメソと泣いている。

　でもそう言いながらも紅は一応はふたりの狐の意見を尊重して、抱きつくのはやめたようだ。のぞみを見て目を細めた。

「ここまでかわいいとは思わなかったよ！　さすがは私ののぞみだ。ああ床入りが待ちきれないよ！　婚礼なんかすっ飛ばしたいくらいだ」

「なっ……！　と、とととと床入り……!?」

　紅の言葉に伊織は目を剥いて真っ赤になってしまっている。

　その隣で志津が目を吊り上げた。

「紅さま！　そのようなことを言わないでください。のぞみさまは嫁入り前の娘ですよ！」

「嫁入り前って……」

　紅が呆れたような声を出す。

「今から嫁入りなんだから、もう直前じゃないか」

　あいかわらずのやり取りに、のぞみはぷっと吹き出してくすくすと笑いだした。

　慣れない衣装を身につけて、初めての儀式に臨むことに少し緊張していたが、それがあっという間に吹き飛んでしまった。

「ふふふ、おかしい」

　でも考えてみれば山神神社で行われる今日の婚礼の趣旨は、山神様に私たちは夫婦になりますと報告をし、末永く幸せが続くようにとお祈りをすること。

　でもその山神様は新郎本人なのだから、そう気負うことはないのかもしれない。

　のぞみはくすくすと笑いながら紅を見上げた。

「紅さまも、とっても素敵です。こんなにカッコいい旦那さま、私にはもったいないくらい」

　いつもの粋な浴衣姿とは違い、今日の紅は黒い紋付袴姿。長い銀髪はきちんとまとめられている。

　本当に、ため息が出るほど素敵だった。

　特別な日の特別な空気が、のぞみをいつもより素直にする。

「ふふふ、カッコいい」

　紅がまた目を輝かせた。

「旦那さまかぁ。いいね、それ」

　そして志津が止めるのも聞かないで、今度こそのぞみを腕の中に閉じ込めた。

「これからはそう呼んでもらおうかな」

　のぞみは笑いながら首を横に振った。

「ダメですよ。私結婚してからも、あやかし園で働くんだから。間違えて子どもたちの前で呼んじゃったら困るもの」

「べつにいいじゃないか。私は子どもたちの前でものぞみにそう呼んでもらいたいよ」

「もう、紅さまったら！」

　のぞみはまた吹き出して、笑いだす。

　くすくすと笑いが止まらないその頬に、ちゅっと音を立てて、柔らかいキスが降ってきた。

　後ろで志津が仕方がないかというように苦笑して、伊織がまたもや真っ赤になった。




　赤、黄、だいだい色の葉で鮮やかに染まる山神神社の参道に、縄張りのすべてのあやかしたちが詰めかけて、手を繋ぎ本殿に立つのぞみと紅を祝福している。

　のぞみはそれを潤んだ瞳で見つめていた。

　夫婦になる時に特別な儀式はしないというあやかしたちは皆、はじめて見る婚礼の儀式に興味津々のようだった。

　真新しい衣装に身を包む長夫婦を眩しそうに見つめている。

　そして、その彼らもそれぞれが婚礼にふさわしいと思う衣装をこの日のために新調し身につけていた。

　河童の一族は真新しいスクール水着に身を包み、赤舐めという掃除が得意なあやかしたちはノリの効いた作業着だ。

　こづえとかの子はおそろいのピンクのパーティードレスを着ている。

　中身は九十九歳でも見た目は小学生のこづえとかの子親子は、双子みたいにかわいらしい。

　えんを抱いたサケ子と藤吉夫婦は、キチンとしたスーツ姿だった。

　さながら和製ハロウィンパーティーとでもいうような光景だった。

　実をいうと先ほど本殿で行われた婚礼自体は、神主役の伊織が祈りの言葉を捧げるたびに、新郎がはいはいと応えるというちょっとヘンテコりんなものだった。

　普通の婚礼とはかけ離れていたような気もしたが、夫婦になりましたということを皆に報告することに婚礼の意味があるとすれば、これでいいのだとのぞみは思う。

　のぞみが今感謝の気持ちを伝えたい人たちは皆目の前にいるのだから。

　こづえとサケ子が涙を流して抱き合っている。

　そのふたりに目を留めて、のぞみの目からついに涙があふれ出した。

　ふたりはのぞみの門出を自分のことのように祝ってくれている。

　それがただありがたかった。

　頬の涙を紅が人差し指でそっとすくう。そしてのぞみの耳に囁いた。

「のぞみ、この光景をよく覚えておくんだよ。これがのぞみの力なのだから」

「……力？」

　少し意外なその言葉にのぞみが首をかしげて呟くと、紅がゆっくりと頷いた。

「あやかしは普段は互いにあまり関わらないで生きている。こんな風に集まること自体がそうあることじゃないんだよ。……こんな風に集まるようになったのは、のぞみがここに来てからだ」

　紅の言葉を聞きながら、のぞみは彼らの嬉しそうな笑顔を見つめていた。

「保育園はあったけれど、皆それぞれに連れてきてバラバラに帰るだけだったから、縄張りに自分以外の誰がいるのかさえも知らなかったんじゃないかな」

　彼の話は、のぞみにとっては少し信じられないことだった。

　のぞみが知る限り、最近のあやかし園に送り迎えに来る親たちは、互いに挨拶をして取るに足らない世間話をしている。

　子を預けていないあやかしたちも時折あやかし園に立ち寄って、子どもたちのためのおやつを置いていってくれることもある。

　紅が、思い出すように少しだけ目を細めた。

「この前だってそうだった。私たちの約束を大神に証言するために、たくさんのあやかしたちが山神神社に集まってくれた」

　その時のことを思い出し、のぞみはこくんと頷いた。

　皆怯えて震えていた。それでも意を決して来てくれた。

「確かにのぞみは人間だから、あやかしとしての能力はない。でもこうやってあやかしとあやかしを結びつける不思議な力があるんだよ。私も縄張りのあやかしたちをこれほどまでに大切に思うようになったのは、のぞみが来てからのことなんだ。……もはやのぞみはこの縄張りに、なくてはならない存在だ」

　そう言って紅は優しい眼差しをのぞみに向けた。

「私はのぞみがのぞみである限り妻にしたい。でももし、長にふさわしい妻というものがあるとすれば、それは紛れもなくのぞみだと私は思う」

　銀色の髪が夕日に透けて輝いて、赤い瞳がのぞみだけを見つめている。

　心が燃えるように熱かった。

　強く美しい、この地の長である天狗、紅。

　彼の隣に立つのは、自分以外ほかにいない。

　今この瞬間にのぞみはそう確信した。

　この場所が、彼の隣が自分が存在する場所なのだ。

　繋いだ手に力を込めて、のぞみは力強く頷いた。

「はい、紅さま。私、ずっとずっと、紅さまのそばいます。紅さまもずっと、私の隣にいてください」

　のぞみの言葉に、紅はしっかりと頷いた。

「のぞみの隣は、いつもどんな時も私は誰にも譲らない」

　夫婦になると決めてから随分と回り道をした。

　たくさんの誤解と苦悩を乗り越えた。

　でもその分、ふたりの絆は強まった。

　彼への愛、彼からの愛、皆への感謝の気持ちで、のぞみの胸がいっぱいになる。

　なんの力もなくたって、この思いさえあれば、なんだってやれないことはない。

　そう、なんだって……。

　でもその時。

「紅さま！　そろそろアレをお願いします！」

　目の前のあやかしたちからなにやら不可解な声があがり、のぞみはハッと目を見張った。

　そろそろ、アレを、お願いします……？

　紅はといえば声のした方を振り返り、ニヤリと意味深な笑みを浮かべている。

　ものすごく嫌な予感がして、のぞみは咄とっ嗟さに彼から身を引こうとした。

「ぎゃっ！」

　でもひと足遅かった。

　ぐいっと腕が引かれ、紅との距離はこれ以上ないくらいに近くなる。そのことに目を白黒させているうちに、あっという間に紅の腕の中に閉じ込められてしまった。

　期待通りの長の行動に、あやかしたちがどっと沸く。

　やんややんやと手を叩いて、その時を待っている。

「誓いの口づけの時間だね」

　紅が嬉しそうに宣言をした。

「だからそれは、西洋のしきたりですって！」

　のぞみはじたばと暴れて精一杯抵抗をする。

　彼と一緒ならばやれないことはなにもないと、今さっき思ったところだけれど、やっぱり撤回したくなった。

　嫌というわけではないけれど、皆に見られての口づけは……。

「のぞみ、長夫婦の夫婦仲がいいところを見せて縄張りのあやかしたちを安心させるのも、私たちの役割なのだよ。のぞみも今日からは長の妻なのだから、こらえておくれ」

　あたかも真面目な役割のように、紅はのぞみに言い聞かせる。

　でもその口元は緩みきっていた。

「ででででも、こ、子どもたちが見て……ん！」

　のぞみの反論は紅の唇に遮られ、どどどと山が揺れるような歓声に山神神社は包まれた。

　お約束の展開に、皆手を叩いて大喜びだ。

　のぞみはそっと目を閉じた。

　ものすごく恥ずかしいけれど、ものすごく幸せだ。

　こんな風に皆に祝福してもらえて、彼の温もりに包まれて。

　その時。

　どどーん！ばりばりばり！

　雲のない夕焼けの空に雷鳴が鳴り響いた。

　振り返って空を見ると、たくさんの稲妻は、赤、青、黄、緑色に輝いて、まるで打ち上げ花火のようだった。

「きれー！」

「あ、ピンクー！」

　子どもたちが声をあげて空に見惚れている。

　一際大きな虹色の稲妻がどどーんと空で爆発し、中から現れたのは翡ひ翠すい色に輝く龍だった。

　頭にドレスアップしたおゆきとふぶきを乗せている。

　ふたりは、のぞみと紅を見つけると嬉しそうに手を振った。

「のぞ先生！　結婚おめでとう！」

「支度に手間取っちゃって、遅くなってごめんね！」

　のぞみはホッと息を吐き、彼らに向かって手を振った。

「ふぶきちゃん！　おゆきさん！　来てくれてありがとう！」

　大神が本殿のすぐそばまで飛んできた。

「のぞ先生、素敵!!　白無垢サイコーじゃん！」

　おゆきがのぞみを見て声をあげる。

　のぞみは頬を染めて微笑んだ。

「ありがとうございます。ふぶきちゃんもおゆきさんも素敵です。おそろいのドレスですか？」

　おゆきとふぶきの衣装はスパンコールが散りばめられた水色のパーティドレスだった。

　おゆきが嬉しそうに頷いた。

「うん、そうなんだ。かの子ちゃんママが親子でおそろいのドレスにするって言うからさ、私もやってみたくなって。双子コーデっていうんだって。ふふふ、なかなかいいでしょ？　かの子ちゃんママとは服の趣味が合うんだ。あの人とても九十九歳とは思えないよね」

　ふぶきの送り迎えにあやかし園に来るようになったおゆきは、もうすっかり縄張りのあやかしたちとも顔なじみだ。

「ふふふ、とっても素敵です。ふぶきちゃん、お母さんと一緒のドレスで嬉しいね。すっごくかわいいよ！」

　ふぶきが嬉しそうににっこりした。

　その時。

「おい、人間の女」

　大神が口を開いた。

　すぐ近くから聞こえる胸に響くその声に、一瞬のぞみは目を丸くする。

　結婚を許してもらえたとはいえ、さらにいうと彼の妻子とはすっかり仲よしだとはいえ、はっきり言って大神自身のことはまだ少し怖い。

　こくりと喉を鳴らしてから口を開いた。

「はい」

　すると大神は意外なことをのぞみに告げた。

「わしは、紅が嫌いだ。こやつはいつもひょうひょうとしてなにを考えておるのかさっぱりわからん。掴みどころのないやつなのだ。わしはこやつがいるとペースを乱されてかなわんのだ。絶対に都へ戻ってこぬようにお前がしっかりと見張っておれ」

「……嫌なやつだな」

　紅が呆れたように呟いた。

「約束をするほど惚れ込んでいるなら、お前と夫婦である限りこやつはずっとこの田舎から出ぬだろう。末永く、夫婦のままでいるのだぞ。わかったな」

　そう言って大神は少し照れたようにのぞみたちから目を逸らす。

　大神なりの祝福の言葉に、のぞみは彼に向かって深々と頭を下げた。

「はい、ありがとうございます」

「言われなくてもそうするよ」

　紅が肩をすくめた。

「お父上さま、あれ、あれ、早く、早く！」

　ふぶきが待ちかねたように大神のヒゲを引っ張って、なにかを催促した。

「おお！　そうだったな」

　思い出したようにそう言って、大神が空中に視線を移す。

　するとぼんと音を立てて、あるものがそこに現れた。

「わしからの祝儀だ」

　大神の言葉と空中に現れた祝儀の品にあやかしたちからおおー！というどよめきが起きる。

　とりわけ子どもたちは大喜びだった。

「すべり台だ！」

「ブランコもついてる！」

「ぐるぐるコースもある！」

　指を差したりばんざいをしたりしながら、親の手を離れて下に集まってくる。

　今すぐにでも遊びたそうだ。

「祝儀って……うちの園のすべり台を壊したのは自分じゃないか」

　呆れたようにそう言いながら、紅もやっぱり嬉しそうだった。

　もちろんそれは、のぞみもだった。

　もともと園庭にあったのは錆びついたボロボロのシンプルなすべり台。それでも子どもたちにはなくてはならない遊具だった。大神に破壊されたあと、特に鬼ごっこが大好きな子どもたちは、がっくりとしたものだ。

　今目の前にあるすべり台はブランコやボルダリングコーナーなんかも付いた大きくてカラフルな最新型の遊具。

　あやかし園の予算では絶対に買ってあげられない代物だ。

　子どもたちの反応に満足そうに頷いて大神が爪をひと振りする。ちゅどーん！と音を立てて、遊具はあやかし園の方向に飛んでいった。

「園庭に設置した」

　得意そうに大神が言うと、子どもたちから歓声があがる。そして紅の元へ集まってきた。

「紅さま、行ってもいい？」

「今すぐ遊びたいの！」

「もう待てないよ～」

　今日は婚礼だから保育園は休みだった。この式のあとの宴会会場になる予定で、颯太の店から取り寄せたお寿司やそのほかのご馳走がたんまり用意されている。このあとふたりが本殿から参道に下りて、招待客の間をねり歩いてから、皆で園に移動する予定だった。

　でも、あんなに楽しそうな遊具が来たことを知った子どもたちが、それを待てるはずがない。

　もう今すぐにでも行きたくて皆うずうずしている。

　紅が苦笑して、頷いた。

「仕方がないね、行っておいで」

　やったー！と声をあげて、子どもたちがわれ先にとあやかし園の方へ走ってゆく。ふぶきも大神の頭からぴょんと下りて、かの子と手を繋いで走っていった。

　のぞみも紅に向かって訴えた。

「私も行っていいですか？」

「え？」

「だって子どもたちだけじゃ危ないし！」

　それにのぞみだって、新しい遊具に夢中になってよじ登る子どもたちを早く見たかった。

　思いを込めて見つめると、紅は少しだけ考えて、すぐに笑顔になった。

「よし！」

　そしてのぞみを抱き上げて境内のあやかしたちに宣言をする。

「もう式はお終いだ。ここから先はあやかし園で披露宴だ。皆、あっちに集まっておくれ、ご馳走を準備しているからね」

　わぁっという歓声が山神神社を包み込む。

　虹色の雷がまたバリバリと空で輝いて、大きな雪の結晶がキラキラと降ってくる。

「おめでとうございます！　紅さま」

「おめでとうございます！　のぞみさま」

　ドンドンドンと太鼓が鳴り、ピーヒャララと笛が歌う。

　長夫婦の誕生を祝う、宴の夜の始まりだった。

　宴は夜通し大盛り上がりで続けられ、この夜山のふもとの街では、家路に就こうとする人々が、今日は山神神社でお祭りでもあったかなと首をかしげたのであった。
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「んー、今夜の酒は格別だ！」

　ほかほかと湯豆腐の湯気が温かい、のぞみのアパートの部屋。こたつに入り、のぞみが注いだ熱燗をひと口飲んで紅が満足げに目を細めた。

「ふふふ、今日は寒かったですからね」

　のぞみも紅の隣に座り、目の前の鍋から湯豆腐を取り分ける。この豆腐は、湯豆腐にぴったりだと言われて、寿司職人の兄からもらったものだった。

　少し底の深い器にポン酢を張って酢す橘だちを搾しぼる。その中に熱々の豆腐を浮かべて、刻みネギを散らしたらできあがりだ。

　今夜の山神神社は初雪が降るくらい冷え込んだ。保育園での仕事は、手がかじかんで少しつらかったけれど、その分紅とふたりで囲む湯豆腐は、ご褒美のように感じられる。

　本当にささやかだけれど、なにものにも代えがたい幸せをのぞみは心の中で噛みしめた。

「今夜の酒が格別なのは、新妻に注いでもらうお酒だからだよ」

　紅がのぞみを包むようにギュッと抱きしめて耳に囁く。

「きゃっ！　も、もう、紅さまっ！」

　危うく湯豆腐の器を落としそうになってしまい、のぞみは頬を膨らませて彼をにらんだ。

　無事に結婚して夫婦になってからも、彼のこういうところは変わらずだった。

　あいかわらず、ところ構わずのぞみを抱きしめたり、恥ずかしげもなく愛の言葉を口にしたり。

　いや、むしろ夫婦になってからの方がひどくなったのでは？と思うくらいだ。

「美味しいなぁ、料理が上手な奥さんで私は幸せだ」

　のぞみが取り分けた湯豆腐をひと口食べて、嬉しそうに紅が言う。

　だがその褒め言葉に、のぞみは微妙な気持ちになった。

　実はのぞみは料理が得意ではない。

　それは今まで料理をする機会があまりなかったからだ。

　短大の寮には食堂があって自炊の必要はなかったし、卒業してすぐにこのアパートへ来た。

　それからは一応自炊をしているが、はっきりいってキッチンもないこの部屋のカセットコンロひとつでは、たいしたことはできない。

　しかも寿司職人をしている料理上手の兄と再会してからは、兄嫁の志津がなにかと気を使ってくれて、兄お手製の弁当を頻繁に届けてくれるから、すっかりそれに甘えてしまっている。

　そして結婚してからもそれは続いていた。

　べつにそれで不自由をするわけではないからだ。

　なにしろのぞみが結婚した相手は、山神様と呼ばれる天狗で、本来は人間の食べ物を必要としない存在だ。

　自分ひとりのために……と思うと、やっぱり適当なものになってしまう。

　こんな状況では、のぞみの料理が上達するはずがなかった。

　とはいえ今夜のメニューは、なんといっても湯で豆腐を温めるだけの湯豆腐だ。料理の腕前はあまり関係ない。

　簡単なのにできあがりは熱々で、この上なく美味しくて、身体の芯から温まるようだった。

　豆腐を頬張って、紅も満足そうにしている。

　もっとも彼の場合は、のぞみが作るものはどんな失敗作でも嬉しそうに食べるのだが。

「ほら、今度はのぞみの分を私が注ごう」

　紅が徳利とっくりを持ち上げて、のぞみのお猪ちょ口こに熱燗を注ぐ。

「ありがとうございます」

　この徳利とお猪口は、こづえから結婚祝いにもらったものだった。

　サケ子からは今のぞみと紅が入っているこたつをプレゼントしてもらい、志津からは電子レンジをもらった。これはもっぱら兄からの弁当を温めるのに大活躍している。

　少しだけ物が増えて、新婚ののぞみと紅が暮らすこの部屋は、ぐんと居心地がよくなった。

　アパートは古いからいつでも建て替えていいなんて紅は言うけれど、のぞみは絶対に嫌だった。

「美味しい……」

　紅に注いでもらった酒をひと口飲んで、のぞみはほうっと息を吐く。特別に酒が好きというわけではないが、商店街の酒屋からお供物としてもらったこの酒は甘い口あたりで、とても飲みやすかった。

「ふふふ、私、紅さまと結婚したらこんな風に、ふたりで湯豆腐を食べてお酒を飲みたかったんです。今日は思いがけずその希望が叶っちゃった」

「……湯豆腐を？」

　首をかしげる紅の隣で、のぞみは幸せな気持ちで目を閉じる。

　頭に浮かぶのは、いつかの兄夫婦の姿だった。

　夫婦とはなにか、なぜ結婚しようと思うのか、わからなくなっていたのぞみに、あたりまえの夫婦の姿をおしえてくれたあの光景は、今でも胸に焼き付いている。

　紅と無事に夫婦になることができたなら、絶対に自分もやってみたいと思っていた。

「私、志津さんみたいな奥さんになりたいなぁ……」

　目を閉じたままのぞみは呟く。

　優しいけれどちょっと頼りない兄に、しっかり者の志津はぴったりだ。

　自分たちも兄夫婦のように、あんな風にいつまでも寄り添えたら……。

　でもそののぞみの言葉に、なぜか紅はごふっとむせて、ゴホゴホと咳き込んでいる。

　のぞみは目をパチパチとさせて彼を見つめた。

「……紅さま？　大丈夫ですか？」

　紅が呼吸を整えてやや怪訝な表情で、のぞみを見る。

「……なんで志津？」

「素敵じゃないですか！」

　のぞみは目を輝かせた。

「それに、上品で賢くて……ひかえめなように見えてとっても芯が強いでしょう？　志津さんはいつも私の憧れなんです」

「……へぇ……そうなんだ」

　紅が言う。

　そのなんだか微妙な調子にのぞみは首をかしげた。

「紅さま？」

「いや、べつに。私はのぞみはのぞみのままでいいと思うけどね」

「でも……」

　のぞみは口を尖らせた。

「私だってもう結婚したんだから、いつまでもそのままというわけにはいかないでしょう？　あやかしの奥さんとして成長しなきゃ。幸い私の周りには心強い先輩がたくさんいるからきっと大丈夫。志津さんのほかにも、サケ子さんでしょ、こづえさんでしょ……」

　のぞみは指を折って、あやかし妻のあるべき姿について参考になりそうな名前をあげてゆく。

　隣で紅が「げ」と、変な声を漏らした。

「……なんですか？　紅さま」

「いや、べつに……」

　視線を逸らして、まるで彼女たちは参考にならないとでもいうような表情の彼に、のぞみは首をかしげて問いかける。

「じゃあ、紅さまはいったいどんな奥さんが……」

　でもそこまで口にして、ある人物が頭に浮かび、口をつぐむ。そしてジロリと彼をにらんだ。

「わかった」

「え？」

「おゆきさんでしょう！」

「は？　え？　お、おゆき!?」

　その面食らったような様子もなんだか白々しく思えて、のぞみは頬を膨らませる。お猪口に残っている熱燗をぐいっと一気に飲み干すと、こたつの上にどんと置いた。

「おゆきさんみたいなスタイル抜群の奥さんがいいんだ！」

「え!?　い、いや、そんなことはないよ！」

　紅がぶんぶんと首を振る。

　でものぞみは納得できなかった。

「いいえ、絶対にそうです！　だいたい紅さまはたくさんの女性と付き合ってきたから、理想が高くなってるんですよ！」

　言いながらのぞみは手酌でもう一杯酒を注ぐ。

　そしてまたぐいっと口に含んだ。

「の、のぞみ、そんなにたくさん飲んだら……」

「そもそも私、紅さまの過去のこと、納得してないんですから！」

「え？　か、過去のこと……？」

「たくさんの女性と付き合ってきて、ほとんどのあやかしは制覇したっていう話ですよ！」

　気にしないようにしていたはずの過去の話を持ち出して、のぞみは頬を膨らませる。

　紅が慌てて口を開いた。

「あ、あれはものすごく若い頃の話だよ。それにのぞみに会う前のことだし……」

　もちろんそれはわかっている。でもだからといって、のぞみにとっては割り切れる話ではない。

　弱肉強食が基本のあやかしたちの世界では、なんといっても強い者が好かれるという。ならばとびきり力が強い彼は、さぞかしモテたに違いない。

　おゆきみたいにきれいなあやかしの女性たちがわんさか彼を取り囲む。そんな光景まで想像して、のぞみの怒りは収まらない。

「だいたい紅さまの好みの女性ってどんな感じなんですか。きっと私なんかとはかけ離れて……あ！」

　ぶつぶつ言いながらまた酒を注ごうとすると、ひょいと徳利を取り上げられた。

　ぐいっと腕を引かれて抱き上げられて、あっという間にのぞみは紅の腕の中に収まった。

「酔っ払うのぞみもかわいいけれど、これ以上はいけないよ」

　すぐ近くにある彼の目尻が赤く光る。それを見つめて、のぞみは少しだけ我に返った。口あたりのいいお酒をつい飲みすぎてしまったようだ。

「のぞみだよ」

「え？」

「私の好みの女性は、のぞみだ」

　低い声で紅が言う。

　のぞみは瞬きをして彼を見つめた。

「私はのぞみだけを愛おしいと思う。今までも、これからも」

　彼にしては珍しい有無を言わせぬその言い方に、のぞみの胸がどきんと鳴る。

〝今までも、これからも〟

　ありえない話だけれど、まだ出会っていない過去ですら、愛されていたような心地がする。

「ん……」

　たくさんの不満を言葉にしたその口を、柔らかい彼の唇が塞ぐ。

　のぞみはそれを夢見心地で受け入れた。

　胸の中のわだかまりが、温かいなにかに包まれて溶けてゆく……。

「わかったかい？　私のかわいい酔っ払いさん」

　鼻と鼻をちょんとつけて紅が優しく問いかける。

　のぞみはこくんと頷いた。

　本当のところやっぱりまだどこか誤魔化されているような、そんな気もするけれど、それでもいいのだという気持ちになるのだから不思議だった。

「すみません、変なこと言って」

「いや、いいよ。私たちは夫婦なんだから。こうやって思っていることを言い合うのが夫婦なんだろう？」

　紅が目を細める。

　のぞみは、ふふふと微笑んだ。

「どうなんでしょう」

　夫婦とは、妻とは、どうあるべきなのか、本当のところ答えはないのかもしれない。

　兄夫婦には憧れるけれど、それをそのまま自分たちにあてはめることはできないのだろう。

　のぞみと紅はふたりで、ふたりだけの夫婦の形を見つけてゆく。これから先、長い長い時間をかけて。

「ふふふ、それにしても……。私たちは約束をしたのだから、私はもう絶対、のぞみ意外はありえないのに、それでもやきもちを焼くなんてかわいいなぁ」

　そう言って紅はのぞみの頬に口づけて、そのまま頬ずりをする。

　その言葉に、のぞみはあることを思い出して口を開いた。

「そういえば、紅さま」

「ん？」

「その約束があるから、紅さまは、大神様を説得することができたんですよね」

「そうだよ」

　のぞみは首をかしげた。

「でもサケ子さんが、それはおかしいって言っていました。あの約束は、紅さまが私に約束しただけで、私は約束をしたことになっていないはずだって。だから私が大神様のお妃さまになることができなかったはずはないって……」

　紅が頷いた。

「さすがは、サケ子だね。そうだよ。あの約束は私からのぞみへのものだから、のぞみ自身は約束をしていない。でも伊織はそれを知らないし、縄張りのあやかしたちはそういう細かいことは気にしていないだろうと思ったから、ま、つまりはハッタリだったんだけど」

「そうだったんですね」

　のぞみは感心してため息をつく。

　全然気が付かなかったけれど、ある意味彼らしいやり方だ。

「でも、だったら……」

　そこでのぞみはなにげなく、頭に浮かんだあることを口にする。

「紅さまは私以外の女性とは付き合えなくても、私の方はそうじゃないってことなんですね」

「え」

　紅が眉を寄せた。

「そ、それは……どうだろう」

「え？　だって……」

　首をかしげるのぞみを包む彼の腕に、ギュッと力が込められる。

　絶対に逃がさないぞとでもいうように。

「そんな約束なくったってのぞみも、もう私だけだろう？　私はそう信じているよ。なんなら今ここで、今すぐに約束をしてくれてもいい。いや、約束なんかなくても信じてはいるけれど、でも約束をしてくれたらもっと安心できるというか……」

　あたふたとしてそんなことを言う彼がおかしくて、のぞみはくすくす笑いだす。

　そして小さく首をかしげた。

「ふふふ、どうしようかな？」

　紅以外と付き合うなんて絶対に考えられないけれど、わざとそんなことを言ってみる。

　彼とこんな風に冗談を言い合えることが、なによりも嬉しかった。

「ええー!!　や、約束してくれるだろ？　の、のぞみ!?」

　またもや慌てる彼の首に、のぞみはギュッと抱きついて大好きな香りを胸いっぱいに感じとる。そしてその耳に囁いた。

「お約束します。私もずっとずっと紅さまだけを愛します」




了










あとがき




　こんにちは、皐月なおみです。この度は「山神様のあやかし保育園二～妖こどもに囲まれて誓いの口づけいたします～」をお手に取ってくださいまして、ありがとうございます。お楽しみいただけましたでしょうか。

　今回初めての続編を出させていただくことができました。お話をいただいたときは本当にうれしくて、夢のようだと思いました！

　これもひとえに読んでくださった皆様のおかげです。

　ありがとうございます！

　さて今回は婚約編ということで、前作で気持ちが通じ合い結婚の約束をした紅とのぞみが、困難を乗り越えて夫婦になるまでのお話です。

　先輩のあやかし妻たちが、無責任にのぞみにあれこれ吹き込みます。実はこの中に、私自身がのぞみに伝えたかったことを混ぜ込みました。

　それはずばり、こづえが言っていた「ああいう気が利かない能天気なタイプは夫にするとイライラするよ」というセリフです。まだちゃんとストーリーが固まっていなかった時からこづえのこのセリフだけは決まっていました。

　そしてもし私が直接彼女に伝えるならば、「でもそれが幸せだったりするんだよ」と付け加えたことでしょう。

　紅は私が書くヒーローの中では一番人間くさい（あやかしですが）キャラクターです。ちょっと不器用なところもありますが、すったもんだやりながらものぞみとふたり幸せな夫婦になってくれると思います。

　さて前作に引き続きイラストを担当してくださいましたのは水野かがり先生です。今回はふたりの婚礼シーンをかわいらしく描いてくださいました！

　前作のカバーイラストも私の周りでは大変好評で、小学生の娘がとっても喜んでくれました。特にかの子がお気に入りのようです。今回も本当に素敵なイラストですから、きっと書店でもかわいく目立つことでしょう。

　水野先生、ありがとうございました！

　最後になりましたが書籍化にあたりましてサポートしてくださいました担当者様ならびに編集部の皆様、この本にかかわってくださったすべての皆様に心より御礼申し上げます。この作品を、世に送りだすチャンスをくださったこと、本当に感謝しております。

　ありがとうございました。

皐月なおみ

















この物語はフィクションです。実在の人物、団体等とは一切関係がありません。
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